
昭和28年 7月 25日 第 3種郵便物認可  昭和34年 4月 17日 国鉄東局特別扱承認雑誌第 489号  昭和39年 1月 5日 発行 (毎 月 1回 5日 発行)  No。  138

1964

資J

窮 篤 1ォ

、
一〓
・ヽ＼:

:■十嶺舞

―

のた

産教連●1964年度研究義

r●111鞣‐1

・・
●
Ｌ

.,1‐



「

ホ |

: |

産
業
教
育
研
究
連
盟
編

内
容
見
本
呈

類
書
の
追
随
不
可
能
な

家庭科大事典電

厖
大
な
新
資
料
／

技
術
革
新
に
対
応
し
て
、
急
速
な

発
展
と
充
実
を
要
望
さ
れ
て
い
る

技
術
科
教
育
の
新
し
い
内
容
と
方

法
を
、
多
数
の
図
版
を
駆
使
し
て

具
体
的
に
解
説
し
た
。

現
場
の
創
意
に
み
ち
た
実
践
研
究

と
産
教
連
十
余
年
の
研
究
成
果
を

も
と
に
し
て
編
集
し
た
本
書
は
、

日
々
の
実
践
に
精
根
を
う
ち
こ
む

現
場
教
師
の
か
け
が
え
の
な
い
伴

侶
と
な
る
だ
ろ
う
。

す
い
せ
ん
　
東
大
教
授
細
谷
俊
夫

判
　
上
製
　
函
入
　
定
価

〓
一八
〇
〇
円
　
一Ｔ
　
一
一
一〇

★

主

要

目

次

★

第

一
章
　
総
　
説

Ｉ
　
技
術
革
新
と
中
学
校
の
技
術
教
育

Ⅱ
　
技
術
科
学
習
指
導

第
二
章
　
技
術
科
の
学
習
内
容

Ｉ
　
学
習
内
容
の
分
類
　
　
Ⅱ
　
製
図

Ⅲ
　
木
材
加
工
　
　
Ⅳ
　
金
属
加
工

Ｖ
　
機
械
　
　
Ⅵ
　
電
気
　
　
Ⅷ
　
工

業
技
術
に
関
す
る
社
会
経
済
的
知
識

皿
　
栽
培

第
二
章
　
学
習
指
導
案

Ｉ
　
学
習
指
導
案
の
内
容
　
　
Ⅱ
　
製

図
　
　
Ⅲ
　
木
材
加
工
　
　
Ⅳ
　
金
属

加
工
　
　
Ｖ
　
機
械
　
　
Ⅵ
　
電
気

Ⅷ
　
工
業
に
関
す
る
総
合
実
習
　
　
皿

工
場
見
学

　

Ⅸ
　
栽
培

　

Ｘ
　
農
業

第
四
章
　
米

・
ソ
の
技
術
教
育
の
実
際
　
　
　
一

付
録
　
農
業

・
商
業

・
分
野
の
学
習
内
容
　
　
一

と
指
導
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

桐
原
藻
見

日前

套看
子 学

会罪
授長

小・ 中・ 高校家庭科指導に関する一切の項目を網羅′

本書は,小学校・中学校・高等学校の新指導要領に準拠 し,

小学校・中学校・高等学校を一貫する家庭科学習をめざし,

立体的かつ総合的に取 り扱い,家庭科本来の目標に立脚し,

実生活においても広 く活用できるように各界の学者・専門家

を動員して編集したものである。
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技術・家庭科の学習過程と

思考の問題について

健木一死

プロジェクトの成立条件

中学校の学習指導要領が改訂され,技術・家

庭科の構想が発表されてから5年 になる。その

間,移行措置の期間を合めて,各地でさまざま

な実践が行なわれ,論議がくりかえ され て き

た。しかし,実態はまだ出発点にあるといって

よい。文部省当局でも,いまは学習の過程を固

定して考える段階ではない, という立場をとっ

ている。したがって,指導書や指導 の手 び き

に,指導の区分として示され てい る,考案設

計,製図,製作,整理反省という区分も,その

叙述の順序をもってただちに学習の順序と考え

なくてよい, というji解をのべているようであ

る。

ただ,現場では,考案設計→製図→製作→整

理反省という順序が技術・家庭科の学習過程で

ある, と一般に考えられている。そして, これ

が創造的な思考・態度を養なう方法だと信じて

いる人が多い。このような考え方がされている

のは,技術・家庭科の発足当初,当事者の間で

この教科の学習はプロジェクト方式で進められ

るべきだということ,ま た生徒の創造性を仲ば

す,生徒に思考をさせる, ということがとくに

強調されたためであろう。

ところで,では実際にそれぞれの学校での実

践において,こ のプロジェクト方式による学習

が成立っているであろうか。施設・設備の不備

からくる障害はいうまでもないが,施許 設備

がかなり充実している学校においても, この考

2

案設計一製図一製作―整理反省 とい う過 程 に

|ま,そ うとう苦労をしているようである。筆者

が,移行措置から現在まで数々の授業を観察し

てみた結果からいっても,一般にこの過程によ

る学習はうまくいっていない。

まず,考案設計という段階であるが, ここで

生徒ひとりひとりが設計をするという活動をし

ていない。たとえば, 2年生の本材力:エー生徒

用腰掛の製作―を例ことってみると,多 くの学

校で|ま ,まず生徒に製作したい腰掛の構想を出

させる。しかし,提出された見販図をみると,

どれも実現にたえない。そこで,それぞれの構

想 lま 否定されて,|ナ っきょく教科書の工作図ど

お りのものを製作することになる。 した が っ

て,こ の考案設計の段階にお |ナ る教 師 の努 力

は,い かにして最後に教科書の (あ るいは教師

の)構造をおしつけるかということになってし

まう。生徒は考案設計をするので |ま なくて,空
想をしてそれを否定される, という結果をえて

いるにすぎない。もちろん,なかには生徒の構

想が取上げられる場合もある。もとよりそれに

は具体性がないから,工作図,部品図にまで
、

っていく段階では,教師が大部分手を加えるこ

とになる。それでも,その一人の生徒にとって

は,あ る程度の学習が成立する。また,数人が

その過程でディスカッションに参加する。しか

し,多 くの生徒 |ま ただそれを見ているあるいは

聞いて
｀
マヽる, という活llJを して

｀
マヽる|■ すぎない

のである。

また, こうした構想を出させる前に,機能研
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イ
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究,構造研究,材料研究と呼ばれる分野がおか

れるが, これは,生徒が腰掛の設計をするたしう

に, 自からデザインや構造を分析 したり材料を

選択した りするという活動を行なうの で |ま な

く,教師が知識を教える,い わゆる座学になっ

ているのがふつうである。技術学習にお |ナ る従

来の座学の効率の悪さ,その改善案については

いろいろな機会に述べているのでここで:ま 触れ

ない。ただ,生徒に創造的思考を行なわせる場

であると考えられているこの考案設 計 の段 階

が, じつは座学とおしつ |ナ に終っているのであ

る。

プロジェク ト, ぁるい |ま 問題解決というi邑 程

を成立させるためには,その前提条件が必要な

のである。

考案設計における思考の性格

では,考案設計の過程において|ま , どのよう

なレディネス,ま たどのような活動を要求され

るのであろうか。

いま,産業の現場で設計を行なうとき,い か

なる過程をへるのか,設計をするとしヽ う こ と

は,どのようなプロセスをへることなのか, と

いうことを考えてみよう。建築を例にとると,

請負会社が下請業者に仕事を依頼するまでに,

さまざまな種類の図面を作成する。それを大き

く分けると, 意匠図, 構造図, 施工図, 見積

表,工程表ということになろう。意匠図は建物

の構想を示したものであり,それにしたがって

強度計算が行なわれて構造図がつくられる。意

匠図はごく基本的なことしか描かれていないの

で,実際に施工する場合の各部分のおさまり方

や具体的な寸法を示す施工図が
`ど

、要になる。そ

の際,意匠図と構造図のくいちがいも修正され

る。また,同時に材料の数量,価格を算出した

見積表が作成される。そして,`仕事の段取 り,

つまり工事の順序,人員・道具の配置, 日程を

示 した工程表ができあがる。これらの図面がな

いと,下請に仕事をさせることができない。
このことは,本工で腰掛を製作する場合も同

じである。意匠図だけつくっても,腰掛の設計
をしたことにはならない。用途に応 じた強度を

保つために,各部分の材の太さ,接 合 法 を き

め,具体的な寸法を出さなければならない。本オ

料の規格に応 じて見積もする必要がある。そし

て, どういう加工法で, どんな道具を使って,

どういう順序でつくるかをきめなければならな

い。 そこで, 意匠図のほかに, 部品図, 見積

表,工程表といったものが必 要 に な る。しか

し,意匠図が空想的で具体化できないというの

で|ま,技術の世界で構想を立てたことにならな

い。したがって意匠図というものは, じつは製

作上の種々の要素の制約の上にでき る の で あ

る。用途から要求される色彩,形状,強度,安
定度などのほかに,価格,材質,道具および加

工法,技能,時間など,製作上のさまざまな条

件がからみあってデザィンがきまるのである。

ところで,現在われわれが使用している木製

の椅子 |ま,す でに古代エジプトの時代にその原

型をみることができる。つまり,数千年の歴史

をへてつくりあげられてきたものである。いま

新 しいデザインを行なうということは,そ うい

う数千年の技術の歴史の上に立つことを意味す

る。

中学校の 2年生に,は じめて腰掛を製作させ

るにあたって,上記のような複雑な要素を含む

設計を行なえといっても,それは無理な話であ

る。技術・家庭科では,倉」造的思考ということ

を重視しているが,最近の′とヽ理学では, これを

類比の能力であるとしている。つまり,創造的

思考 とは, けっして無から有を生じることでは

なく,要素の新 しい組合わせであるというので

ある。したがって,その前提となる要素が習得

されていな|ナれば,新 しい創造も行ないえない

のである。

2年生の本工 |ま , 1年生の本立の学習を基礎

としていることになっている。しかし,筆者が

観察した限 りにおt′ てヽ|ま ,本立製作の経験が腰

掛の考案設計のレデイネスとはなっていない。

また,構想の呈示に先立って与えられる座学に

よる知識も,設計という行動を成立たせる要素

になっていない。腰掛の考案設計を行なうため

にlま ,やは り腰掛 (少なくとも構造的に類似し

たもの)の製作の経験が前提となる。また,技
術学習にお |ナ る科学的知識一技術的な原理,法
則の習得 |ま ,その生徒の技術の段階一経験にそ
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くしてなされな|ナれば,行動の要素 となりえな

いわけである。

製作の過程における思考

さて,考案設計の段階をうけて行なわれてい

る製作の段階は,現実にはどのように進められ

ているであろうか。建前からいえば, 自分のつ

くった図面をもとに製作をするわ |ナ であるが,

実際には前の段階とまったく切 り|ま なされた形

で行なわれている。図面をみて製作する, とい

うようなl支術を生徒はもたないからである。教

師は下つ~つ
作業の指示を与える。材料,荒削

りの寸法, ことにケガキでは黒板に図 7‐i/描 いて

ホゾの位置を説明する。それでも指示どお り|■

できない生徒がいるc材料をまちがえる者,荒
削 りで直角や寸法の検査をしなt・者,削 る面を

忘れる者,ケ ガキの寸法をまちがえる者,そ し

て図面を忘れてくる者, さまざまである。つま

り,ひ とりひとりの生徒が,正 しい行動を身に

つけていないのである。

もっとも,中学校の技術・家庭科|よ技能の
「

||

練をするのではない,と いう意見がある。また,

一つ一つ細かい指示を与えると,生徒の自由な

思考をさまたげるから,指導票などもり||い るベ

きでない, という考え方があるcた だ製作させ

るだ |ナ では思考させる場がない, とtヽ うノ、もあ

るこ

そこで, いま製(41の 過程 |二 お |ナ る′思考の問|こ

について考えてみることにしよう。まず,教師

が材料を配布するcす でに本取 り|よ教師の手で

されているとする。生徒は,各珈;分 |二 見合う材

料の数量,削 りしろを加味した寸法, きずの有

無などを調べるcこ れだけの作業でも,い まの

中学 2年生にはあまり容易なことで|ま ない。図

面で各部材の仕上 |デ 寸法を確認し,それに削 り

しろを加えて所要の寸法を出す。長さ,巾 ,厚
さそれぞれについて配布された材料を調べ,合
否を判定する。どの程度の誤差ならば許される

かの判断も必要である。そのためには,後の工

程でどんな機械や道具を使い,最終的 |こ どの程

度の精度のものをつくりあげるか, ということ

がわかっていな|ナ ればならない。その経験のな

い生徒には,も っと細かい指示を与えなければ,

4

`正 しい行動がとれないのである。きずの有無を

調べ, この材 |ま 使えるかどうか, どの面を基準

面tし て加工し, どの面を外に出る面 とす る

か,の判断にしても同じであるc

荒削 りに入る。手押しかんな盤で一 面 を削

る。一面 |ま どの程唆平らでな |ナれば な らな ヽヽ

うち 全体との関係できまってくる。そうした基

準を立てて,切削した結果を測定し,合否を判

定しな |ナ ればならない.二面を直角にとる場合

も同じであるcつねに,全体をどの精度で仕上

|デ るか, と
｀
vヽ うことから音F分 の精度がきまって

くるご

このように考えてくると,製作の過程におい

て|ま,部分部分の動作において,たえず全体と

の関係から半J断 をせまられている, といってよ

いc判断の連続であるcし かし,全体が見えな

いもの |こ とっては,そのことは不可能である。

で |ま ,い いかげんにやらせたらいいのか。技術

の1世界 |■ は, うそやごまかしがあってはならな

いといわれるc一つ一つの動作を,要求される

基準 |二 したがって正確に行なう, という態度が

必要であるといわれるcそ ういう正確な行動を

背景として,全体も成立っている。全体がわか

るということ|ま ,具体的な部分部分の経験を前

提 としている。したが _Dて ,|ょダめてその製作の

フロセスをふむ者にとっては,一つ一つの動作

を正確に行なわせろ′ど、要があり,そのためには

かなり細かい指示がなされなければならない。

技能と|ま ,そ うした正確な行動がく:)か えさ

れ, しだい |■ スヒー ドがついてくることを意味

するものであろうc現在の中学校では,それは

望′tで もできない ことなのである。

学習過程の一試案

筆者|ま , ここでプロジ .ク ト方式そのものを

否定するので|ま ない〔プロジ _ク トは,技術教

育の墜史が生二ヽ出した,す ぐれた学習方法であ

ると考えているcた だ, プロジ ェクトを成立さ

せる条‖1を 分析することの
`ど

、要と,その形式の

入を採用することの問題を述べたかったのであ

る。

そこで,その一つの改善案として,筆者たち

が36年 から継続して実験している学習過程を示
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(轟睡雰解
はじめて腰掛を製作する者|■ lま , まず与えら

れた図面どお り,正確 |■ 作業することを要求す

る。正 しい動作を行なわせるため |二 十ま,教師の

示範や指示だけでなく,視覚教材や作業票を利

用する。この段階 |ま,生徒に上って, まだその

一つ一つの行動の意味が自覚されない未分千ヒな

経験となるc

つぎに, この未分 |ヒ な経験を分lNl~し ,そ こに

合まれる要素を1由 出,整理する段階をおくこ工

程分析,構造 (材料,機能)分析の過 程 で あ

る。そのため,あ らかじιう製伯1の 段 1竿 で,111業

票に,作業の順序,使 1日 した道具,作業 |二 要し

た時間,作業結果の沢1定値などを記フ、させてお

く。そうしたデータをもとに,製作の過程 |こ お

ける行動を客観的に分析させる。また,製作し

た腰掛について,その構造,本イ料,技 lEの検討

を行なう。そのために必要な知1識―技術学的な

原理・法則・データな二 よそのとき与える。

最後に,い ま分析した要素をT与構成する段階

をおく。課題を与えて

'没

言|を させるわ け
‐で あ

る。条件をいくつかきめて,その条件に適 合す

る意匠図,部品図, 見積表,工程表を作成させ

る。

36年 にこの学習過程による実験をi式み,考案

設計から始まる過程と士ヒ較したが,製作物,課

題設副・,技術的知1識それぞれ l二 だィヽて10%以上

高い得点を示し,時間的にも2時間 短 縮 で き

た。また,それまで成績が悪く,忘れら1■ がち

であった生徒の中から,比較的l覇 い得点をうる

者が出てきた。しかし,一 lrlの 製作の経験から

えられる技術は, きわめて低いものであること

もわかった。

37年 には, この過程を 1年 |■ おろし,同 じ腰

掛の製作をさせてみた。その結クt, 1年 生 |ま 前

年の 2年生とほとんど変らない作月1を つくりあ

げた。今後は, これを 3年研究で, 1年 から 3

年まで同じ題材を三回くりかえしてみたいと考

えている。

す文

術の転移というものが,そ う容易|二 行なわれる

もので|ま な
｀
`ヽ LIヽ うこと,「げ回うヽのくりんヽえし

|■ よって, だえだえと技 11子 の巾がひろが _,て い

くLLヽ うことである. したがって,経験や1ヒ カ

の不足している生徒に,無理な題材 を お しつ

|ナ,逆 |■ 学習意紗(を そう失させて|ま ならな
1′

。ヽ

また,一青i:ごD生 徒ができたからといって,学級

ひとり3ヽ Lり の生徒がその段階 |■ 達したと錯党

してiよ ならない。むしろ
`と

、要なことは,で きる

だ |ナ 寺lい |よ 会|■ ,生各Li二 技術的経験を与えるこ

とである3

なお, ここで|よ 紙奔kの 1月 係で意をつくせなか

ったが,あ わせて|夕 (|こ あげる文献をご覧
lィ

たヽだ

|ナ れば幸いであろ
=

×        ×        ×

1,日立教育研究所紀要第28集「学科と実習の

関連にかえする実験的ワ「究―― ラウン ド方式

の計t`子 一ヽ― _|

2.日立教育研究所紀要第34集「 プロジェクト

方式にお |す る技術活動の成立条件――中学校

の技術教育に関する問題点――」

3.全 国職業教育協会編 職業教育61年 5月 号

「技術・家庭科の性格と学習指導上の問題点」

4.技術・家庭教育資料 (実教出1板)63年 5月

を「技術「1‐ の学習過程」

(J立教育研究所員)

す と,次の図のようになる。
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設計の指導をどうするか

也日
日村大

1 考案設計学習の指導における製作目的とは何か ,

文部省では考案設計について学習指導要領に次しいよ

うに述べている。

「特に考案設計の段階においては,製作目的に応じ

た機能,構造,材料などの研究を行なうように指導す

る。なお加工法については,特ηtな 工芸技法にわたら

ないこととするc」

この,指導要領に示されている製作目的と|ま 何かc

これを私は,私なりの解釈によってみれば,技術教育

の実践における重要な課題をふくんだ言葉であるとい

える。研究の手びきでもこの言葉√)意味するところ|ま

示されていない。研究の手びきには次∫)よ うな表現が

ある.

「機能,構造,材料,外移1(美),価 格など,考案設

計上の諸要素を総合して33を構成する」

ではこの諸要素の総合が製作目的なのか,そ うで|ま

ないはずである。むしろ,製 |′F技術につながってt)|ナ

る,すなわち製品の上に当然あらわれてくる機能,構
造,材料CD学習なのだということをいっていると私|ま

考える。

技術・家庭科の総括目標しD中にある「倉:造 し,生産

する喜び」・「表現,倉 1造 の能力Jにつながるもし■が

製「 F日 的であるという見方を在、|ま したいこ

ところが現実の問題として考案費|「 をする場をヽ|■ ,

それが発明発見的なも
`1)で

あるにしろ,そ うでないに

し′ろ,大切なもC)は必要感である:そ ,)4ど、要|よ :こ おい

て目的を明らかにすることができ,あ る時|ま 機能しI上

から,あ る時は構造こ1)上 から,材 |IIか ら,外観から,

価格から率1み 上げられ打ちくだかれるというじ考ご〕違

続的な反応がおこり,はては,倉 1造 し,生産ヒ得た喜

びにひたることができるのである。ここり[、 考
"連

続的

な発リモこそr」造性の根源であるという見方が正しいも

6

めとすれば,学習する生徒自身 (ま どうであろうか。彼

等
`と

、ずしも4と、要「よを裏づけとした考案設計をなし得る

と|ま 言えない」ンである.む しろ,情緒的に,現実的に

物を見たがる彼等にとっては,考え続ける事柄は,単
元・

'中
に位置づ |す られた素材とは別のも 6つ で あ った

り,ス ,そ の素材に要求する1必要感はむしろ親が買っ

てくれるだろうとか,先生が孝tえ てくれるだろ うとヽヽ

う他力本項に終る場合が多いとみることができる.

そごつため, しばしばわれわれは機能の羅列学習をし

た り,li:造や材料ol)説 明学習をした り,製図学習をした

りしてし́まうことになるこその結果考案設計されたも
し■1ま ,装飾的であった り,慎倣であった りするだけに

止まってしまうこ,で ある.こ れを防止 し́て創造力を高

めるに|ま ,や |ま り生徒し`,1ヒ カをできるだけ総合的に発

揮 して
=t考

しうる枠をきめなければ な ら な いと考え

る_

そ」,1午 ti,基 準を工業デザインプ)要求される場面から

'`め

てみると次」・,よ うにわ:す ることができる.

(1)装 卜 外観を中心とする美的追求こD要求

(2)餞 溝t⊃ 交I杉を中心とする科
`半
・技術的追求の

要求      ・

(3)用 を中心とする機能it追求の要求

14)発 明発見it要素を中心とする応用的追求の要

)it

(5, 生想ヨ:発 ttif中 心とするJF現 実的迫求」,要 求

ヒ′かし, われわれ■`子t育 し
'場

|■ おいて前たし:)ど し')要

求 |こ 答えるデtiを 行なったとしても,それ |ま 一面的な

学習にとどまってしまい総合された能力と|ま な り得な

いデ主ヽ要惑からいえば ,:モ 明発見的要素をできるだけ取

り入れれ|ま よいとも考えられるが,総 合的な思考が,物

●見■,考え方を手掛 り|こ 養われてゆくべきものとす

れば,こ れも叉問題である,ま して生徒の能プリカ実態

から学習 |ま 目的■ない評価しがたいも
「

)と なるであろ



う。けれども5項 目の要求のすべてにつながるel造的

思考力を生みだす物の見方,考え方を学習させること

は必要である。この見方・考え方を軸として考案設計学

習の目標を設定してみると次のようになるであろ う。

<考案設計学習の目標>
(1)工 業製品を常に他の物と比較 し,自分自身との

関係や生活の中でのその物の位置や関係を多角的

にとらえることのできる能力を養 うc

(2)考 案設計の学習経験を通して物を分析し,客観

的に判断し,機能や構造,材料を積極的に選択で

きる能力を養い,合理的に扱える態度を養 う。

考案設計とは,一言にしていえば「用を中心とした

生産Jの ことである, ということができる.考案設計

学習とは人間を中′いとした用 _l学習であ り,その用目

的を合理的に生産と結びつける学 習 を い うのであっ

て,その底には人間を愛し,人間を生かす喜びがある

のであって,ただ単に装飾表現の学習であった り,形

の変形の学習であった り,構造材料の多様性の理解の

学習であってはならないと考える.

したがって,製作目的とは,一つは,考案設計の「k

階から製作加工までに流れる創造的な人間性の育成カ

ための物の考え方,見方を中心とするもので,も う一つ

は,自己の現在1の能力,すなわち生徒の能力の上に立

った最大限の含1造性の表現のための手段を裏付けとし

て明らかにされてゆかなければならないcでは,そ れ

を明らかにするも√)は何か,私はそれを学習素材と教

材研究であるとしたい.学習素材が適切かどうかが ,

そこ)学習による成否を決定してゆくと考える,そ の裏

付がわれわれの教材を見る角度と,教材研究であると

しているのである,も ちろ′t,更に、その力i方 には,生

徒の実態とその助長があるのである。 そ ぴ)故 に, 先

に,製作目的は,最後には作品」)Lに あらわれるもし,

である,と したのてある.

それでは,われわれは素材選択」)立場を何に求めた

らよいか.それ |ま 工業デギインし')Lで 要求される 5つ

の場面のいずれにも連応してゆける能力を如何に_与え

るか,女「何に育成してゆくかということでジざとされる 1

そび)た めに|ま ,も う一つlll業デギ インが何によってウき

牛1さ れているかを考える必要がある,そ れこそ現実的

な人間の存在による,社会」り要求する方 旬と高業主義

的な問題は別としても,生産性が,生産し`)能 力が大きな

制約とし́て 5項 目を支配している1)で あるこ生産と結

びつくデザインでなければ■l業 デザインで 1ま ない:1)で

あって,単なる造形にしか過ぎない」)で ある:す なわ

ち生産による帝1約を土台とした機能,■:造 ,材お|,'ト

続,価格などの追求がコ1業 デザイ ン 」つ立 場なJ)で あ

る^

現実の生産力に適合したデザインこそ生きてわれわ

れの用に答えるものである。しかもこのデザインの方

向は更には,多 くの人々の価値判断に答え得るもので

ある必要がある.商業主義的迎合は排除したとしても

ゼムクリップのように,鈴筆のように,多 くの人にそ

の用目的が明らかで,人間の道具としてはたらきがあ

ることをわれわれは知っているcこ の人間の道具とし

てのはたらきを確かめ,生産に結びつける学習が

“倉1造 し,生産する喜び"につながる学習であると

考える。

では,工業デザインの方向による創造性とは何か。

つぎにふれてみたいぅ

2 創造1生 について

ここに一つの作品があるとする。その作品を評して

倉J造性のある作品であるとか,そ うでないとかいうc

この創造性とは, 多くの場合, 個を意識的に整理 し

表現している芸術的な活動を指 す 場 合が多い.しか

し,生産と用に通じる工業デザインの場合,果 してそ

れでよいのであろうか。芸術が個人の主観 に もとづ

く,感情体験の集中的な美の享受であるとすれば,工

業デザインでのそれは,異質のものでなければならな

いっなぜならば不特定多数の人々の感情に訴えるとい

う目的からは,その中に客観的な,で きるだけ多くの

人々が受け入れうる要素をもったものである必要があ

るからである。

ここで私は,ジ ェイ・ ダブリン (ア メリカのデザイ

ナー)の いう「工業デザインは芸術の方向にむかって

いるのではなく,む しろデザイン行為という点では,

工業デザインでは,機能とか用とかの実際のことがら

を中心としたデザインから科学に向う姿勢」を考案設

計学習の姿勢としたい」)である.こ の姿勢の中にどの

ような01造性がかくされているか, これが問題となろ

う「

まず,11造性という個111的に表現されるべき自己の

発想がどし・つような学習ご・
'|」

lrぉ ぃてitゎ れ積みあげら

れてゆくf)であろうか,そ し
'た

めには,基盤となる能

力をあきらかに_し,な lす れ|ま ならないと考える「われわ

れ|ま学校教育t二 課せられた第一次的任務は子どもに力

をつけることだということを知り,実践してい為=こ
t‐う子どもにつける力,こ れが,1辻性を生み|||す 力に他

ならなtヽ ^)li代 、')孝t育が,各 国ともに_01造 的な人間像を

作りあ:ザ ることを目標としているのも,こ 力力の総合

的な結集こそ近代社会し
'最

も
`泌
要としているものだか

らである,私 |ま 考案設言:∴ 段階で01造性ibll`')た めに



必要な能力の最も重要な基盤となる力|ま 次tD 4つ のも

のてあるとしたい。

[ 表現力  ]分 il~力

三 判断ブ」

考察力

これによって創造的な,自然科学を基盤としたデザ

イン活動が行なわれるのだとして, 合理 的 な物 jl)見

方,考え方の中に具体的にはこの力がどこ「)よ うな(ま た

らきをしているのだろ うか,物の機能的な合理性を追

求してゆくためし1)基盤とし́てあらわれをみてみたいこ

ここに本立てがある。こぴ)既製r)本立てに対 してわ

れわれは,どのような考えでそれを眺めたらよい」)で

あろ うかぅまず,使用にあたって|ま 置く場 rIFを決定す

る。その置く場所は決 して本立てのみでなく,そ 力本

立てとわれわれ自身,そ して周Jと のつ り合いや位重

関係,大 きさ
"比

較,等が考えられてはじめて本立て

が置かれるのである。本立ては,その物独自の存在で

はなく,人間とその環境の支配下にあるのである.さ

らに,位置の定まった本立てに本を立てる段になって

更にわれわれは要求する項目の多 くなってゆくことに

気づ く3ま ず本の大きさが問題となってくる。大きす

ぎた り,小 さすぎた りする本とこ1)関係 も,ス,厄介な

問題の一つであろうら又,本の傾きかたや,置 き方の

個人的な要求の差も生じてくるはずである。これらの

関係を確実に分析し得る能力がなければ創造表現に久

陥を生じてくる.いわゆる製作品に役に立たない飾 り

が うまれ,製作品の中に自己満足な遊びが多くなって

くるのである.用 の目的を正 しく分ド「し,こ の分析に

もとづいて更に正 しい価値判断に裏付けられた分野が

可能になってくる。そ してこ」)分 析によってそれを客

観的に判断し,変形 しようとする意欲1,な 考察をし得

る段階にな り,は じめて材料 。構造・機能・外観を批

判 し検討を加えることができ,自 己の発想を確実なも

のとして表現 してゆくことができるこIン である1

すなわち考案設計における倉1造性の表現は,用 目的

の合理性の追求と個人の必要感に裏づけられたゴ:級 的

な用との融合されたものであるといえよう,単なる個

の表現でなく,全体的な要求,すなわち,上本的な機

能 とその独自な改善の中に表現されるべき性格をもっ

ている。

したがって,われわれが技術・家庭科に_おいて創造

性を高める一つとして考案設計を取 り上|ず る場合に ,

この基本的な機能に対する現実的な見方・ 考え方のFII

練なくしては創造力の高まりに,"待ができないと主張

したい。具体的には本立てσ)学習指導を中′らにして話

をすすめてゆくが,私に取って本立ては上の学習‐:)効

果を期待するための手掛 りであって,創造力を高める

θ

基本的な場の設定の素材として教 う」うであり,実用主

義的な方向や,雑多な知識を与えるためし・)も f)ではな

いのである.

もちろ′t,生徒 _1シ 実態からいって実用的な面を手掛

りにはしてゆくが、あくまで 1)思考0過程において必

要な,た しかな,こ念や法員1,条 f′ 卜と結果プ)見 きわめιD

つくもし`)を こ力素材によって票 り|:iす ことがたいせつ

なのである c

3 具体化 (本立てを il心 として ,

私が,具体にという節にしたル|ま ,次ご)よ うな意味

によるもプ)である.本時案などら教案形式では私の意

図するもし
'を

十り|ヽ二 読入票って1ま いただ|す ないと感じ

るからである.こ れから指導、1要点書しな部分を図表な

どを中心に述べてゆきたい
.

まず私は,教科書を非↑|:に 大勇なも▽1)と 考える。資

料としては,最 も適格 iな 教材研究力手掛 りと指導事項

の巾を示 してくれ,提供わしかたによって生徒におお

いに役立つからである.私たち_1'学 校では学図の技術

・家先を使っているが教科書そ し・)も し`)の 編集の順序

|ま ,私流にいえば問題にはならないこただし,生徒の

実態にあった資料として力説明や図ら点では良い点が

多いようにみている.

すなわち,指導の目的に応じて取捨選択できる資料

が多いほど都 合がよいわけである。

それで教科書を手掛 りに,有効適切に資料を扱って

ゆける素材・すなわち製作日的を明らかにするために

次のような分析を行った 3

(1)設 計条件

(a)寸 法の沢1定 ,お よび身近なもつとして資料

的にも取 り扱い易いA5坂 (教科書)を 弓'心

に立てることし:|で きる本立てであること。

(b)環 境としては,生徒ウ机の上に置く本立て

であること,大 きさ|ま机 I)標準寸法の
:以下

(dり  生徒こ,考案能力や l「工i支 術二十分合った素

材であることこ

(2)加 工条件

(a)施 設・設備に十分え合ったII:■ 1要素をもつ

こと^

(b, 次しり按能が学習できる素材であることっ

イ さしがねし⊃票投いを中心とする木取り

口 両刃のこぎり,丸 らこ昇降盤ら取扱いを中

心とするのこぎりびき 〔切断:
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′ヽ 平か′スノな,自 動か′tな盤しD取扱いを中心と

するか′バ_な けず り 1切 削:

二 四つ目ぎり,つばぎりつ取扱いを中′いとす

るきりもみ

ホ すみ打ちつけつぎ,接着剤」)取扱いを中心

とする接合

ヘ ワニスの収扱いを中心とする塗装

以上のような点で,加 工と直接的なつ な んミリをも

ち,かつ創造的思考の訂|1練が生徒の能力に見合ぅたも

のであ り,学習の都度評価がなし得る本立てを製作目

的とした。

教不斗書や学習カードなどにあるいろいろの本立ての

図を見させながら,次のことがらを生徒‐7中 に_確実な

ものとして話し合いをすすめたい。まず第一に本立て

を作るために考案設計をするのだとい うことcよ く聞

いた り,私 自身も行なったことだが,考案設計と製作

するものは別とい う考え方は,ち ょうどお茶づけのお

茶とご飯を別 々に腹に入れてこれがお茶づけの味です

よとい うのと同じで製作学習としての目標とも結びつ

かなt・ 卜途半端なものに終ってしまうからである。

次に「そのために必要な物の見 ;サ ,考え方を勉強し

てゆくのだ」ということをはっきりしてゆく必要があ

る。私の経験では「 さて本立てを作るぞ,本立てを考

えて186構想図をかけ」という掛声ではじめた場合,級

の%から半分の生霰Lは ,その一時間をほと/tど無為に

過 してしまうのが実態であった。それをむ りや り追い

こんで考案設計をさせるとただ単に教科書の構想図の

模倣であった り,自 己の加工能力など全然無視 した表

現であった りするのである3し たがって後の構造,材

料など追求の角度がずれてしまって押しつけ学習にな

るだけに終ってしまうのである。そこで私は学習の開

始にあたって,導入の段階で,学習目的にあわせた意

図的な方向づけの必要を感じるのである.

それには,ま ず本立てご)機能をあきらかにするため

の分析の観点を定め,更に単元全体の見通しがつくよ

うな構造・材料 。外観 0価格 。加工法にふれる単純で

わか りやすい単的な要素をもった資料が必要である.

(1)物 と人間・物と物との間を相対的に考察する

段階の指導 (導入)

この段階で重要な生徒の実態は,環境に頂応しすぎ

ていて事物を客観的に判断しにくい状態にあることで

ある。この実態にもとづいて導入の段階で私 |ま ,つ ぎ

の二つの図を使って,板書事項に整理したような内容

がみられる話し合いによってみつめさせたい c

(a)ど こに置いて使ったらよいだろ うか c

この話 しあいは,使用回数の多い本を立てることが

第一目的であることを上台に行なわれる必要がある。

本11や 本箱じしように本の保護や保存が,重要視される

ものと|ま ちがって, 日常の出し入オtし:ラ |ま げしい,孝解斗

書や ノート,読みか|す め単行本などが主体であること

を,こ とに本立て」,大 きさ,構む 機能4r考 える_Lで

の重要な手掛 りをみつlす だす素地として扱 うべきであ

るこ

(第 1 図)

したがって本の種類の決定から,家庭での学習生活

や読書生活における手近な位|こ ,た とえば机上や棚の

上など平面的なつながりから,本の形状,安定などに

密接な関係があることに思考をむけるべきである。

(b)大 きさはどのくらいにしたらよいだろうか。

次にこの問題にふれてゆく必要がある=前の話しあ

いで本√)種類,形状,安定度などについて明確になっ

ているので,こ れらを規定した条件としてすすめるべ

きであるcl年生では,学校関係の教科書,副読本,

ノートなどの冊数は,教科書,副読本などで約20冊 ,

それにノートが10冊 くらい,他に参考書,辞書などが

加わる3こ れらのことがらや本の厚み,本プ)大 きさな

どを調べると,非常に本立てに対して意欲的になって

くる。本全体の必要とするこれらの厚みは総体的には

平均 40c m内 外になる。これが本立てCD長 さの決定に

重要な要素となる3次 |こ 本立ての高さや巾が本の大き

さと密接な関係があることを見出し′てゆかなければな

らない.そ のために,ま ず教科書の中で最も一般的な本

の規格となっている大きさはどのくらいか,沢l定 と製

図学習でυ)抵 わ規格よりA5判 とB5判に落つかせ,

更に資料を提供して主体をA5判にすることをきめる。

《板書》

―護毛:き
…本を立てる

一本〔う|||し 入れがしやすい―
と

造

料

観

格

百

構

材

外

価

使用IJ数 の多い本

簡単に本がえらべる

一本立て,)大 きさ

本の需数にあっている
本」)大 きさにあっている
置 く場所にあっている



<参考>
本の大きさ

新書判…B7 文庫本…A6 小説・参考書…

B6 学術書,教科書…A5,B5 週干」紙…

B5

机の標準寸法 (甲板の縦 )(横)JISの 規格より

平机 61～ 73)・ (91～ 106

片そで机 73)(106

文机   60)(90
(2)都 合の良い点,悪い点を比較し分析しうるよ

うにする段階の指導

(C)構 造はどこ)よ うにしたらよいか。

長さ,巾 ,奥ゆきが決定してくると必然的に構造が

問題になってくるc構造については,次√)点を考えて

あきらかにしてゆくようにするc

に)本の大きさから考えて,本が任1れないように

するに_は どうすればよいかこ

日 本の重みを考えて側板,底板,背板」D組みあ

わせをどうすればよいか。

まず,資料 (第 1図 )に加えて,資お|(第 2図 )を

用意する.本校の場合,正進社σ)技術科図鑑を使用 し

ているので, 1, 2年用の54ベ ージご)図をそし
｀

'ま
ま利

用すればよいcな お,こ の考え方は,学図」,技 f抒・ 家

庭,男 子 1の 70ベ ージの図でも扱える。これによって

|イ )の 問題を解決 してゆくt

的な安定感を考えさせたりすると%以上がよいのでは

ないかということになるc A5判の%以上の寸法を取

ることがB5判 との関係からいってもよい点が多いこ

とも比較的考察しやすいように,資料として両方の規

格しD本を用意する必要もあろうτ

次に■|の 問題を解決するために,資料第 3図を用意

する。これを資料第 1図 と併用して,本立ての構造と

しての組合わせの特長をそれぞれつかませる。資料第

1図 c‐ 1ア1図 の場合より1ま じめるが,ま ず底仮と側板の

組みあわせがA・ Bt・ ,ど ちらの図に当っているかを考

えさせ,気」)つ いた事柄を発表させる。更にCODの
どちらの組み合わせが背板の組みあわせとなっている

か,そしD理由などを考察させ,特に底仮と倶1板 との組

み合わせtD強 度∫)久 点を背板の組み合わせがおぎなっ

ていることをはっきりさせる.な お,美的な面におい

て|ま ,底仮tl,本 国面が出ないで,統一的なみた目のよ

いも」)と なることにふれるこ

(C)

資牟|(第 11く

'

(D)

(第 3図 )

|イ |.・ ,図 。I)場 合に 1ま ,国 の図 と逆の

見方が成立する1な お,実質的な氏餃し`,有
´
効面積がせ

まくなることと,■ ti夕 場合に|ま 11阪 ごう有効面積がせま

くなることも理
=さ

れる1と、要がある。これらは本立て

ご)設 計上に重要な寸法,事1みあわせなどの構造決定の

要素となるもご)で あると同時に,設計途 11に おける生

徒力自己評価ti,手 がか りとなるもし1)で ある。

(3)形 を変えて思考し,適格な判断がなし得るよ

うにする段階の指導

(d)材   料

形を変えて層、考をしてみるためざ,最 もよい手掛 りは

材料であるといわれる.工業デザイナーを志望するも
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のは,創造性を高める手段としてしばしばこのテーマ

に取組むことになるcし かしこのためには高度の材料

に対する技術的,科学的な理解が必要である。中学の

段階では,こ のような思考の過程を追うことができる

のは,総合実習の場以外にはちょっと考えられないc

この本立ての考案設計の段階では次の程度に止めるよ

うにする。資料第 1図の形を満足させる材 料 に つ てヽ

て,建材や木材について知っていることをあげさせ、

木材を中心に次のようにまとめる1な お,接合材お|・

塗装材料については製作加工において学習することが

この場合,適切と考える。木材の性質についても木取

りの段階で取扱う方が取扱いやすい ,

木材については,見本および教科書,学習カードな

どにより板書事項の中にそ」〕整理をするに止める,次

表程度の木材について生徒に自由に資料より転iさ せ

る程度でよいと考えている。

《板書》
「   ~~~~~|~  ~~~

1名
  称 1 特 長  1覇   途

次に与える材料を明示する,こ の材料は,製作加工

の際,与える材料と同じものであるが,こ の思考の段

階においては,仕上|ザ しろ,切 りしろ,けずりしろを

考えに入れないで実施する。

(板書》

本立てを作る材料の大きさ (板材) 長さ 600

mm, 巾 250m mの 長方形で厚さは12m mで

あること3

設計条件

I 上の材料をもとにして

置く場所・大きさ・構造を考えてある

ものc

2 側板 2枚,央板 1枚 ,1テ板 1枚を
`ご

らず

取るc

(材 rlが あまった場合,脚などに利用

してよtヽ )

CI 本立ての機能を十分考えて設計すること

資料第 4図 」)よ うに

縮尺図を 1/10で か

かせ,次の観点をた

てて側板 2枚を取る

(第 4図
'    

工夫をさせる.

[ 本の倶:面 を保護 し,そ し`)う え,取 りだし易い形

にする。

こ 底餃は,本ご)規格と同じ巾とするこ(A5)

最初は,ほ とんど

の生徒が,左図のよ

うに作図する。そこ

で更に第 6図 のよう

に実態図を示して ,

(第 5図)     底板の巾と側板の下

部 |レ 巾とを一致させるにはど■ような作図をすれば効

果的であるか話しあわせる1

これにより第 7図のよう

な作図をさせ,こ の形を基

本彰とする.こ t‐ l第 7図 の

形を基本形とするのは,加

工の際,な なめ切断を実習

させる目的があってするも

のである。更に木取 りのむ

だを|ま ぶき,ラ フン材など

を使用した際●木ブモを |ヽ 倶1に 取 りやすいようにしてあ

る1(本校で1ま ラワン材使用)

ことにラワン材においては,木取 り切断の際に,木

表,木裏を歪に_よ りみておく
`ど

、要があるので,こ のよ

うな取扱いをし′ておく
=

針葉樹L__生 L

1推子|―――■―

|みずなら |   |

(4)次 に関係判断,批判分析,考察判断などの基

礎的な(1)(2)(3)の 考え方による総合的表現

の段階

(そ の 1)最 も基本的な機能を中心に極端に整差 し

てみるようにする.

(e)寸 法はどうしたらよいか、

まず,最初から材料を一定二)も し`として与えてしま

う「 そf)ltに 次のような思考」)手掛 りとする整F■ を行

な う。今までし`,学習により自分で4と 要`と考える寸法を

記入する _

底仮しD長 さ。巾, 背板 l→ 長さ・ 巾、 仁l餃 わ長

さ・ 巾を本との関係できめる= r本 」t見格 A5
判を+1心 とする。机の規格 73 101ヽ を基準 に す

る)

(第 6図 ,

ら
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(第 7図 )

したがって残

りを背枚とは坂

に区分し,実態

図をかかせ,こ

れを基本形に、決

定する。

これに1ま , 等

角図を使って表現する。本校では,立体的な図示表現

の能力を養 うために,製図学習において正投影的な物

の見方の学習を立体漠型で行った後,立体の三負法や

一角法の表現の最初から,下図の一例 」つよ うな方眼

と,実尺による等角グラフによって学習し,更に、それ

になれたところで,実長による12031呵 1云 じ1)等 年」図表現

(第  8

上のような方法で学習素地ができているので,背板

0倶1板・底板の相互の関係を考察 しながら実態図を作

図すると,次のような形か,そ れに近い形ができあが

る。 (第 9図 )

(第 9図 )

(そ の 2)機 構を再整備して基本的な機能を更に有

効に生かすようにする。

(f)よ り使いよくするにはどうしたらよいか
=

第 9図を■本形として,機能的,構造的,外観的追

求をおこな う。生徒各自の構想をフリーハンドによっ

て外観図の基本形に赤色鈴筆で記入し修正させる,そ

れによって更に板の基本形を修正 し,等角図であらわ

す。結果は,昨年度次のようになった。板材の基本形

は10図 左側のように三種類に、まとめられたが,組みあ

12

を投影図→等費|く ,等 ≒図→投影 |]と いう形で学習し

てきている=な お, そし)間に, 線ご)種琴i,名称, 大

き,寸法,■ へF)仕方などもすべて理論自tにで|ま なく

具体的にそ |:;場 |こ 即 して調べてかくという学習し)形を

とっている,こ 。しため,(′F図 表現の上で,立体的IR示

表現しヽ践会が数多くとれ,そ の面でし'能 力1ま キ常に、高

まってきている「

(学習例 )

次 tDよ うな状を用意 して方眼に投影図,等 ■グラフ

に実態図をかくとい うように行ない,それから実長に

よる製図に入り,簡単な立体をや |ま り,等 it図 で表現

することを軸に指導している〕

図 )

わせ |よ ,右 慣|、 うような要素をもった多種多様J)組 みあ

わせとなった.こ れは製

“

Fさ れたもこ)も 同様である3

全体「)形式からみて,数が多く代表的な作品となっ

たし3が こと]であるこ機能面での特徴は,本を選びや

すいこと,彰がよいなどがあげられている.こ れは更

に接合面以外」
'木

口や木端にアーノし′)面取 りをしたも

t⊃ ,侵1汝 にアールをうや ]｀ のようにつけたもし:)な どが

ある。そ _¬ 他,=tIシ ように背板を 2枚にしたり,力 や

このように■1を ,傾斜又は補強の目的でつけたり,D
t〕 ように補強や,移動のための取手をつけたも、1)も あ

る.し かし,こ れら|ま ,次√)段階で修正、補足された

も、
~)も

含′lでいる。

(g' 材ド|ご )1生 質をよく生かすにはどうしたらよ

ヽヽか、

ここで |ま ,第 10区|に あらわれたような■ _々)1毒想 |コ

について,木材の性質から検討を力||え ることとする。

まず,具 体的な木材の資お|に よって木材のクト観的構造

について指導をおこない,木材の乾燥による1又縮」)方

向やそしD責 合を大体の害1合 で 矢 印を使って底恢,背

汝,仁 1板 に電 入して検討する3こ )́場 合,教科書の図

(第 11図 )を 参考にする。

＼

＼
「

口
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(第 10 図 )

次に,木表,木裏の収縮

のちがいを学習し,木 目に

よって構想図の 中 に 作 図

し,狂いの方向を矢印で予

測 し検討する。

更に木材の害1れ易い方向

を木目を手掛 りに考えさせ

補強のしかたなどについて

検討をしてみる。

狂いの予測 に あ た って  である

は,外気にふれる面を注意    (第 11図 )

ぶかく予想させ,温度変化の多い面に木 うらをもって

くることを理解させる。

(h)製 作加工するために必要な寸法はなにか。

ここでは,仕上 り寸法と木取 り寸法の関係を使用工

具との関係からみる。これにより,木取 り寸法=仕上

り寸法十のこぎりしろ十けず りしろであることを理解

させ,寸法の修正を行いつつフリーハンドで製図の下

図を三角法でかくc

ここで問題となる生徒の実態は,底板の木口面や側

板の木口面のつき合わされている個所,木端のあわさ

りめなどに、切りしろを両方からダブって取る生徒がみ

られることである。これをおぎなうために部品図のか

わりに私は新聞紙を使って先に型紙を取ることにして

いる。型紙に仕上がり寸法による形を 内供1に 図示さ

せ,それの組立てを製図にあらわすように指導する方

が,木取り寸法という新しい要素に思考を向けつつ寸

法の変更による仕上がり寸法の製図表現という複雑さ

が,切断,切削の要求をふまえつつ製図するのに都合

のよい手1医 のように考えている。

なお,最初にのべたように,考案設計は製作との密

接な関係において成り立つとの立場より,材料と塗装

との関係,材料の見積 りなどについては,製作加工中

や製作後におこなう.同様に工具の取扱いや性質につ

いても製作段階の最初又は製作途中に思考するが,こ

れは省略する。

この本立ての場合の価格などの経済性の問題も,考

案設計学習の重要な課題である。工業デザインが各種

の牛1約のもとに成立っているとする立場からもなおさ

らのことであるが,こ の本立ての学習においては,製

作までに要した時間と,製作費との関係,市場におけ

る本立ての値段とその製作方式を理解させる程度に止

α.b.c.の 各方向のll■ 縮の

割合はおよそ20:10:1

○

ヽ

○



めたい。経済的な物の見方の角度からいえば,見積 り

や原価計算の問題,労力に対する価値観や作業能率の

向上の問題などの要素が必要となるはずであるが,こ

れらは単元を追ってじょじょに,社会科学習などとの

関連を考えての上で位置づける必要があり,見積 りや

原価計算は 2年生において椅子の製作や,ぶんちんで

取扱 うことがょぃと思われ,労働力や能率の価値観の

取扱いは 3年の総合実習の段階で位置づくものと考え

ている。

4 研究のまとめ

結局,私のいいたかったことは,簡単に言えば,科
学的,合理的な思考の育成が倉1造性につながる能力と

なるのだとい うことである。そのためには生徒の倶1か

らみて,確実な見通 しが立つ学習であること。教師の

側から言えば,指導場面の中に確実に基本的な単元に

含まれる要素を押えることのできるもσ)で あることが

必要になってくる。そのために_は ,ま ず考案設計の上

での単なる装飾性などの無駄を〃F除 し,製図・製作加

工と学習内容が確実に生徒の思考の中に整理され得る

場面設定を容易にする素材を研究・開発する必要があ

る。すなわち,学習事項がより具体的に表現されてこ

そ生徒の思考の深まりを評価し得る段階になると考え

る。したがって考案設計とは,発想から組立ての段階

まで,材料の持つ性質をいかにして要求する機能と合

理的に結びつけて作 りあげるかとい うことで,単なる

発明,発見や創造的だと一見考えられがちな装飾性で

はないのである.

先に倉1造性の基盤として, 表現力, 分析力, 考察

力,判断力をあげたが,こ れらは個々の独立した力で

はなく,相互に関係 し,訓練されてゆくもので,個別

にそれが能力となり得るわけではないcむ しろ,あ る

場合においては,分析する力が最大の要素としてその

陰に考察力,判断力が働らく場合もあるし,その他の

場合もある。しか し生徒の能力から思考して,平面的

・ 立体的・言語・文章等の表現 す る 力, 物事を論理

的,科学的に分析しようとする思考の働らき,関係の

考察に対する気持の向き方,そ して総合的にそれらを

自己の能力の中での価値観をもとにした判断などの点

で欠けてお り,確かに生徒自身として,素晴らしい意

図を計画する力は十分に見られるのだが,それらを具

体化するための障害となる上記の点での十分なる能力

の育成がなければ,いかにす ぐれた計画を持ったとし

ても,意識の外に具体化されて表現されるものは偶発

的な一時的なものとなり,発展的な永続性のある,連

続的にそのような表現活動を繰 りかえす力とはなり得

14

ないと考える」)で ある .

したがって,こ れらの思考のしかた,い わゆる物と

物との関係をいろいろ_~2角 度から見つめ,考えてゆく

や り方の繰 りかえしが中学 3か年を通じて行なわれる

ことによってのみ,ただ単に情緒的,感覚的でない ,

地についた能力として現われるのだとしたい。材料の

性質を確実にとらえること,こ れは表現力を高める大

切な要素である。これが又,加工という生産的な場面

での思考をも確実に位置づけるものである。これは工

業デザインの重要な位置づけをあらわしているのであ

って,すなわち,材料があって構造があり,構造があ

って技術が存在 し,デザインはその構造と技術におい

て存在しているからである。故にこそ正 しい材料に対

する見方,考え方を学習させることこそ,考案設計学

習の最も大切なことになるのだとまとめたい。

材お|の特性をふまえた_Lで 膜型の製作が自由で,い

わゆる自由製作が可能な素材には, 1年生の板金加工

がある。この取 り扱いでは紙とセロテープにより,折

り曲|ザ しろを取った実体的な模型を作ることにより製

作段階と結びつけて実施 しているが,やはり,技能的

な実態から円筒形など避けるように指導した方がよい

ように考える。その他の素材については,やはり材料

の特性を最も効果的に生かす学習をすることが必要と

思われる。

学校教育におけるデザイン活動では,次の佑1約によ

って成 り立っていると考えるべ きで あるGその 1つ

は,生徒の技能,学校の施設・設備などからの技術的

常1約,その 2は ,環境に対する順応性による事物の客

観的判断力の不足とい う,情緒的国民性による物を道

具として見つめることの未熟さ。その 3は ,材料と適切

な価格に対する社会的な非協力 (す なわち物価高と生

徒の経済的負担の限界)な どがあげられる。それらの

枠の中でわれわれのなすべき仕事は,倉 1造 力をつける

訓練にあるといえる。与えられた材料の正しい価値判

断によりその性質を最大限に批判検討をして新しく組

み合わせる努力にわれわれ日本人の情緒的感覚が生か

されたとき,新 しい美が生れてくるのではないだろう

か。

rl造性の最も基本となる物と物との関係や物を良く

みつめるための角度は ,

I 物と物との関係を相対的に考察しうるように素

材を取 りあげるc

2 都合こ)よ い点,悪い点を機能,材料,構造など

から比較したり分析できるようにする。

3 形を変えて考えてみられるようにする。

こ1 最も基本的な要素を機能,材料,構造などから
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極端に整理してみるようにする。

⑤ 社会的な背景,すなわち価格や経済性などより

みつめてゆけるようにする。

⑥ 機構を再整備して基本的な機能を更に有効に生

かすようにする。

⑦ お互いに批判し検討しあうことができるように

する。

などがあげられよう。このうち二,三の角度につい

ては,具体化の中で位置づけておいたので参考とされ

たい。

更に評価について考え てな る と,考案設計の素材

は,ある程度客観的な立場でみつめることのできる内

容をもったものであるべきである。ある程度客観化と

いう表現をしたのは,最後の製作段階で表現されるも

のは,生徒個々の要求を満足させるための主観的表現

の部分が多少加わるからである。しかし,本を立てるた

めの有効な空間を木材を使って作りあげるための目的

の追求の中で,生徒が各自,学習げ)裏づけのある合理

的追求の結果の表現であるならば,ただ単に製作され

たものの手ぎわの良さの評価であってはならないはず

である。機能の十分な分析ができるかどうかについて

は,本の整理のしかたとそれを満足する形,使用の目

的の形との関係の文章などによる表現,自己の作品の

分析などによって評価すべきであり,構造の理解や考

察の能力については,形を変えて考察することができ

るかどうか,力学的な物の見方について評価する必要

がある。ことにてこの原理との共通性や,力の方向な

どについて考察することができるかどうかが必要とな

る。更には寸法との関係なども重要な評価の対象とな

る。材料については,構造や機能との関係で材料の性

質を十分に思考し,判断しうるかどうかが評価の対象

として重要なことがらであろうcこれは,工具との関

係からも評価が必要となる。作品の上でも評価しやす

い問題をもっていると考える,加工技能の作品の上で

のあらわれも,材料の性質に常に思考を向けてきたか

どうかの評価の対象となろう。経済的な面では,木取

りの態度などや木取 りの能力などによってこの場合は

評価するに止めるc美的な面では,作品の上でのあら

われをみるに止めるが,いわゆるバランス(釣 りあい)

なども重要な美的評価の角度であろう。これらは,作

品の上に考案設計,製図での図面に,上の間答による

言語の上に,テ ストの文章の上に表現され うるものと

なる必要がある, と考える]

5 研究の反省と今後の問題

(1)総合実習の考案設計では,自 己の積み上げた

能力の自由な角度からの表現の場とする必要が

あると考えるが,加工技術的な面,及び機械要

素などの機構の取 り入れ方をどのようにして指

導場面を作りあげていったらよいか,こ とに機

構の変形のため,発明発見的な要素をどのよう

に軸として組み立てるか,素材の開発と相まっ

て一つの課題である。

(2)経済的な要素の面についても,材料の枠の中

で思考させるという方法での位置づけが考えて

はあるが,ま だ不十分なので更に学習場面での

取り入れ方を工夫する必要がある。

(3)椅子,ぶんちん等についてもこの角度から素

材をみつめていく方法を取っているが,機能の

追求の面でのまだ十分角度づかない面,た とえ

ば人間工学的な物の見方などと素材の加工施設

の不十分な面などをいかに解決するかが問題と

して残っている。

(長 野県諏訪市上諏訪中学校 )

波郷完治編授業過程の科学 <授業の科学 第六巻> 価500円
〒100
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機械学習における実習のありかた

と効果的な指導法

――主に自転車教材を中心としての一考察一一

藤伊

1 機械学習における実習の効果的指導法

(1)学習指導における基本的な考え方 (態 度)

⑦学習のモティベーションであるc

私は「機械とはどうい うものか とい う発間をもつ

てモティベーションの糸日とするc生徒のなかには ,

十人十色で,い ろいろであるが,(i)ぐ るぐるまわ つ

て何か仕事をするもの (11)人 間の手足に代 つて仕事

をしてくれるもの(lii)人 間の手足より複雑な仕事を正

確に早 くやってくれる, などの意見がたくさん で た

が,彼等の意見の底を流れているものは「機械とは動

くものである」とい う点であり,こ れはみのがしては

ならないようである。さらに機械は必らず四つの部分

〔(1)動力,エ ネルギーを受け入れる部分 (11)そ の

動力を他に伝達する部分 (lli)目 的の仕事をさせる部

分 (市 )各種の部品を支えたり,取 りつけたりする部

分〕からできていることの両面を十分に理解させた上

で次に進めるべきだと思 う。生徒は「静」より「動」

に非常な関心をもっているものであ り,機械学習にお

いて「動き」を度外視しては,真の機械学習の目標は

ヨ或できないと思 う。

④機械工学を背景とした扱いであるc

ここでい う機械工学 とは,機械工学そのものをやさ

しく教えるとい うのではなく,横に理科,数学 とのつ

なが りも考えて,すなわち「理科的,数学的に,機械

を見ることができるようにする_:こ とである。特に力

や運動に関連しては,理科第一分野の「力と仕事Jで

力のモーメント,構造や材料に関連しては「材料の強

さ」「丈夫な組みあわせ」等と関連づけての指導が必

要でないだろうか。またもし,進度の点などからして

中学の理科との関連が, うまくいかない時でも,小学

校の学習の基礎の上に (小 ,理 5,ま さつ)(小 ,理

6,ばね,て こ, りんじく,滑車,ベル ト,チ ェーン

歯車)「中学生の実験工学 Jと もい うべき,扱い方が
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重要であり,身近にある機械について実験を含めた力

学的検討をしてみることが,機械についての見かたや

考えかたを養う上にきわめてたいせつと思うc

O自 転車, ミシンを教えるのでなく,機械学習をする

ための便宜、Lの手段としてこれらを材料にするので

あるc

e無言のなかにも学習のできる (理論的にもわかり,

手もできる)教材教具の工夫とその利用

(2)教授法で考慮すべき点

指導の展開の基本的な段階は

0「何を学習するかを課題的に把握させる」← (解明

する意欲を十分起させる)

・「どう解明するかの目安をたてるJ← (課題解明を

科学的根拠に基づいて)

・
~実

証的にとらえようとする :← (実践的な活動を

通して)

0~理論と実践の統合を確 か なものにまとめる」→

(こ れを生活諸般の面に転移する)

と一般にいわれているが,心理学者の学習の際の五感

の働く度合いの調査によれば「事物認識の度合」は視

党60%,聴覚20%,触党15%,嗅党 3%,味覚 2%と

報告されており,技術科は生活に、必要な基礎的技術を

身|こ つけさせる実践学習であるから,題材を即物化し

実際(こ 見させる (無言の中にヒントを与える)よ うな

いろいろな視聴党教材を活用することは,効果的な学

習を展開させるうえに不可欠なものと思う。これらの

立場から要点を項目的にのべるならば ,

0典型的な機素,機構をとりあげ,数多tヾ漠型を作製

し,利用し,且つその際の観察,計測,比較,実験

を重視することc各部の分解の順序は,自 1云車固有

のものであるが (分解,組み立ての仕方の習得がね

らいでないが正しく行うこと)ま ず観察からはいり

構造図などを調べ,ど こから分解をはじめたらよい
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かという「みる」「しらべる」「教きわめる」学習

がよいのではないか。

④動作を主とするものとして「ねじ」の扱いと「打げ

き」とが主であるが,これらには,一つ一つの必要

な工具があって,これらの工具は一定の使い方を想

定して作られたものであるので,理法にかなった正

しい使用法を教えることがだいじである。

⑫油や機械に積極的にとりくみ,且つ安全装置や,服

そうを重視する。固いナットをゆるめるとき,急に

ナットがまわりだして力があまり,手がすべって指

をはさむ, うつ,な ど思わぬ負傷をまねくことがあ

る。これらの危険防止のためには,どんなもち方が

よいか,どちらの方向へまわすか (左ねじ,右ねじ

の確認)な どについても十分考慮すべき点である。

2 学習ノー ト (市販)利用の指導展開例

最近各学校では,いろいろな形式の学習カードを工

夫されているが,本校では,市販されている学習ノー

トの内容をよく吟味し,学習内容に応じて,各頁の項

目を取捨選択し,且つまた不足なところのものは,教

師の方で,課題を作り,・ 普通ノートに記入するという

方法をとっているが,こ れらの学習展開後の反省によ

って,さ らに内容 (課題)の精選をし,やがては,本

校における独自の学習カード式による学習形態にもっ

ていきたい。

次に自転車教材の指導順序であるが,私は,動力の

伝達の機構からして「ハンドルヘンド部」「前輪部」

「ペタル部」「ハンガ部」「後輪部」と大別したが ,

常に各部の機構や機素については「全体の動力の伝達

機構の中に関連づけた指導」にもっていきたい。この

五大別の分類による「学習課題の観′点」などは一応の

目安であり,し たがって,その順序は前後異なっても

生徒が,教師の一つ一つの指示によって行動するので

なく,自 主的に学習ができるためのものである。

習 過 穆〕

5人 グループ (時 間ごとに交代 )

・ リーダー (1)
・ 分解組み立て係 (2)
・ 工具係 (1)
・ 記録計浪1係 (1)

上述のような学習活動の展開であ り,各部の研究課

題は次のようなものである。

〔ハンドル・ ヘット部の研究〕

※〔普〕→普通 ノート 〔学〕→学習ノートの略

C 分解の手順と工具

・ 使用個所に適 し

た工具を用いる

0む りにたたかな

lif撃〔e12拳
1銅

ハンマ

父≠ゞふζ蕗曹二

`|② 学習課題の観点 (プ リント)

ア.ヘ ッド部

のスケッチ

をしてみよ

う。〔普〕

イ.上わん下

わんの鋼球

について調

べよう〔普〕

直径

( mm)

個数( 個 )

ウ.ハ ンドル

を左右に軽

くきれるよ

うにするた

めにどんな

工夫がなさ

れているか。〔学:        …

G実験観察～ハンドルボストを前ホークステムに固:

定するものは何だろうか。

C 組み立て作業の留意点

1.ヘ ッド部小物の順序に注意する。

2.引き上げウスが切りかき部にかかるようにする

④ まとめ

ア.ハ ンドル分解の手順に正しく番号を記入しなさ

ランプかけ

キ

袋 ナ ′ト

中ナット

/キ玉押し
上́わん

一日1ホ ーク

下 パ イプ

〔グループ組織〕

順

一
１

1工
具 1留 意 i

fふこ叢?縁事事
あ

|ね
じ回し

]き
上げ棒をゆるめ

|ス

パナ

_上 む押 し _S、 た

下わん

学習過程の基本的形態

分解の手順について話 しあう→ (図 表,各部の
構造図使用 )

。リーダーを中′きに分解する→ (分 解の小物は
部品箱へ

)

。学習課題 (プ リン ト) って観察,比較 ,

におこな う)

O実験により実証の確認をする

31組み立てf/FA→留意点について話す。

る他の領域について調

ヽ
上 パ ィプ

・
、

ー

計測 ,記録をす る.



い。また必要な工具名も記入しなさい。〔学〕

⑤ 関連学習事項

ア・部品の位置をきめたり固定したりするのに「 ウ

ス」のほかにどんなものがあるだろうか。〔学〕

イ.ねじが部品を固定する以外の目的で使われてい

るものにどんなものがあるだろうか。〔学〕

〔前輪部の研究〕

① 分解の手順と工具

必要な
工 具

留  意

イ 自転車の摩擦伝動はどこだろうか。こ普〕

ウ 伝動用,緩衝用機械要素と思われるものは,ほ

かにどんなところにあるだろうか。〔普〕

〔ペタル部の研究〕            .

① 分解の手順と工具

釜要質1 留 意 点同
て
け
ク

し
か

ソ

定
を
ラ

固
し
ク

・

を
わ
を
す

ク
ま

ル
ず

ン
ル
タ
は

ラ
タ
ベ
ら

ク
ペ

，
か

夕
出ｏ
　

，

．へ　
，
し

，
板
ず

ん
内

は

（

わ

，
り
す

外
プ
取
出

，
イ
を
を

板
パ
ん
球

外

ル
わ
鋼

ペ タル

まわ し
左側のペタルは

左ねじである。

ナットははずし

たら角柱にはめ

てなくさぬよう

にする。

鋼球を紛失 しな

いようにする。

業作

ハブのナッ ト,座金
をはず し,前 ホーク
か ら前車輪をぬ く。

自転車をさかさ

の位置におく。

前車輪を水平の

位置にして行な

うとよい。

角柱ナッ ト,

プ,角 柱,ベ
ムをはずす

31 §「蓋][晉 :き ,13,4無

② 学習課題の観
`点

(プ リント)

ア 前ハプの玉軸受の部分をスケッチしよう。 (断

面図)〔普〕

イ 鋼球の直径と個数を調べよう。直径( mm)
個数( 個)〔普〕

ウ グリースは十分つまっているか。 (変色してい

ないか)〔普〕

工 鋼球を用いてある部分はほかにどんなところか

〔普〕

オ 座金のはたらきを調べよう。〔普〕

カ ハブ軸がハンガ部やペタル部の軸と比較して似

ている点,違 ってヽヽる点 〔普〕

キ実験観察～ リムの変形について

・前車輪と後車輪のスポークの数が違うのはなぜ

だろうか。

則ハブの構二

③ 組み立て作業の留意点

1.玉押しの一方は十分締めるが,反対側は回転が

滑らかになるようにしめすぎないことG

④ まとめ

ア 上の図をみて各部の名前をつけなさい。〔普〕

イ 分解の手順を正しくかきなさい。〔普〕

⑤ 関連学習事項

ア バノじブ(空気弁)の構造について調べよう。〔普〕

外板 角柱  ペイル軸

キヤップ

角柱ナッ

② 学習課題の観
`点

(プ リント)

ア ベタル部品の内板 (外板)を型どり法でスケッ

チしよう。〔学〕

イ プタル軸の直径( mm)個 数( 個)〔普〕

ウ 左ペタルのねじは右だろうか左だろうか。〔普〕

工 なぜ左ねじにしてあるだろうか。〔普〕

オ 自転車ではかに左ねじを使用してあるところは

どこだろうか。〔普〕

力実験観察～ペタル軸がなぜテーパ軸になっている

のだろうか。〔普〕

③ 組み立て作業の留意点

1.鋼球を所定の数だけ入れる。

2.玉押しをあまり強く押しつけないこと。

④ まとめ

ア 上の図に部品名をかきなさい。〔学〕

イ ペタルを分解する順序をかいてみましょう。

こ学〕

⑤ 関連学習事項

ア ねじを山の形でわけるとどんなものがあるだろ

うか。こ普〕

・三角ねじ  ・角ねじ  0台形ねじ

・のこ歯ねじ  ・丸ねじ

芳λζl―
玉押 しを取 りはずす

鋼球を取 り出 しハブ
を抜き取る。

座 金

可

ス ′ミナ

玉押 し回
し



〔ハンガ部の研究〕

① 分解の手順と工具

か。その特長について調べよう。〔普〕

エ ハンガ部の構造のちが う自転車についてその特

長を調べなさい。〔学〕

〔後車輪の研究〕

ご 分解の手順と工具

a 後車輪の分解手順と工具

一

１

１

1作  業

ク

る
，
レ
し

し

き
だ
抜

り
を

と
軸

を
ク

球

ン

鋼

ラ

ギァクランクを取 り
はずす

止めリングをはずす

1釜
要
質

スパナ
ポ ンチ

リング
まわ し

|ズ

`専

右ねじ左ねじに注

意する。

(左 右ハンガわん)

幕るななな『
ポンチ

| 可 作    業  1釜
要
質

|

ブレーキ
後 ホーク
ト,座金
スタン ド

留 意 点

・ 自転車をさかさ

にして行なうと

よい。

・車輪を水平に,

・鋼球をなくさぬ

ように

41

② 学習課題の観り点 (プ リント)

ア クランク軸をスケッチしてみよう。こ学〕

イ クランクピンはどんな働きをしているか〔学〕

ウ 鋼球とハンガわんはどんな働きをするかc〔学〕

工 鋼球のまわりにはどんな油を用いるか。その理

由は,〔学〕

オ ハンガ部の鋼球の直径( mm)個数( 個)こ普〕

力実験,観察～平軸受けと玉軸受けについて調べよ

う。

キ実験,観察～左右 のハンガわんのねじは右か左

か ? その理由は。

③ 組み立て作業の留意′点

1.ク ランク軸の左右を確認する。

2.ク ランクピンのむきに注意する。

④ まとめ

ア 次の図の(  )の 中にハンガ部の名前を記入し

なさい。〔学〕

イ 左クランクを分解する手順を記入しなさい。

〔学〕 (図表)

料 ;::サ [ン )

鋼球 )

クランク軸 )

ンがわん)

関連学習事項

ア 自転車で他に鋼球の使ってあるところはどんな

ところだろうか。〔学〕

イ 各種機械についてグリースを使用している部分

はどんなところだろうか。〔学〕

ウ 平軸受け玉軸受けのほかにどんな軸受けがある

b フリーホイルの分解手順と工具

作 業 1工
具

|

留 意 点

ンポ
く

に
た

穴

た
の
て

らに
て

ぶ
あ

じ
を

ね

チ
左ねじであるの
で右にまわす。

なさな

に

を
う

球
よ

鋼
い

4鋼りLttP'ば
ねを

|

チェーン ねじぶた

調子板

左ね じ

ね じ

左ねじ

つ

フリーホイール

チェーン,

をはず し,

の先のナッ
をはず し,

玉押しをとりはずす。
|

鋼球を取 り出 し,ハ
ブ軸を抜 きとる^

調子板を取 り出す。 |    |

郵寧葛緩各手了
リー

|ね
じ回し

|

⑤

つめばね

お、た

19

(止 めナット)

フ リーギヤ

荷台足,後 どろよけ
ステーをはず し後車
輪をぬきとる

~1~
ハンドブレーキ)後 ろハプの構造



5.(カ バー
)

W ペタルに加える力

ιl クランクの長さ

ら 大ギアの半径

ム フリーギァの半径

公式 Wιl=P′2→

P亀 =Qι4→

組み立て作業の留意′点

1.中子とフリーギァの組みあわせの方向に注意っ

2.ハ ブ体の左右をよく確認してフリーホイル,ブ

レーキをとりつける。

④ まとめ

ア ハブとフリーホイルの図に名 称 を 記 入しなさ

い。〔学〕

"

3.(ブ レーキ帯)

2.(tv-+EI4)\ 4'(7v-)7>=>?)
5.(カ バー

)

3.(ブレーキ帯)

(ブレーキライニン

G 関連学習事項

ア 大ギアの歯数44,小 ギアの歯数22,後車輪

の外径660m mの 時,大ギア1回転した時の

後車輪の進む距離はいくらか。〔普〕

イ ギャレシオとは何か。またギャレシオの値:

が大きいほど速さはどうか。〔普〕

ウ 自転車の故障と,その調整のしかたについ

てまとめよう。〔学〕

3 今後の課題

学習ノート記入 の 点で ある。学習カードの利点

(目 的)は ,ア .自 主的な学習,イ .思考力を養う,

ウ.系統的な学習,工 .学習の予習,整理が能力に応

じてできるということであるが,上述のノート記入

の主旨は,今までの製作主義,整備主義を否定する

ための課題の羅列にすぎず, したがって,今後,独 :

自の学習カードを作成するために,これらの実践の

再検討によって発問形式,内容の幅,深 さ,技能面
:

と知的な面の関連,系統性,発展性を考慮したとこ

ろの研究が必要であり,こ れらを加味したところの

学習カードの作成を計画している。

機械学習における金属材料識別のための実習のあ

りかたについてである。

機械学習における化学的なもの(潤滑剤を中心に)

の扱い方である。

五大別の分類に従って自転 車 を解体した点であ

る。これは,実習室以外の教室でも生徒が自由に持

ち運びができるが,一台の自転車を置いて分解する

のとそのおさえ方,むき,それによって工具などの

使用に多少の違いが生じる時もあることである。整|

備が学習の主目的でないのであるが,自転車教材と

しての学習においてどうだろうか。

1 工具の不足,時間の節約から前もって整備 (ク ラ

ブ員)し ,工具不用のところもあり,素手だけで分

解も可能となり得る。この点工具の使用云々からす

ればどうだろうか。 (ただし本校では,自転車工具

の使用方法,使用場所は実物と共に図示していつも、

生徒がみられるようにしてあるが)。

<反 省>
生徒たちは,機械学習に非常な関心をもっている。

しかし興味本位に走る傾向もつよい。すなわち「どう

なっているか」という構造を知ることに主力を注ぎ,

「なぜこうなっているか」という原理の探究には, う

すいようである。このような意味で,模型によっての1

実験,観察を加味した学習は,無言の中に生きた学習

が展開され,「考える技術科Jと しての目的が達成でき

るのではないか。

＼
2r(ブ レーキ1同 )

② 学習課題の観
`点

(プ リント)

ア 後ブレーキの力の伝達径路をスケッチしてみよ  c
う。〔普〕

イ リムブレーキとバンドブレーキの長所,短所を

まとめよう。〔普〕

ウ ブレーキ装置はリンク機構であるがどのように

なっているだろうか◇〔普〕

工 だるまねじについて観察しよう。〔普〕

オ フリーホイルのつめの働きについて調べようc

〔普〕

1.フ リーギァが右回転のとき

2.フ リーギァが左回転のとき

カ チェーンヲ|き ボルトナットはどんな役目をはた  c
しているだろうか。〔普〕

キ チェーンの構造を観察し,力の伝達の上でどん  c
な特長があるか。〔普〕

ク 伝達動力の計算法               ⊂

C

ι4 後車輪の半径

P チェーンの引張力

Q 車輪の駆動力

P=り

Q=鳥
午

CI

1。 (レ
バ ー )

ヽ



家庭科でいかに学習集団を育てたか
― -1学 期 の授 業 か ら

一

1 集団をなぜつくったか

私たちの教育の場はきびしい。教科書に書かれて
｀ヽ

る授業内容はもちろんのこと,研究会,サークル等で
~話

しあわれた教科内容でさえも,なかなか入っていけ

ない現状である。すでに格差をつけられてきている能

力の問題,施設・設備の問題,生徒数の問題,地域の
'問題,その他いろいろな問題がからみあっている。私

の学校でもやっと調理室,被服室ができた状 態 で あ

る。それでもなお 1学級68名 ,使用する道 具 は お ろ

:か,教室に生徒が入りきれない状態なのです。こんな

,中 で私たちはなおも生徒に力をつけてやらねばならな

いのです。こんな悪盾環をたち切るためにも力をつけ

てやらねばならない。

「 どんな力を一―どのようにつけるか」, これは私

の大きな課題でした。「どんな力を」「明日へのくら

しをきりひらいていく力」とはいえても,具体的にこ

の子どもたちに何をとなるとむつかしい。 (こ れは今

:後の問題としてあとでふれることにします。)「 どのよ

うに」これについては目的あってのことですが,と に

iか く力のあるものだけに教えるのでなく,ひ とりひと

りに力をつけてや りたい,子 どもたちがすくなくとも

得をしたといえるような力を。そのためには,子 ども

どうしの集団をつくってみてはどうかと考えました。

いろいろなもんだいを考えあう中で,教師の要求をよ

りほんものにしていくのではないでしょうか。それに

実習が多い授業なので,ど うしてもその中での生徒ひ

とりひとりの認識や思考が問題になる。このときおた

がいがむすびあわないと次の段階にいけないことにな

る。こんな中ではじめてカー技術―がついていくのだ

と考えます。こんなことから,次のようなグループを

つくって授業をすすめてみました。

子博上村

2 集団をどのようにつくったか

新 1年生の 6学級を, 2学級合併の女子だけ68名の

授業です。 (実習時は 2部です。私のいないときにも

力がつくような授業形態にすることこれがあったので

す。)5～ 6人を 1グループにし, 1ク ラス12班学年

全体で36班あります。 1年の場合は学級活動としての

グループは掃除を共にする程度で男女混合なので,ど

うしても家庭科の場合にそのまま学習集団とすること

ができなかった。できるならば,学級活動の時のグル

ープと同じがよいのではないだろうか。各班には班ノ

ートがありあす。これに授業中のいろいろなもんだい

を書いていきます。わかったこと,わからなかったこ

と等です。この中から子どもたちの活動や,考えをみ

ていくわけです。

4月 からの班のようすをひろってみました。私の方

がなまけたこともあり,力のたりなさもあり,ま だま

だ育ったとはいえないけれど,その中で考えあいはじ

めたひとりひとりのようすをみていきたい。

6組 1班の班ノートから

4月 20日  ◇今日やったこと

わかったこと   針の入れ方

わからなかったこ かぎがかかりにく

と         ぃ。

1班の人の学習態度

みんな協力しあいしっかりやった。

|｀ わすれたもの 全員なし

4月 23日  (ミ シンのからぬいより)

点をつけてみよう

1  注意すること

安 藤 さ ん

宇 田 川

梅   沢

江 利 川 |
恩   田 |

まが るところを注意
かえしぬいをていねいに

まが るところを注意

さいごまでしっか り

占
坐
４

５

４

４

５



1.かえしぬい  4.し せぃはどうか

2.ミ シンの目  5.ャまげましあったか

3.せんの上をぬう

5月 25日

試験のことについて反省します。

もっともっと班のみんなで反省しますc話 しあい

をしてほかの班よりもがんばっていきたいと思う

星さん (新 しく入ってきた)力戦日らないところを

班の人が親切に教えてあげるように努める。

試験で答のよくわからないところ

みんなで考えたのだがほかの班とどうしても答が

あわない。これには頭をいためた。先生私たちは

努力がたりませんが答をどうか教えて下さいc答
がわかったらどうしてこういう答えになるか考え

ます。

6月 29日

今日はみんなでしっかり仕事をしていた よ うで

す。時間になるときちんとみんな途中でも,仕事

をやめてかたづけるようになりました. ミシンの

かけ方もいくらかなれてきました。

7月 16日

ベルトを ミシンにかけてギャザーをよせた。あと

もうすこしで完成する。みんな汗をかきかきよく

やった。

9月 7日

今日はスカートをはいて写真をグループごとにう

つしてもらった。それから1人ずつ自分のスカー

トの感想文を発表した。

ちょっとテレるな。

2学期 (班がえをしました)

11月 16日  10分間テストを行った。

◇班の平均点数

班の平均′点数

は約60点 ぐら

いでした。も

っとよヽヽ点に

く森田さんの意見について班長として,最低点の人

に教えてあげたいと思います。グループの人みん

なで協力してあげたいと思います。

3 集団の必要性

1)教科学習がつけようとしている力である。

授業で学んだカー技術一は,集団の中で身について

いくものである。それはおたがいにたしかめあい,は

げましあう中ではんものになっていく。私たちの力の

ねらいが,動 くことにより,機械や,本材,布にとり

くむことにより身についていくものだから,それにと

りくむには,こ の現状の中でものすごく多くの困難の

解決をあわせてしないかぎり,こ の力は,解ったという

いわゆる能力のある子だけのものになっていく。わか・

ったという子ども自身,それはうのみの知識にすぎな

くなる。この中で教えられたことは,一般的な知識の

伝達にすぎなくなる。そして子どもたちの活動は模倣 :

のみに終ってしまう。創造する力,こ れは集団の中で

つくられていくものである。私たちの現実には生活が

ある。この生活の中で子どもたちはくらしている。彼

らなりに何を考え,ど う現実を切 り開こうとしている

のか,子 どものおかれている状況をもとにどう解決す

るか,こ れらのことを考えあう中でよりほんものにか

わっていくのではないだろうか。

2)授業内容検討の場である。

カリキュラム編成は設備,教員どうしの都合等で 1

学期には裁縫 ミシンの操作,ギ ャザースカートの製作 :

をやった。教科書どおりのすすめ方に疑問もあり,そ

うかといっていい案はない。それでも何とかしなけれ

ばと考えてみても,やはりこれはやってたしかめてい

くよりないわけだ。とにかく次のような目的のもとに_

やってみた。

被服指導の中から

イ 何のために衣服を着るのか

服装の歴史一人間の歴史

口 被服構成の原理の理解

ハ 文化を発展させる力

ここでは具体的に (ギ ャザースカート製作)

C何のために衣服を着るか 主に行動の自由という.

面から把握

②スカート構成の基本  体―立体―平面

C12のはたらきをともなったスカートがぬえる。

上のような目的をおいてや りはじめたが,ギ ャザース

カートの製作の中からは,機能とぬい方の関係はつか、

みえても正確さの要求は困難なようだ。また考えを発 1
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なるように努力するように思います。

◇今日この前やったテストを返してもらいました。

わからない点がありましたので教えて下さい。

骨・歯はどちらもカルシウムでできていますが,

その中にもリンというものも入っています。この

リンは骨,歯 どちらにふくまれているのですか。

◇FJllの 中で最高点と最低点との差があまりにもひら

いているので班長さんこの差を最小にちぢめるつ

もりでこの人たちに教えてあげて下さい。お願い

します。 (森田和子)
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展させるにも,も うすこし考えねばならない。具体的

な毎日の授業の中では,た とえば,ベ ルトのあいじるし

のとき,ス カートの位置でわかっていても実際にスカ

ートとベルトをつけるときになるとその関係がわから

なくなるらしい。そろって班ノートにわからないこと

として指摘されました。「なぜわからないのか」につ

いて考えてみると教え方のまずさとその目的をつかむ

ための教える内容が,たんなるこじつけにおわってい

たりする場合である。毎日をあせってしまってくわし

くたしかめなかったけれど,す くなくとも考えざるを

えない状況においこまれることは事実である。今後の

方向として,どんな力をつけたいか,そのためには,

どんなことがらを教えていくのか,た しかめていきた

いものである。もちろん教材研究・サークル研究のも

とにである。子どもとはなれない場なのであるc

3)教師と子どもの自己変革の場であるc

子どもたちと私たちは,授業の中でおたがいをたか

めあっています。教師は子どもたちから先生としての

要求をうけます。教師も子どもたちに要求します。集

団の中で子どもが育っていけばいくだけ要求も又高度

なものになっていきます。ひとりひとりの欠点が実際

に勉強する中でじゃまになるときどうしても力をつけ

るために自己変革をせまられます。次のような場にで

てきています。

6月 7日  F/1E長 からのおねがい。

たちの反省を班全体をみてしよ

が,も っと考えて下さい。 (1

6月 15日  先生にお願い。

班の人たちへc私

うと思 うの です

6組の 3班はいつも机を 2個 もってこなくちゃな

らないのです。それでいつもこの班ノートに書い

ているんですが先生はしっていますか。(6-3)

今日も先生の声があまり聞こえませんでした。

もうすこし大きな声ではなして下さい。

10月 11日  わすれもの 2人

どちらもうっかりしてということ。

これからは家庭科のある前の日にみんな で集1っ

て,あ したは何と何をもってくるんだと言 うこと

をたしかめてわすれものをする人をなくそうと思

う。

11月 14日  かさねて班長から班員へ

態度や反省がだいたいよかったというのはよくそ

人をかんさつしていなかったしょうこだと思いま

す。■谷さんこれからは 1人 1人ちがうんだから

こんなことのないように注意してください。

露骨にあらわれてきます。これをもぶつからなければ

みんながのびませえ′。このようにして変革 を せ ま ら

れていくのです。子どもに変革をせまるとき私たち教

師もまた変革をせまられます。教師にきびしさがない

と,と りくめないからです。私などルーズな性格の欠

点にいやなほど感じさせられました。

4 集団のあり方

ここでいう集団は,相手のことを思い,なかまのこ

とを考え,たがいにはげましあっていこうとする集団

である。したがって集団が育ってくれば当然,地域の

問題も生れてくるだろうし,学校内の生徒集団にまで

のびるはずである。家庭科の授業内にのみとどまる力

であってはいけない。いろいろな教科の集約が,学級

活動を通して子どもたちの生活にひびいてくる。だか

らできれば学級活動の集団と同一のもののほうが,よ

り強くしていく要素になるのだと思う。しかしそうな

るまではっておいていいのかというとき,すくなくと

も実習を通してせまっていく教科であるだけに学習集

団を育てなければいけないのだと思う。他教科と学級

と教師集団の中でよりたかめていかなければならない

のではないだろうか。

4月 から「明日の授業をどうしようか」というぎりぎ

りの点で,やっとやりかけたことなのです。もっとも
つとたしかめていかなければならないことばか りで

す。今後,あ らゆる角度からおたがいにやっていけた

らと思います。

(東京都江戸川区立葛西中学校 )

女子ばかりの集団なので,女子どうしのもつ欠点が

×



実 践 的 研 究

すみつけ実習における
ミ
思 考 学 習ミに つ い て

武田岡 敏

〔1〕 思考学習へのあこがれ

技術・家庭科における創造的思考力の問題は昨今の

研究の焦点となっている。

文部省教研の今年の研究主題の一つが「生徒の創造

的思考力を伸ばすためには製作の指導をどのようにし

たらよいか」日教研では「製図分野で技術的思考,創

造的思考を養うこと」技術 0家庭科資料 (実教出版)

に鈴木氏が「思考学習の概念を整理する」などを掲載

している。

技術 0家庭科が発足して創造的思考力が声を大にし

て叫ばれ考案設計が大きく浮かびあがってきた。その

ためか創造的思考力は考案設計の段階でとり上げなけ

ればとり上げる場がないが如くに,考案設計に多くの

努力をはらった授業が展開されている。職・家時代に

はや り方主義に終っていたこともあってか,考案設計

の段階に知識をまとめて指導し,そのあとでまとめて

実習するという,いわゆる分断的授業が多く行なわれ

ている。

こうした点に視点をおき実習の中でいかに思考力を

高めるか,考えながらする実習はいかにあるべきか,

とかく製作の段階では実習に追われ,や りっばなしに

な りがちである。

これをどう解消するか技術・家庭科教師のあこがれ

である。

〔2〕 研究授業

すみつけ実習において,いかにして思考学習を展開

するか,別紙教案によって研究授業を実施した。

〔3〕 実習における思考学習の展開をめぐって

(1)すみつけ実習と型紙の問題

A 大量生産及び複雑なものの製作に型紙の利用も

有効であろうが,個別製作である本立のすみつけぐら

%

いで型紙を利用するのはどうかと思う。

多くの生徒の中にはさしがねを使わず,型紙を板材

の上にのせてうつし取る者もあるのではなかろうか。

B 型紙の製作の場合,与えられた板材と同寸の紙

面から取らせる指導をするならば,型紙による方法も

意義があるのではないか。

C 型紙をボール紙で作ると,それを板材上にうつ

しとってすみつけをする生徒もでてくるから,かえっ

てうすい新聞紙ぐらいで作らせ,その型紙に寸法を長

さ,巾 ,厚さで記入させておくのがよいと思う。

D 紙面上で型紙をとることは,さ しがね使用の実

習にはならないから,型紙とりの実習をしたところで

木工実習のすみつけをしたことにはならない。

E 本授業でも実施されていたように,生徒が自分

の図面にもとづき,部品の二つ一つを家庭で切 り抜い

て用意し,授業展開の一部として, 自分 の板材の上

で,どの部品をどの位置から取るのが最もよいか,思

考をめぐらすための型紙とす る こ と力`たいせつであ

る。

このように板材のふし,われをどのようにさけ,木
理をどのように有効に利用するか考えるための型紙と

するならば,極めて効果的ではなかろうか。

なお,こ のような利用をするためには,本時にもあ

ったように,部品木取 り位置決定の実習以前に,すみ

つけ図例にもとづき,ふ しをさけた工夫点,切断の能

率を考慮した点,木理を考えたすみつけなどを話し合

わせておくことがたいせつであろう。

F へぃ害もあるからそのことを十分わきまえてす

すめなければならない。

たとえば厚さ感覚がわからない。あるいは型紙にた

よりすぎて,図面に対する接近感がうすれるなど。

G 型紙使用はあくまで材料の有効利用,切断計画
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〔別 紙〕         第一学年 I

l 日時 場所  昭和38年 10月 27日 (日 )

2 単   元  本立の製作

3 単元の目標  (1)考案設計の進め方を理解させ,あわせて設計 0製図の応用段階としての初歩的工作図

のかき方に習熟させる。

(2)木工工具について刃物を中心に考えさせ正しい使用法を理解させると共に安全作業の

態度を養 う。

(3)木工材料についてその特色をしらべさせ材料の有効利用に習熟させる。

に)学習全体を通して製作工程の大すじを理解させると共に創造性計画性協力性合理性の

陶冶をはか り木材加工業に対する関心を高める。

・ J組 技術・家庭科 学習指導案

指導者  碧南市立新川中学校教諭 岡 田 武 敏

第 5時   於 新川中学校木工室

口 木 取  り。…………4(本時 2/4)

ハ 部 品 加 工・・・・・・・・・・・・9

二 組   立…………。4

ホ 塗   装・…………4

(5)整    理…………… 3

(計  40)
5 本時の目標  (1)すみつけの作業内容を理解させ材料を有効適切に利用する能力を養う。

(2)さ しがねの観察を通して,合理的な使い方を理解させ,自 由に使用できる素地をつくる。

(3)すみつけ実習を通して正確さ合理性計画性の陶冶をはかる。

準   備
さしがね,ス コヤ,も のさし,HB鈴筆,板材,型紙,画鋲,図面,学習ノート,教科書

トレパン,すみつけ,工夫説明図,木取寸法と仕上寸法の関係説明図,さ しがね説明図

学習指導の展開

学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

(1)本時のめあて グループエ具の点検 工具の点検は教師入室以前にさせ必要工具

のみ机上に出させておく

前時の学習内容をふまえた上で本時に入る

導

　

入

指導の過程  (1)本立学習への導入…………… 1時間

(2)考 案 設 計・・̈・・・・・・・・・・・・・・・・・9

(3)工作図の製図………………… 4

(4)製    作

イ 準  備…………・………2

本時の実習内容を確認 しあ う

すなつけ作業の目的を想起する

整

　
理

(2)部品木取 り位 11 すみつけ図例により材料有効利用

置の決定   
―
 の工夫をする

2 型紙の配列を修正 して木取 り位置

をきめる

さしがねの観察

名称 角度 巾

使用法を考える

目盛 断面

もち方 線引きの仕方 測定

利用範囲を考える

基準面の とり方を考える

仕上代 切 り代の復習をす る

木取 り寸法を確認 しながらすみつ

けをす る

(5)本時のまとめ ノr卜 及工具の整理

進度の確認と次時の予定

図例によりすみつけのよしあしを考えさせ

ることに重点をおき宿題として家で行って

きた木取 り位置を修正させる

型紙による木取 りはあくまで初歩的段階と

して取扱 う

観察から合理的な使用法を考え出すように

とりあつか う

・ 時間不足の場合掲示発表とする

・ 実習場所の指示をする

・ さしが不足のためものさしとスコヤも利用

・ 交代でさしがねを利用 し時間中必ず一度は

さしがねにあたるよう配慮する

実習の終 った ものさしがねをまつ ものは学

習ノートの整理をさせる

・ 実習未完了音の指示

8備
御高評

考 しがねの利用範囲)

%
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の能率化に対する,工夫力養成のための手段であるこ

とを忘れてはならない。

H これは型紙使用の副次的なものであるが,すみ

つけを終ったところで,一度型紙を,すみつけにした

がって,板材上にならべてみるとすみつけが失敗か ,

正しいかの確かめをすることができる便利さもある。

(2)さ しがねの指導について

A さしがねが東洋のものさし,定規として親しま

れ,今後も使用して十分価値のあるものであるにもか

かわらず,中学校指導要領には数学はもちろん,技術・

家庭科にさえ,さ しがね及びこれに類する言葉を発見

することができない。三角定規,も のさし,けびき,

パス,な どはのっているのに,さ しがねがのっていな

いのは,ど うしたことか。文部省も幾分軽視したよう

に感ぜられる。

しかし,こ の指導なくして合理的なすみつけ実習は

不可能であるから,十分指導しなければならないと考

える。

B さしがねが既習経験の何からつながり,つづい

てどのように発展するか,その系統性を十分ふまえて

おく必要があるのではなかろうかc

が,こ の考え方はやがて,測定具,線引き用具の合理

的使用から用具改良にまで発展する思考力の養成につ

ながるものではないかと考える。

D 本時では簡単に素通 りした程度であったが,裏

尺の指導はどのように取扱ったらよいだろうか。表尺

との混乱を防ぐ必要もあるので,多かれ少なかれ,と

にかく指導しなければならないということだけは理解

できるが,その程度についてはどうだろうか ?

E この取扱いについては 1年生では少しむずかし

すぎるかも知れないが,義務教育中に教えずに終って

しまうきらいもあるから,こ こで指導すべきであると

考えるc

円周尺,天星尺など現在の生活ではそんなに実用化

されていないが,こ うした考え方は今後の学習を進

める上に,参考になるのでは なかろうか。計算グラ

フ,計算尺,数表,ゲージに通ずる考え方が含まれて

いるから・・・。̈。

しかし,指導にいくぶんの困難もあろうが,方法は

あると思う。

円周尺の指導については,い くつかの缶詰のあき缶

とひもを用意し,円周尺で直径を沢1定するとともに,

一方ひもで円周を求め,こ れをセンチメートルロ盛で

実沢1し ,表を作ってみると,その二つの値の一致する

ことに気づくであろう。このことから円周尺で直径を

沢l定すれば,それが実際の円周になるのだという原理

を理解するだろう。

天星尺についても,その目盛の3, 4,5, 6……

を対角線とする,正方形を画用紙上で作図させ,その

正方形の一辺をセンチ メールロ盛で測定させると,

3,4,5,6・・…。Cmと なることに気づくであろう。

このことから丸太の直径を,天星尺で沢1定すれば,そ

18晨
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C 系統ということで,さ しがねを構造的にみると

次のようにも考えられる。

数学科では三角定規二枚を使って垂直,平行の線引

きをするに対して,製図では製図板のふち,T定規 ,

三角定規の三つの組合せで線引きをするc

木工では数学の垂直・平行の原理の上にたって,T
定規と三角定規の組合わせによって使用する製図の線

引きを,よ り実用化し,合理化したものがさしがねで

あると考えることが妥当であろう。

つづいて金工のノギスが,二枚のさしがねを合わせ

使用し,副尺を折りこんだ構造になるんだと考える一

連の系統をふまえることがたいせつであろう。

こうしたこと,そのものを指導するわ けではない

わ

セ

ン
チ

メ
ー
ト
ル
ロ
盛

（
表
尺

）

１０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

45° 定 規 に よ り

角度 をはか り正

方 形 を作 る

できた正方形を

表尺で測定する

一阿

(第 1 図 )
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の丸太から取り得る角材の一辺を知ることができるこ

とを理解するだろう。

F 本時がさしがね使用の最初であるから,その使

い方については納得するよう指導に留意することがた

いせつである。

本時でも実施されていたように,さ しがねそのもの

を観察させることにより,使用法が必然的に考え出せ

るような指導がたいせつではなかろうか。

たとえば,長手・妻手の長さを観察させれば,左手

で長手を持たなければならないことは当然考えつき,

日盛を観察させれば,表尺を出して持たなければなら

ないことも理解してくれる。

直角を観察することから,直角検査への利用,こ ば

に垂直な線の引き方,それから発展する平行線の引き

方,さ しがね材へのあて方も共通思考 の場 を与える

と,考え出してくれる。

さしがねの

巾を沢1定 し,

1.5c mで一定

であることを

確認すること

から,ほぞ及

び穴のすみつ

けなどへの利

用法も考えられる。

G さしがねの断面についても,な

ぜこのような形をしているのか考えさ

せると,いろいろの意見がでてくる。

① 曲線を引く時わん曲させても,

す ぐ元に戻るように弾力性 を もた せ

る。② すみで線引きする時,すみが  (第 2図 )

ふちについてずれないようになっているcC ゆびで

おさえて線を引く時,平になっていると,さ しがねが

移動しやすく,不安定であるが,こ のようになってい

ると,安定性があって直線が引きやすい。C 木端に

さしがねの断面図

長手を密着させて,こ ばに対して垂直な線を引く時 ,

妻手が材の平面に対して斜になっても,下図のように

安定性がある,な ど考えた意見も出る。こじつけの意

見もあるが,こ こまで考えさせれば,使用上において

も考えながら実習するであろうc

(3)すみつけ実習について

A 本時ではさしがねの観察から,使用法をみちび

き出して,直ちに実習にはいったが,最初のころ,生

徒は混乱して仕事にとっつきにくかったようだ。

B 実習前に一つの部品をすみつけする順序に従っ

て,共通思考をまじえながら,帰範するとよかったの

ではないかと思うc

(第 4図 )

① 基準面を一定にしないと,どんな不合理がおこ

るか考えさせる。

② まず,木 口を木端に垂直にするための基準線を

ラ|く 。

③ その線上で必要な巾を沢l定 し,し るしbを入れ

る。

④ つづいて,木端にも必要寸法を浪1定 し,じるし

Cを入れる。

⑤ Cを通って,木端に垂直な直線 dを入れる。

⑥ d線上で,bと 同じ寸法を沢1定 し,じるしeを

入れるc

C eと bを結ぶと,求める部品が得られる。

=曹

γ娯存ぷ奪:

長手を木端に密着 させて

妻手にそって線 引きする

場合

(第  3 図)

む
。
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(第 5図 )

|〔 4〕 お わ りに

研究授業を素材として「実習の中にいかにして,思

考学習をからみ合せるか」について討論がなされた。

討論を深めていく間に,日 ごろ苦しんでいた「倉1造的

思考力」なるものをつかみ得たように思う。

すなわち,も のを作ったり,改良したり,あるいは

一つのことを行なうのに,そ の方法を考えたりする場

合,合理性,能率に照らして工夫改善していこうとす

る積極的な問題解決のための思考を,創造的思考とい

うのではなかろうか。

授業展開に当って,現に直面しているプロジエクト

の解決に,最大の思考を働かすことはもちろんである

が,それが今後につづくプロジェクト解決への大きな

転移となるよう努力を忘れてはならない。

① 与えるべき知識も,よ ってきたるべき原理を,で

きるだけ感覚的につかませることがたいせつである。

② 一つの実習は能率及び合理性の立場より,つね

に検討する努力がたいせつである。

③ 実習結果を反省し,そ の過程及びその方法に,

もっと効果的なものはないだろ うか考 える余地を与

え,生徒の発想を生かす努力がたいせつである。

④ 指導内容が,生徒の既有経験の何からつながり

次にどう発展するのか,教師側として系統性を研究す

る必要がある。

など今後の製作実習における思考学習展開にいくぶ

んの光明を与えてくれたことをよろこび筆をおく。多

くの人の御批判を得たいと思う。

(愛知県碧南市立新川中学校)

③

神奈川県明年度か ら衛生看護高校を新設か

さきに技術高校を開設した神奈川県で,こ んどは

衛生看護高校 (仮称)の 開設を予定している。これ

は,最近の衛生関係技術者の不足に対応するための

ものであり,県医師会からの強い要望にもとづくも

のである。

この高校の性格は,全 日制の厚生に関する学科を

専攻する職業課程高校とし,ゆ くゆくは衛生検査技

師,レ ントゲン医師の養成コース,養護教員の育成

機関も設置するもくろみのようであるが,と りあえ

ず明年度は,看護婦養成を主眼とする衛 生看護科

(仮称)を 2学級,80人程度募集する方針のようで

ある。

ところが,文部省でも高校看護科の新設の必要性

を認めており,つぎのような見地から具体的な検討

をすすめている。

①高校進学率の上昇による准看護婦の不足の激化

が予想される。C看護技術教育だけでなく,一般教

養を身につけさせる。③女子の職業教育のための学

科をふやし,後期中等教育の拡充をはかる.

現在までの経過は,「看護科は高校設置基準第 6

条第 2項にいう厚生に関する学科に該当する」との

結論と,さ らに高校教育課程をふまえて,准看護婦

資格を取得できるカリキュラム試案を作成したこと

である。この試案によると,Aコ _ス 類型の普通科

目 (8教科17科目)のほか職業科目 (看護一般,看

護原理I,I,看護実習の4科日)の単位を履修さ

せることになっている。

ところで,看護婦養成は厚生省の担当であり,文

部事務当局は目下厚生省とも折衝中だが,看護教育

の規模や内容,臨床実習をどうあつかうかなどいろ

いろな問題′点があげられている。

なお,文部省は,神奈川県の衛生看護高校は,同

省の構想に近いとみているが,全国はじめての職業

学科であるだけに目下慎重な態度をとっている。
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金属加工における並行回転学習について

徳間久佐

1 並行回転学習についての考え方

並行回転学習は,施設・設備の不足のためやむを得

ず採用する学習形態であって,あ くまで指導の基本は

同題材による同時学習にあると思う。それを教師の倉1

意・ くふうによって,それに近い効果をあげてゆこう

とする一つの便法である。

わが管内のように施設・設備が低劣で,へき地の小

規模校の多いところでは,やむなくこの方法をとりあ

げざるを得ない。いやこれをとりあげてもなお,かつ

なし得ないのが現状である。また並行回転学習は,文

部省の示した少ない基準を許容することになり,決 し

て本質的解決策ではない。どこまでも完全実施のでき

る施設 :設備を要求するという,基本的な態度をもた

なければならないと思う。しかし,それが故に,現状

における施設 0設備では指導要領に示された実習例は

できないと腕をこまねいていることは,われわれ教師

には許されない。

金属加工の施設・設備がないということと,金属加

工で「何」を教えなければならないかということを ,

どのようにかかわり合いながら研究を進めていけばよ

いかということを考えてみなければならないと思うc

施設・設備がないから「教えられない」というので

はなしに「何を教えなければならないか」そのために

現在の施設・設備では,その計画のどこまで教えるこ

とができるかという現実的な受けとめ方で,こ の研究

を進めてみたいと考える。

2 並行回転学習の実際

(1)並行回転学習の形態について

① 同質教材の組み合わせ

例 ブックエンドーぶんちん

ア・長 所

И 直接指導 (知識指導や事前指導)力 多`く

できる。

に)内容に関連性があり,指導能率の向上を

図ることができる。

イ・短 所

同工具,同機械に集中する度合が多くなり

がちである。進度が不揃になって,一つのと

ころに集中し易くなる.

これは相当に施設・設備の充実しているとこ

ろで採用されるもので,複式的な取 り扱いとな

るが,実際上は非常に問題の多い形態である。

② 異質異教材の組み合わせ

例 金エー木工 (ブ ックエンドー腰掛)

||

補強金具

ア・長 所

低施設の小規模学校では,やむなく採用さ

れる。比較的回転は うまくゆく。現状では多

く取 り入れざるを得ない。

イ.短 所

И 指導力が分散し易い。

材)直接指導,一斉指導の時間を多 くとれな

い 。

171 安全指導上問題が多い。

(2)並行回転学習のねらい

並行回転学習は先にも述べたように,製作学習等の

場合に,工具・教材等の不備な点を克服するために,

指導グループ単位を細分化し,教師の直接指導と問接

指導をうまく回転させながら,指導の効果をあげてゆ

くところにそのねらいがある。

そのためには教師の適切・綿密なプランと学習内容

の分析・各段階の発展的な組み合わせ等によって直接

指導の時間や機会をどこにない出し,こ れをどのよう

に指導し,知識や技能の定着と知識と実践を結合させ

る実証的な学習を展開させるような指導法のくふうが

なされなければならない。そのためには教師自身が学
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習内容に精通 し,その技術的な指導力をもたなければ     必要な場合のみでも助手的に補助するとい う考

① 実習例と学習形態のとりあげ方について,どの   O 実際の指導上におこってくる問題点

ような実習例で,どのような学習形態を組むかに     並行回転学習の学習効果を高めるためには工具     '
ついては,次のような点に留意すべきである。      機械をフルに活用して教師の直接指導の機会を多

ア・実習例はとりあげた目標を満 足 させるもの    くし,間接指導の機会を少くするようにくふうす

(指導しようとする要素が含まれているもの)    べきであるが,.実際上では問題が多く,計画通 り

で,技術の系統性や発展性 (関連性)等を十分    にはなかなかいかないことが多い。

考慮してきめるべきである。 ア.計画通 りに進行せず,個人差がはなはだしく

イ.学習形態は,直接指導をなるべく多くとり入     なるので,こ れをどのように調整してゆくか。

れられて,効果的に運営されるようにして,施      そのためには綿密なプランと周到な作業準備と

設 0設備の現況・学習人員,教師の指導力等を     完成所要時間の見当をつけておくべきである。

ならないと思う。

(3)並行回転学習指導上の留意点と問題点について

考慮してきめるべきである。

② 指導上の留意
`点

ければならない。作業段階が明らかにされ,そ

れに関連する学習の要点,注意 (特に基本的な

うにつとめる。

ウ。指導単位学級の生徒数を少くするためのくふ

う。

備に制約されるけれども,場合によってはもっ

とも直接指導を多 く要する場面や,安全指導の

3θ

慮が校内でなされるようにしてはどうかと考え     ｀

ているc

したがって各段階の時間配当は作業人員,工

具・機械によって,お のずから変ってくること

したがって授業案の中には,

いつ, どこで,どのような内容を,どのよう

オ.技術の段階指導をどう考えるか。

並行回転学習は,施設・設備の不備からやむ

なくとりあげた指導法であるために,その系列

基礎的なものから→応用発展的なものへ
,

基礎的技術とは,ど こにも用いられて,しか

技術指導はなすことによって学ぶことを第一義     になるc

とする。したがって,個別的な指導がいきわたる     ィ.遅れた生徒の救済法

ように考慮されなければならない。実技を中心と 教師の補助 (放課後,時間中)示範の場とし

した,学習過程の中で技術や技能を感性的に学び     て,又個人指導の場として放課後の技術室の開

とることが主体となっているので,次のような点     故は特におくれている生徒のみにし,内容は危

に留意すべきである。 険の少ない ドリル的なものとする。

ア.設備の不足を指導単位の細分と回転によって     ゥ.導入方法について

補い,学習を個別化してその定着をはかるのが 導入に時間をとりすぎることが多く,実際活

この学習法のねらいであるので,そのためには     動の場を少くしがちであるので,導入はその授

原理,法則等を作業にあてはめて実証してみら     業時間のはじめにやるのでなしに, 次 時 の予     、

れるようにしなければならない。すなわち個別     告 (整理の段階などで)の場合に 1グループの

的に行なわれる場と時間を多く確保できるよう      導入をしておくようにすると能率的である。

に配慮すべきである。 工.指導が分散しがちになるので,重′点的な指導     ミ
イ.作業票の活用によって教師の直接指導の不足     をする指導内容をあまりにも細かに分割すると

をカバーするようにする。作業票についてはい     教師の直接指導がコマ切れになって,徹底しな

ままでいろいろと論議されてきたが,実際に生     い授業になってしまい,ねらいをおさえ徹底さ

徒が活用できる,生徒の能力に合ったものでな     せることができなくなる。

ことは十分に確実にもりこむ)等を示し,個  々     な順序方法で,指導するかを明確にしておくべ

の生徒の学習を個別化し,作業を技能化するよ      きである。

1人の教師が個別的に指導できる限界は30名      が前後して乱れがちになる。これには内容をよ

程度といわれている。ところが現状は40～ 50名       く分析して,関連や系統を考え,既習事項を生

というのが多いので,こ れを二人の教師で指導     かして,次の新しい技術に発展してゆくように

されるように組んではどうか,こ れも施設・設     考慮すべきである。
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も発展性のあるものと解してよいと思う。

力.並行回転学習においては,教師の直接指導を

カバーするために作業指導票を使用すべきであ

るが,こ れはどのようなものがよいであろうか

今日まで種 試々みられてきているが,その目的

をどこにおくかによって,その形式内容も変っ

てくると思う。

И 教師の直接指導から離れて,自分で作業を

進めてゆくことを目的とする。

材)作業における理解とか,自 己評価をねらい

とする。

171 教師が評価の資料とするためのもの,それ

ではどのようなものがよいであろうか。

lIEl 171を 目的として,作業順序とか工程を文章

なり図解して,特に基礎的なものを明らかに

して,教師の不足しがちな指導力をカバーし

てゆく程度のものでよいと思われる。

学習カード式のものもあるが,作業しなが

ら記録してゆくもので,形式的に流れ易い,

叉実際,油手の場合などは記入ができないこ

ともある。

それよりはそのつど適切な発間によって考

えさせるという方法をとった方が効果的でな

いかと思われる。又は整理の段階で反省・記

入するようにする。要は間接指導をねらいと

したもので,自学自習の参考資料であるから

教師の手を離れて作業が進められることを主

たるねらいとすべきである。

内容にもらなければならないことは,

○基礎的な知識,理解

○基礎的動作技能

○その作業中で特に留意すべき点

キ.グループの編成をどのようにするか

グループ編成については,いろいろな方法が

試みられているが,次の二つをあげることがで

きると思う。

171 能力別グループ

特に能力の劣っているものだけを集めて,

一つのグループを作り,特に教師が留意して

直接指導に当るようにする。生徒同志の間で

劣等感などをもつことが,心配されるが,作業

上において,その点はあまり問題にならない

ようである。

に)等質グループ

これは多くとられている方法で,能力の差

のあるものを一つのグループの中に組み合せ

る方法で,お互が研究協力してゆくとい う点

に利点がある。そのためにはよい リーダーを

配置 しなければならない 3

本校では工作クラブ,科学 クラブが設置さ

れているので,それとの関連をもって, リー

ダーの養成につとめている。工作クラブ (木

工を主として), 科学クラブ (電気を主とし

て)と しているが,そ こで基礎的技能の指導

をして,又,諸工具,機械の整備方法の指導

をしている。

グループの編成に当って考慮すべき点とし

て ,

3学業成績 O性格 ○友人関係

C作業性格検査 O作業の巧拙

等をあげることができると思う。特に作業性

格検査の結果は安全教育との関係もあるので

これを活用し,特に指導を要するものはマー

クして,指導に当るようにすることが望まし

い 。

最後は教師が責任をもって指導に当ること

がたてまえであって, リーダーまかせになら

ないように,指導のポイントはしっかりつか

んでおくべきである。

ク.実習態度の養成

製作をはじめると,施設・設備が少いために

自分だけ早く完成しようとし,工具のうばい合

いが起 りがちで,如何にして早く完成するかで

手いっばいとなり,基本的動作がおろそかにな

り,思考学習などができなくなることが多い。

ここに道徳指導,生活指導の大切 な場があ

る。これが伴ってはじめて低施設の中でも学習

が効果的に円滑にすすみ,科学的,合理的,能

率的な実習態度が養成されてくる。如何なる場

合でも,ま ず条件整備をして,合理的・能率的な

手順を考え,旺盛な研究,倉」造的に作業を遂行

してゆくような指導をすべきである。そしてそ

れが習慣化されるまで,根気よく指導をつづけ

るべきである。工具・機械の少い場合,人の作

業をよく観察する。工具は次の人の使用を考え

て大切にする。お互いのゆずり合い,ひまな時

間の有効な活用のしかた (こ れは作業反省や次

の作業の研究に当てる等)等 きびしい指導がな

されなければならない。設備低劣の悪条件を教

育的に生かすためには,教師の日常の努力と創
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意工夫によって新しい発想を生み出してゆく熱

意が必要であると思う。技術科は人間形成のた

めの重要な教育であることを忘れて は な らな

い。特にこのことは現代の科学技術の時代には

欠くことのできない人間形成の主要なる支柱の

一本となってぎているといっても,決っして過

言でないと思う。

④ 技術教育と技術分析について

並行回転学習において学習指導を能率化し,そ

の効果をあげるためには,綿密な指導計画と周到

な準備が必要となってくるcそのためには教師は

指導内容に精通し,豊富な指導力をもたなければ

ならない。それで指導すべき技術内容を分析し,

技術の系列,関連,段階等を明確にとらえておく

べきである。ここに技術分析の必要が生れてくる

科学的な基礎となるべき機械器具操作技術には

操作原理,法則に基づく操作の順序と方法,及び

要点 (コ ツ)があり,それに関連的知識の領域が

ある。これらの原理・法則に基づく操作の順序や

方法などを明らかにしないで,ただ単なる使い方

操作要領を練習したところで正しい形態の技術と

はならない。技術というものはただ身体の動き,

つまり行動がある形でできればそれでよいという

3 年間単元配当表

ものではない。

科学的基礎が無視されるとすれば,それは近代

技術とはいい得ないで,徒弟教育とか放任教育で

いわゆる「や り方主義」といわれるものになって

しまう。近代技術といわれるものは,目 的的な行

動の形態が科学的な根拠をもったものであって,

その理解の上に立った考え方,その上に立った合

理的な行動が身につくような指導 にならなけれ

ば,技術というものにはならないと思う。

科学的基礎となるものとは

ア.操作技術の原理・原則

イ.操作の順序

ウ.操作の方法と要点

工.操作に伴う関連知識

これらが実践を通して,検証,実証されて,は

じめて倉1造的な思考力も生れ感性的な認識がなさ

れ発展的な技術的能力が培かわれてくるものと思

う。しかし,そのためのこれからの技術分析の仕

事は大変なもので,こ れからの実践の中からつみ

重ねてゆかねばならない。

以下,参考までに,年間単元配当表・展開案・

指導案をかかげておこうc諸先生がたのご批判を

賜わりたいc

(男 子 )並行回転学習指導計画年間単元配当表
表 1
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直晴内茂

〔1〕 まえがき

原動機学習を進めていく過程において,生徒の思考

力をどのように伸ばしていったらよいか,今までの

①知識のつめこみ的な方法,教師の一方的な説明で

話し合い,考える共同思考の場の少ない指導

②実習と知識のむすびつきのない指導

③技術の系統性 と生徒の発達段階のむすびつき,な

どいろいろ反省し, くふ うを試みてきた。しかし,技

術的な体系とか,生徒の思考の体系も,発達段階も,

未だにその本質をつかめないままにいることそれ自体

に,基礎的欠陥があるのかも知れないが,一応中学校

で指導する原動機の学習は,エ ネルギーの転換利用と

い うことに重点をおき,そ の過程を生徒の認識過程と

合わせ,一つ一つの学習のステップが,一つの認識の

連続として構造的にとらえ得るようにつとめて指導し

てみた。

〔2〕 指導方法の考え方

学習指導の流れは次のような考えのもとに構成し,

実践 してみた。

①基本的な過程として,学習素材の全体的,表面的

把あくを通して進める。そのためには,生徒の生

活経験から,問題解決の意欲を導 くことで,ま ず

学習対象に当らせ,その中に疑間点や興味を導き

けlさ せることを第 1と する。

C次の段階として,更に全体を部分化して,分析的

な指導をしていく,こ の場合に前後関係の学習な

らびにその対象を対比,関連的に進め,つねに共

同思考の場を多 く設定し,解決していくようにつ

とめてみた。特に前段階において,学習した要素

からの部分的な,あ るいは総合的な組み立てをな

すことに重点を置き,進めていく。しかし,こ の

場合においても,差異の大きい要素の組立は,生

徒の認識 とずれができ,効果が少なく,差異の少

%

原 動 機 学 習 の実 践

一 倉1造 的 思 考 力 を 求 め て
一

ない要素から,大 きいものへと,順次性と連続性

をもって進めていくようにつとめてきた。

Cこ のような分析的 0本質的な指導段階をへて,更

にもとの全体的なものに,も どっていくような指

導方法をと考えて実践してみた。

〔3〕 学習指導の目標

0内燃機関のエネルギーの発生原理と,転換利用に

ついて理解させる。

(2｀ 燃料の燃焼 と熱効率,燃料消費率について理解さ

せる。

C燃焼によるエネルギーの機械的仕事の転換 と,機 :

構および材料要素について理解させる。

C高熱,高圧,ま 滅に耐え得る,性質のす ぐれた機

械材料について理解させる。

3分解,組立の作業を通して精密沢l定 をし,沢l定 の

重要さの認識を深める。

C高度の潤滑方式を通 して,潤滑にたいする理解を

深める。

C調整を適確に行な うことによって,機械相互の有

機的な関連を理解するЭ

〔4〕 指導過程例 (別表 )

ド学習の場としての設備は,石油機関 2台 ,ス クータ

ーエンジン 3台 ,モ ーターバイクエンジン3台 の計 8

台で学習する。石油機関は他校より借 り,その他はす

べて寄付による設備である。班編成は 8班として学習

する。エンジンの種類型式などでそれぞれちが うが ,

この方が一面では指導が画一的にならず,実物一一原

理一一一般化とい う発展の中においては,かえって効

果的であった。

〔5]実 践の反省

授業展開の「事前研究における教師の態度 のこの

項をもつことによって,その教材にたいする教師とし

ての考えがはっきり確立されてくる。「何で」「 どの



ように」とその教材に向って求めることが,教材にた

いする深まりや,指導教具のくふ う,指導法のくふう
が必然的になされてくることで,漠然とした進め方よ

りもはっきりした意義が出てくる。また「課題設定」

の項は,教師の態度としては,問題解決の指標として

考え,共同思考の場および学習の方向づけとして考え

特に一つ一つが前段階との連続性をもたせ,深まりを

もったものと考えて指導してみた。この点においては

〔6〕 学 習 指 導 過 程 (例 )

:亘[
(1)静 的エネル

ギーが動的
エネルギー

に どのよ う

に変るか

11)燃焼と爆発の関係を何で知ら
せたらよいか

2)ェ ネルギーがどのように発生
しどのようにして機械的エネ
ルギーに転換するか,そ の過

程をどのように指導するか

生徒の意欲が見られた。しかし,課題設定の方法の適

否も,更に今後の実践のつみ重ねによって検討を加え

てみなければならないcま た当初の倉1造的思考という

面から,課題設定をしたものが,理解思考の状態にな

ったり,こ の両者の過程がはっきりしなかった。相互

的なものと考えられるが,一応教師の態度としてはも

っと詳細に,は っきりしたいものと反省している。

具 体 的 指 導 内 容

実 践 的 研 究 一 ― ―

1)ガ ソリンの燃焼状態を調べて

みる

C燃焼 してみる
。気化の必要
。圧縮による変化
O点 火による爆発力

2)力 の伝達経路
。2年で学習 した力の伝達

経路
O石油機関の力の伝達経路

3)石油機関の しくみ図 と各部の

名称 と働 き

題課

{2)内 燃機関の

種類を生活

の中から調
べ機構と燃

料の関係を

調べる

(3)4行程 エン

ジンの機関

主部 の構造

か ら機能 ,

原理,構成

に入る

(4)エ ンジンの

作動順序 と

作動条件を

調べ行程 の

1)原 動機の機能特性は何をもと

に知らせるか

2)燃料の種類,材料,性質をど

のようにわからせるか

3)ガ ソリンの性質を何と比較 し

てわからせるか

4)燃料としてガソリンは,ど の

程度すぐれているかを何と比

較 して知らせるか

1)ピ ス トンの上下 と行程 との関

係を どのよ うにわからせるか

2)4行程 と2行程 の構造 のちが

いを何によってわからせるか

11)石 油発動機の力|ま どこから出
| てくるのだろうか

12)石 油やガソリンをもやすだけ
で力になるのだろうか, どの

| ようにしたら動的な力になる
| のだろ うか

13)燃 焼を爆発力にかえるにはど

| んな条件が必要か

14)爆 発によっておこった力はど

のようなしくみで利用するか

| 。力を伝えるしくみにはどの

|   ようなものがあったか (2
1  年)

15)連 続的に爆発させ利用するた

| めにはどんなしくみが必要か

1)内燃機関に1ま どのようなもの

があり,生活ともっとも関係
のあるものにはどのようなも
のがあるか

2)こ れらの内燃機関はどのよう

な燃料を使っているだろ うか
3)ど ぅして機関の種類によって

燃料がちが うのだろうか
4)自 動車,オ ートバィなどには

燃料としてなぜガソリンを使
用するのか

1)モ ーターバイクエンジンとス

クーター用エンジンでどんな

ちがいがあるか

2)燃料の吸入,排気とビストン

の動きの関係はどのようにな

っているか

1)爆 発で発生した力 1ま どのよう
に働 くだろうか,他 の三行程
との関係を調べてみよう

2)シ リンダー内で圧縮,爆発の

a燃料装置 b点 火装置
C排気装置 d冷却装置
e潤滑装置 f調速装置

1)お もな内燃機関の用途特徴
aガ ソリン機関 b石油機

関 Cデ イゼル機関
d焼玉機関

2)内 燃機関の利用範囲と燃料の

関係
3)石油製品としての燃料の比較

4)ガ ソリン機関の機能と燃料の

特性,熱量との関係
5)ノ ックとオクタン価
6)燃料気化装置と噴射装置との

相違
1)4行程エンジンの外観と基本

的な構造
2)ビ ス トンの上下と行程
3)行 程の順序とピス トンの動き

a吸入  b圧 縮
C爆発  d排 気

4)上 死点と下死点と連接棒 との

関係

1)イ ンジケータ線図1)圧 縮,爆発の力を何でどのよ



意味と機構

を調べる

(5)4行程を行

な うための

各機構の動

きを調べる

(6)エ ンジン各

部の分解順

序とそれに

ともない作

動構造を位

置づける

{7)ピ ス トン
,

シリンダの

各機構を調

べ分析 し確

認する

(8}燃料の経路

と気化のた

めのしくみ

について有

機的に理解

を深める

実 践 的 研 究

うにしてわからせたらよいか

1)吸 入,排気の状態を何を観察

することによってわからせる

か

1)分 解の工具を 2年 の機械分解

工具とどのようにむすびつけ

るか

2)分解の順序をどのように推沢1

させるか

3)ピ ストンの運動と摩擦熱の関

係をどのようにわからせるか

1)ピ ス トンの運動とクランクの

回転運動をつなぐ連接棒の機

能をどのようにしてわからせ

るか

1)燃 料はなぜ気化する必要があ

るか,気体の混合方法を何の

原理からわからせるか

2)空気 とガソリンの混合比を何

によってわからせるか

3)自 動制御装置へどのように発

展させるか

4)気化された燃料の爆発の条件

をどのようにわからせるか

圧力はどのように変化するだ

ろうか
。圧縮行程ではどのくらい

圧縮されるだろうか

。排気行程までどのように

シリンダー内の圧力は変

化するか

1)4行程を行な うために吸入 ,

排気はどのように行なわれて

いるだろうか

1)分 解組立に必要な工具にはど

んなものがあるか

2)分解のllFA序 はどのようなとこ

ろからはじめたらよいか

3)爆発,ま さつ熱にたいしてピ

ス トンはどのように作られて

いるだろうか
。ピストンリングは  ´

。ピストンの構造は

Oピ ス トン,シ リンダの金

属は,ど んな条件が必要

/」
ヽ

4)シ リンダのま滅はどのように

して調べたらよいか (2年で

学習 したことをもとにする)

1)連 接棒 とクランクはどのよう

に結合されているか

2)ピ ス トンの往復運動をクラン

クはどのように変えているか

3)大 きな力を受ける連接棒はど

のような構造になっているか

4)大 きな力を受ける軸受はどの

ように作られているか

1)燃 料はなぜ気化する必要があ

るか

2)日 常生活で気化されるものに

はどんなものがあるか

3)気 化するための空気とガソリ

ンの混合比はどの程度だろう

か

4)燃料の自動調節はどのように

なっているか

5)ピ ストンがどの状態のとき気

化されるだろうか

6)気 化された燃料が爆発力を出

すにはどんな条件が必要だろ

うか

aど のていど圧縮されるか

bピ ストンの位置はどの状

。等圧変化  O断 熱圧縮
。等積変化  。断熱膨張

1)排 気弁,吸入弁の動作    
・

弁駆動の機構
2)ク ランクとカムの関係

1)分 解に必要な工具

2)分解上の注意

3)分解の順序

4)ピ ス トンとピス トンリングの

働き

5)ピ ス トンピンの構造
6)ピ ストン,シ リンダの耐熱 ,

耐圧,耐まさつ

aシ リングライナーの必要:

b特殊鋳鉄 Cシ リンダヘ

ッドとシリンダ dガ スケ

ット,パ ソキング,ボ ル ト

ナット e膨 張とピストン

リング f精密測定

1)連 接棒 とクランクの結合

2)ピ ス トンクランクの機構

aリ ンク装置の運動伝達のリ

しくみ

bス ライダクランク機構

3)連 接棒の形態,材質

4)軸受,シ ムの働き

1)キ ャブレーターときりふき

aき りふきの原理

bベ ルヌーイの原理

Cエ アープリリード

dキ ャブレーターの機能

eフ ロート,ノ ズル

f空気清浄器

2)圧縮比の出しかた

3)ピ ス トンの位置と放電

a発電装置と点火プラグ

b電圧の高低と点火

C点 火時期
d火 ばなすきま



(9)機 関の活動

にともな う

まさつはど

のような部

分におこる

か

仁0ま さつ部分

を円滑にす

るためにど

のようにす

るか

llll爆発熱,ま
さつ熱によ

る高温を防

ぐにはどの

ような方法

があるか

5)発電器の構造,原理をどのて

いどまでわからせるか

1)ま さつ抵抗を何と比較して指

導するか

1)潤滑装置の必要性と方法を何

と関連させておぼえさせるか

2)潤滑油の種類とまさつ部によ

る性質用途をどのように対比

させてわからさせるか

1)‐ ンジンの冷却装置を必要と

する理由をどのように考えさ

せるか

2)ェ ンジンの種類から冷却方法

をどのように対比させてわか

らせるか

態にあるか

C点火は何でするか

dど の状態のとき点火する

か

1)自 転車のまさつ抵抗のあると

ころはどんなところであった

か

a自転車と共通点は

b自 転車と異る点は

1)自 転車と共通した潤滑方法が

あるか

aど んな とこ

いるか

bど んな とこ

るか

1)エ ンジンの爆発による高熱を

なぜ冷却する必要があるか

2)冷却方法にはどのような方法

があるだろうか

実 践 的 研 究 一 一 ―
eガ ス温度 圧力の高低と

点火

1)ま さつか所
aピ ス トンリングとシリン

ダー接触可動部

bピ ス トンピンと連接棒・

e連接棒 とクランク,歯車

1)潤滑油の必要性と種類
2)潤滑油の用途と種類

3)内 燃機関の潤滑方法の特徴

4)4,2サ イクルの潤滑油装置

の特徴

1)冷 却方法の種類と理由

2)冷却装置の構造

ろが共通して

ろが変ってい

全国教研の 日程 と分科会構成

日教組第13次 ,日 高教第10次の合同教育研究全国

集会は,来る 1月 15日 (水 )～ 18日 (土 )ま での 4

日間;岡山市で開かれる。その日程と分科会構成は

つぎのとうりである。

<日 程と時間>

o15日 (第 1日 )

受付開始;午前 8時～ 9時 30分 開会行事;午前

9時 30分～11時 記念講演;午前11時～12時30分

分科会,午後 2時～ 5時 市民に送る夕べ;午後

6時30分～ 9時

c116日 (第 2日 )

分科会;午前 9時～午後 5時 各種懇談会;午後

6時30分～ 9時

o17日 (第 3日 )

分科会;午前 9時～午後 5時 民間教育団体連絡

会議;午後 6時30分～ 9時

o18日 (第 4日 )

分科会;午前 9時～12時 閉会行事;午後 1時～

4時30分 地元母親との懇談会;午後 4時30分～

6時
・

(秋 田県能代市立第 1中学校)

国語教育をどうすすめるか

外国語教育をどうすすめるか

社会科教育をどうすすめるか

数学教育をどうすすめるか

理科教育をどうすすめるか

美術教育をどうすすめるか

音楽教育をどうすすめるか

生産技術教育をどうすすめるか

家庭科教育をどうすすめるか

保健体育をどうすすめるか

生活指導をどうすすめるか

へき地教育をどうすすめるか

人権と民族教育をどうすすめるか

青少年文化 (含視聴覚)は どうある

べきか

幼年教育をどうすすめるか

青年の教育をどうすすめるか

大学教育をどうすすめるか

特殊教育をどうすすめるか

教職員の職場と学校行財政はどうあ

<分科会の構成>
第 1分科会

第 2分科会

第 3分科会

第 4分科会

第 5分科会

第 6分科会

第 7分科会

第 8分科会

第 9分科会

第10分科会

第11分科会

第12分科会

第13分科会

第14分科会

第15分科会

第16分科会

第17分科会

第18分科会

第19分科会

るべきか

第20分科会 国民教育運動をどうすすめるか
|



―

実 践 的 研 究

子望尾深

1.屋 内配線について

屋内配線から家庭電気に入ると,家庭にはどのよう

に屋外から電気がくるかということや,屋内ではどの

ように配線されているかということを知るのに都合が

よい。しかし,どのように屋内に入 り,どのように配

線されているかとい うことがわかっても,その電気を

使ったときの状態によって,は じめていろいろな問題

が生じるので,屋内配線を学習する価値があるのだと

思 う。

屋内配線はどう配線されているかということだけな

ら屋内配線の図面だけでも十分学習は す す む のであ

る。しかし,私 どもが電気にかぎらず技術科で指導す

るのは,実習を通してその原理を学習させるのである

から,図面や ノー トと教科書だけの学習ではその目的

を達成することができないと思 う。

ここでは屋内配線のシンボルを覚えるのが目的でな

く,屋内で電気をいろいろに使用 したときどうなるか,

を知るのが重要な目的だと思 う。

そこで,屋内配線は電気分野の導入の形で指導する

のでなく,電熱器具類の直流回路の指導と螢光灯の交

流回路の指導とが終ったあとで,そ うした電気器具や

モーターをつけた家庭電気機具を使用 したとき安全に

正しく使用できるように取扱った。そ うであるからと

2 展 開 (3時間 )

いって電熱器具や照明の指導のとき屋内配線は全然ふ

れなかったとい うわけではない。 「屋内配線」とい う

とばこそ意識 して使用 しないが,屋内配線セットを使

ってアイロンやこんろ及び螢光灯の学習を進めている

ので,家庭の中のコンセントにアイロンをさしこんだ

らどうい う状態で電気が流れ,どんなふ うに電気が使

われるかを更にここではまとめ る場 と したいのであ

る。屋内配線の点検,修理といっても,本当に自分の

手で修理できるのはローゼット以下のことなので,屋

内配線のところでは,屋内配線に負荷がかかった場合

どうなるか。正しくない状態とはどんな状態になるの

か,そ うなるとどんなふ うに危険なのかとい うことが

理解でき,ロ ーゼットは修理できるように指導 した。

言いかえるならば,こ こで重点としたことは許容電流

とコー ドと器具の接続である。

最初の (11月 号掲載)電気学習における要素分析表

のように屋内配線は要素がないので,こ こに記したよ

うに今まで学習 したものの二つのまとめというような

型としたのである。

そ うい う意味で今まで一つ一つについて実際に取扱

ったものについて,た とえばコー ドなども使用するも

のによってその種類が違 うこと,なぜ違えなければな

らないかをまとめる場となるのである。

施設・設備を活用 した

電気学習 (女子向き)の指導 (3)

段  階
1時

間
|

開展 1 関 連 知 識 関 連 作 業

許容電流 1111. コー ドや電熱器具には電流が どれだけ流 許容電流 電熱器具,螢光灯 ,

白熱電灯の電流,電
圧を沢1り ,銘板の数

字と比較する

れてもよいか

2.電 流が流れすぎたらどうなるか

3.電 熱器のコー ドと螢光灯 ,

― ドはなぜ異るか

く機 のコ コー ドの種類
コー ドの特長

安全器

lll日 LI:こ 、

犯

4.過 大電流が流れるのを防ぐ役割を果すの
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屋内配線

器具の点

検

屋内配線

のしくみ

(ま 何か

5.ヒ ュ_ズ の働き

1.安全器の他に屋内配線器具に|ま どんなも

のがあるか,ど んな記号で表わすか

2.コ ードの点検

1.積算電力計のしくみと働き

2.屋 内配線方式には どんな方法があるか

3.電 気は屋内へ どんな経路で送 られて くる

のか

・ ヒューズの働 き

・ ヒューズの取 りかえ

かた

・ 電流制限器

・ ローゼ ッ ト

・ スイッチ類

・ コンセン ト

・ 屋内配線記号
OS結 び

・ 積算電力計の構造

・ 屋内配線方式

・ 送電線

・ 配電線

・ 引 こみ線

0ヒ ューズの取 りかえ

を行な う

・ 電流制限器 よ り過大

な電流を流 してみる

eS結 びをす る

・ キーソケッ トに コー

ドを接続す る

・ 屋内配線 セッ トに電

熱器具,螢光灯など

をつな ぐ

3 指導の実践

3の 1 屋内配線セットを使って

イ・ 準備

(1)1図 屋内配線セットのAコ ンセントに,交流電流

計に接続 してあるBプ ラグをさしこむ c

佗)プ ラグAを電源に接続する。

第 1図
口・実験

(1)100V・ 250Wァ ィロンを, Bコ ンセントにつな

ぐ。そのときの電流はどれだけか。

(2)キ ーソケットにふたまたをつけてお き, 一方 に

1∞V o300Wの スチームアイロンをつなぐと, そのと

きの電流はどうか。

(3,(1)・ (2)の場合,それぞれ電圧はどうなるか。

(4)(1)十 (2)の 場合の電圧はどうなるか。

(5)ア イロンの温度が高くなると,電流や電圧はどう

かわってくるかっ

ハ.結果

11)電熱器と螢光灯のところでそれぞれ,沢l定 し,計

算したが,100V・ 250Wの アイロンでは電流が 2.3～

2.4ァ ンペアで,100V・ 300Wの アイロンの場合は2.8

アンペアぐらいである。

電圧は 100Vな い。

電熱器には銘板があり,それには,電圧,電流が記

入されている。電気機具にある程度以上の電圧を加え

たり,電流を流したりすると,破損したり,その機械

の正常な性能を発揮できなくなる。それで,それぞれ

の機器で,安全でしかも能率の最もよい電圧,電流を

定め,それを,その電気機器の定格値と言っている。

電気機器は定格値で使用すれば,最 も経済的であり,

耐用年数も長くなるわけである。銘板に書かれている

のはその定格値なのであるc

そこで100V e 250Wの アイロンを屋内配線セットに

つないだら, 23ァ ンペアぐらいであったが,こ れは

このアイロンの抵抗が計算の上では40Ω であるが,熱

せられて抵抗が大 き くな ったので,こ の抵抗に対し

て,常に電流や電圧が変化するのである。それでこの

場合でも,電圧100V・ 電流が2.5Aで抵抗が40Ω とな

るのだが,抵抗が大きくなっているので,電流に変化

がでてくることになる。

3の 2 ヒューズについて

イ・準備

ブ

一フ
ク
Ｃ

∩
Ｙ
↑
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屋内配線セット3Aにのヒューズを入れておく。 600
Wト ニスタ_o250Ⅵ Zァ ィロン・300Wァ ィロン 100恥ア

白熱電灯など,既習の材料の中から準備する。屋内配

線セットには, 1の 1の実験のときのように,電流計

を接続しておく。

口・実験

屋内配線セットに,250Wァ ィロン 0100W白熱電球

とを,電流計を見ながら接続していく。

3Aの電流が流れるとき,4Aの電流 が流 れ ると

き, 5.5Aの電流が流れるとき,それぞれ,ヒ ューズ

は切れるか切れないか。

6Aの電流が流れるとき (600Wの ものを接続して,

不足分は小さい電球か何かを併用して,ち ょうど電流

計の針が6Aになるように準備して,ス トップウォッ

チで計時する。)切れるか。

ハ・結果

ヒューズは鈴に錫30%以下,ア ンチモン5%以下を

加えた合金で,220° C～ 320° Cで溶ける融点の低いも

のでできている。回路に大きい電流が流れると,こ の

電流のために発生した熱でヒューズが溶断して回路が

切れる。回路の安全を保つためにヒューズは用いられ

るのである。

ヒューズ・ ボックスは,そ こから安全器 と言 われ

る。 3Aの ヒューズが安全器に入っているときに, 3

Aちょぅどの電流が流れてもヒューズは切れない。 4

A流れても切れない。 5.5Aの ときでもすぐには切れ

ない。6A流れたときに10秒 ぐらいで切れたc

ヒューズは 3A用 のものな らば, 3Aは許容電流

で,そのヒューズに流れる最大の電流が 3Aま でなら

ば安全である。したがって 3Aでは切れない。

それでは4Aで もなぜ切れないかというと,ヒ ュー

ズは,定格の1.45倍の電流では5分以内は保つことに

なっているからである。

5.5Aで も, 6Aで も, すぐ切

れなかったのは,定格の 2倍の電

流が流れたときに60秒以内に溶断

すればよじヽことになっているから

である。したがって6Aの電流が

流れたときに10秒 ぐらいたってか

ら切れたのである。

3の 3ヒ ューズの許容電流

イ・実験

教師実験用屋内配線セットの安

全器にヒューズのかわりに銅線を

入れる。コンセントにコードを接

472

続し,そのコードのソケットにシヨートさせたプラグ

をさしこんでおく。

電源を入れて,電流計で電流をしらべる.

この場合,普通の状態では実験ができないので,ス

ライダックを使用して,電圧を下げ,電流を多く流す

ようにする。どれだけ多くの電流が流れても,実験用

の屋内配線セットの中だけのこと,すなわちスライダ

ック以下での電気の変化であるので,全体の配線に危

険はともなわないのである。

口。結果

ヒューズならば,その回路に過大電流が流れたり,

どこかで短絡していればただちに切れるはずである。

しかし,ヒ ューズのかわりに銅線 が いれ てあるた

め,い くらでも電流が流れる。この実験の場合,最高

の電流を流しても,ヒ ューズがゎ りに安全器に入れた

銅線は切れなかった。

安全器に入れた銅線が切れなかったのでなお一層多

くの電流を流すので,電線やコードは過熱して,それ

らのものは絶縁物で被覆されているので,熱の放散が

悪く,ま すます温度が上がり,絶縁物を焼くという大

変危険な状態になる。45Aな どという過大電流が流れ

るとビニールコードなど4～ 5分で焼けてくる。定格

外のものをヒューズとして入れることの危険は,日 で

見て理解できた。なお電線やコードにも許容電流が定

められ,特にビニールコードは熱に対して弱いことも

一目瞭然であった。

これらの ことか らヒューズの必要性,電熱器具に

は,ビ ニールコードが使用されていないわけも理解で

きたわけである。

もっとも今日では電流制限器が使用されるので家庭

の電気回路の安全は増したけれども………。

(岐阜市立藍川中学校)

2図 教師用 (実験用)屋内配線セット
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栄井福

I 形に対する子どもの認識

ものの形に対する子どもの認識を深めひろめていく

ことは,近代的生産技術の教育における基本 的 なか

まえ方である。子どもの認識の発達過程については,

いろいろな面が考えられるが,その中でものの形に対

する認識というものはどのような位置をしめているの

であろうか。小学校における図工科教育の中でその間

題はいちおう解決されてはいるのであろうが,し かし

生産技術とのかかわ りにおける形の認識ということに

なると,こ れは中学校での技術科にまたなければなら

ないのである。

ものにはすべて形がある。そしてその形が単に美し

いというだけではなく,目 的にかなった機能を発揮で

きるようなものでなければならない。技術教育一一と

くに木材加工学習の中において,こ の認識を深めひろ

めていくことは可能であるし,ま た木工学習のひとつ

のねらいはここにあるのではないかと思われる。

Ⅱ デザイン学習カリキュラムの作成

そこで別表のようなカリキュラムを作成し実施して

みたのであるが,こ こで問題になったことを若千記し

て諸先生方の御批判を得たいと思うc

① デザイン学習というものが技術科の中においてど

ういう位置をしめるか。ねらいはあくまでも子どもの

もっているものの形に対する認識をひき出してやるこ

とにあるわけだが,それを製作過程とどう関連させる

かという̀
点
になると,かなりむずかしい問題がある。

そして,それがたとえば指導要領にいうところの「表

現・ 創造の能力を養い……」ということをどれだけ実

現し得るものであるかという点になるとはなはだ疑問

である。

② このカリキュラムはこれらのデザインに関するこ

考案設計における系統性への試み

■■HL″■腱■●″ワ■目L"ワヽビb′ワヽ
`ロ

ロワヽ

“

日口
'ヽ

d巨‐ワヽ
`口
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“
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とがらを 1年の木材加工学習に入る前の段階で,系統

的に数時間流す場合の計画である。だからここでは単

に木工製作だけではなしに,金工から更に機械の領域

にまでわたって教材を構成デザインという面からとら

えてみたいと考えた。たとえば トラス構造の説明に自

転車のフレームなどをとりあげた。

C さらに直接製作はしないが,子 どもの経験にふれ

る範囲内で,で きるだけ多くの構造物をとりあげるこ

とにした。たとえば由面構造やコンクリート構造など

は製作はやらないが,子 どもの目にふれる機会も多い

のでとりあげてみた。

④ 荷重と構造の問題では数学的にやや無理なところ

ももちろんある。たとえばはりのたわみが厚さの 3乗

に反比例することなど。しかし数式としてではなしに,

具体的な例をとりあげていけばある程度理解可能では

ないだろうか。

⑤ 「力と仕事」という点については,理科では2年

でとりあつかうことになっている。ほぼ同じ内容をこ

こでは 1年の 2学期にあつかうわけである。しかし理

科においては,そのねらいは実験操作を通して,ひ と

つの法則をみちびき出させることにある。それに対し

て技術科のここにおける教材としては,法則の追求に

あるのではなしに,その法則が具体的 な構 造 物の中

で,実 さいにどのようにあらわれているかを見つけ出

すことである。そこで理科における実験操作を通して

の法則の発見をやっておかなければ,技術科において

その具体的なあらわれをつかむことができないのかと

いうと,私は必らずしもそういう必要がないという立

場に立つ。つまり具体的事物の中で,自然科学の法員じ

がどう利用されているか,一一それを模型の製作など

主として手の工作を行なう過程で,発見させていくこ

と,こ れが技術科の使命ではないかと思う。

⑥ したがってここでは実用的な品物の製作に入る前
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にかんたんなボール紙や割ばしといった材料によって

できるかぎり模型を作らせる必要があろう。その中で

子どもは手の仕事を通して,力学的法則を体得してい

(別表)技術科 (1年 )におけるデザイン学習カリキュラム

くであろうcそ してそれをもとにして倉1造的思考力も

養ない得るであろう.

(三重県島ケ原中学校教諭)

学 習 項 目
 1時間

|

動活習学 指 導 上 の 留 意 点 準    備

I デザインとはど

うい うことか。

①  使 い よヽヽ こと

② 丈夫であるこ

と.

③ むだのないこ

と。

④ 感じのよいこ

と。

時

間

。身近かにあるものの形について認識

をあらたにさせる。

(例 )各 種のこしかけを示して ,

姪剤
それぞれについて,各 部の大きさ

の比率などに注意しながら,ス ケ

ッチをさせるc

Oそ のものを使 う目的を1ま っ き り さ

せ, 目的に応じて使いよい形である

こと,前記各種のこしかけの使用目

的について考えさせる。

。次 のよ うなこしかけの模型をボール

紙 とセメダインでつ くらせる。

④の材料の使いかたによって丈夫さ

がどうちがってくるかc

C少 ない材料で,作 り方が簡単である

ようにするにはどのようなや り方を

すればよいか考えさせる。

(例)ブ ックエンド

(a)(b)ど ちらが材料 の使い方でむ

だがないか。
O日 用品や機械などでグッ ドデザィン

の写真をみせて,形 の上で感 じのよ

い点を直観的に とらえさせる。

た とえば

デパー トのグッ ドデザインコーナー

。生徒の日常生活の中にお

けるものの形についてこ

こではまず直観的にとら

えさせどんな形がよい形
であるかを考えていくて

がか りとする。

Э形がよいとい うことを分

析 していくと

0 使いよさ

2 丈夫さ

3~ むだのなさ

3 感じよさ

の 4つ になることを気づ

かせる。
C模型つくりを重規するこ

とがデザインの上では必

要である。

ブックエンド|ま 2年 の金
工であつか うことも考慮
しておくら

:感 じが よい」 とい うこ
|

とは感覚 の問題であるか
|

ら,科学的な分析をす る |

こと|よ むずか しい。

折 り曲げ (b)

。各種の

こしかけ

実物のないも

のは写真を使

う。

" ,ll - zLfr(

i;s"4y

ブックエン ド

の既製品

2種類

・ グッ ドデザイ

ンの実物や写

真

た とえば北欧

民芸品な ど



I Il 材料の特徴と

1       構造

C 線材の構造

a ピン状結合

|→ トラス構造

b が くぶち状

結合
|→ ラーメン構

時

間

実 践 的 研 究

|にある日用品

自動車や電車などの外観

。各種 の材料を線材→板材→塊材 とわ

けてそれぞれの特徴や構造を理解 さ

せ る。
C厚紙 とハ トメと糸で次のよ うな構造

の模型をつ くらせ,そ れぞれ実験 さ

せ る。

C I外 力

C このよ うに変形 しな ヽヽ た め に 0
は, ど うしたらよいか 考 え さ せ

る。                |

ン
ピン状 結合

卜圧縮力
ヽ

が くぶちの結合の しかたを観察

させるc

C線材の結合によってつ く

られた日常的な機械 0器

具を思い出させるc

cパ ィブいす
。自転車のフレーム

(2年 ,機械教材と
'の 関連 )

力を矢印で表わす とい う

こと|ま , ここで tよ じめて

で くるのであるから 2年

理科教材 との関連を考慮

してお くc

力のかか り方 に つ tヽ て

|よ もういち どくわ しくし

らべるからここでは単に

力のはたらいている様子

をかんたんにあつか うc

ラーメン構造 (ま 鉄筋 コン

クリー トに使われている

わけであるが,実 さいの

工作では とりあげないか

ら,そ のことを指摘す る

にとどめてお くc

。厚紙・ ハ トメ

・ 糸

O自 転車
Oパ イプいす
。トラス構造に

よる建造物の

写真

鉄塔

鉄橋な ど

。鉄筋コンクリ

ート建造物の

写真

・ がくぶち

部
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③

力

力

張

縮

引

圧

面

面

上

下

〕
Ч
ｔ

実さいの工作において (ま

曲面を用いることはむず

か しいからここでは生徒

の日常 目にふれているも

のの中からシエル構造を

。画用紙

。シエル構造を

利用 した機械

・ 器具な どの

*o)

変 形

外 力
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。このこしかけを 45° に傾けたとき。

―

実 践 的 研 究

③ 塊材の構造

鉄筋コンクリー

トのはりの原理

Ⅲ 材料にかかる力

① 力のかか り方

圧 縮

引 張

曲 げ

剪断 (ずれ )

捻 り

荷重 (外 力)

と応力

みだけで曲ってしまう。

このように曲面を利用 して丈夫にし

た構造の実例をさがさせる。
O自 動車の外装板  。波型鉄板
O曲面をかったいすなど

。次のような簡単な実 験 を 行 なわせ

る。
1.レ ンガを横に数個ならべ,こ れ

を上と下と2ケ 所をひもでしばり

両端をささえる。

2.こ のとき,下のひもを切るとこ

のはりがこわれてしまう。
3.下のひもはそのままで,上のひ

さがさせる程 度 に と ど

める。

これもまた実さいの工作
において実施することが

ないので,こ のような構

造に対する認識を得させ

るだけにとどめる。

。しかし日常目にふれるも

のの中にはこの塊材構造

の原理を利用 したものが

あるので,それを思いお

こさせる。
O石垣の石積み
。PSコ ンクリート造

りの橋
O社会科で学習するヨ

ーロッパ古代の石造

建築など

写真

。 レ ン ガ

ひも
。鉄筋コンクリ

ート見本
0各種写真

もを切ると,こ のときは,

こわれない。

この実験から鉄筋コンクリー

りの構造について理解させる。

は リヤま

卜の は

コンクリー ト

E=輩墓三≡≡三墓≡≡≡≡互二重L=コ鉄筋

。工作室にあるこしかけに働 らく荷重 と応

力について考えさせる。

荷重

この座板 にかか る力

(応 力 )

||

曲げの力

||

くわしくしらべると

上面…圧縮

下面…引張

。直接日で見ることの

できない力とい うも

のをいかにして認識

させるかが問題であ

る。

ひとつの方法として

材料を破壊させて,

力を認識させ同時に

安全率,材料試験に

ついてもかんたんに

ふれる。

O荷重と応力との関係
の把握はやや困難で

あるかもしれない。

。工作室用こし

かけ

(a)



② 力と変形

a.セまり|こ かかる

曲げの力の状態

||

曲モーメント

b.は りにおける

荷重 とたわみ と

の関係

時

間

このくぎのうける力

(実 さいにはほぞ)

||

剪断の力

。このよ
′̂ミ ると

。庭いすのlllは なぜ下の図のような形をし

ているのだろうか。

。両端ささえば りにおいては曲モーメント

はどうなるか。

。両端ささえば りにおける荷重とたわみと

の関係はどうなっているか。

うな力のかか り方を模式的にしら

。鉄筋コンクリート校合のベランダはなぜ

下の図のような形をしている の だ ろ う

か 。

ここでもやはり生徒

のみ じかな問題 (た

とえば校合のベラン

ダ)か ら入 り,曲 モ

ーメントの説明をす

る。もちろん計算な

どをやる必 要 は な

ヽヽ。

0庭 いすのlllに もやは

り曲モーメントがは

たらいていることを

理解させ,脚材の形

がこの曲モーメント

に対応していること

を気づかせる。

座わ くを下の図のよ

うにするわけについ

ても同様

。 〔たわみは厚さの 3

乗に反比例する〕

実 践 的 研 究 一 一 一
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厚 さ 梁 間 荷 重 たわみ 〔たわみは梁間の 3

乗に比例するI

〔たわみは荷重に比

例する〕

以上 のことは数学的

に無理であるから具

体的な ものについて

だけふれ るに とどめ

る。

11

2

8

8

1/8

4

:111可

Ⅳ 構成練習

Cマ ッチ軸 6本
でぐらぐらしな
い立体をできる

だけ形のちがっ

たものを数多く

作る。

C 害1り ばしと輪
ゴムによる平面

・
形の構成

C 割 リヤボしと輪
ゴムによる立体

の構成

時

間

◇寺44
と

し

　

ｃ

た

示

る

えば下のよ うなや り方をさいしょに

,こ れにならっていろいろ工夫 させ

。害1り ばしの両端に割れ 目を入れて,そ こ

へ輪 ゴムをかけて下 の図のよ うな形を基

本 として,い ろいろな構成を考えさせる。

O下 の図のような基本形をもとにしていろ

いろな立体の構成を考えさせるc

0ぐ ら ぐらしないため

には三角形になるよ

う構成することが必

要であることを理解

させる。
Oほ ん とうは トラス構

造であるから接着剤

を使 うのはまずいが

しかた力`なヽヽから各

端は接着剤で接合す

る^

0マ ッ チ 軸

接着剤

Cこ の場合輪 ゴムは引 ‐・割ばし

張材としてのはたら 1 輪ゴム

きをしていることに |

気づかせるc    .

C以上のような構成練

習は技術教育におけ

る創造的思考力をや

しない,考案設計に

おけるデザインの基

礎的能力を高めるた

めに行なわせるもの

である。

ヽ
・》

‐

以上合計 7時間

へＬ

1 1 1 1

1 1

1 1

2 1

1

2 1 1

一
一　
ｒ
・
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本書は,そのまえがきでのべられているように,新

設教科としての技術・家庭科が,現場教師のまじめな

努力によって,よ うやく現場に定着しつつある一方 ,

この教科では従来の職業・ 家庭科時代に,主 として農

業や商業の科目を担当していた者が多 い。 したがっ

て,工的内容を指導するにあたって,そ こで用いられ

ている用語になじみが少なかったり,用語自体は身に

つけていても,その用語に含まれている最新の技術的

内容については,あまり通暁していなかったりする場

合が多いという実状認識のもとに,編まれたものであ

る。

たしかに,技術科の教師の不可欠な条件として,そ

の学習内容に含まれている用語について,その意味内

容を正しく理解し,その使用に習熟しておくことが要

求される。まして最近のように,「教育内容の現代化」,

それ の「系統化」による教育内容の再編成がさけ ば

れ,その観点からの研究・実践が要請され,行なわれ

ている段階では,こ のことは技術科教師にとって,重

要なことがらに属するといえる。

このような時に,本書が世の中におくられ た こ と

は,これからの技術教育の研究・実践を推進 。発展さ

せるために,大いに役立つものと思う。

本書の内容は,技術・ 家庭科 の<技 術>の部 面か

ら,製図・木工・機械・電気・工業生産技術の5領域

にわたり,そ こでの基本的重要語 500語が,選ばれ ,

各執筆者によって簡潔にのべられている。

わが国においては,技術教科が今日のように一般普

通教育として考えられ,学校教育の中に位置づけられ

てから,未だ日が浅い。

そこから他教科以上に,克服しなければならない,

いろいろな困難 0障害が多く横たわらている。施設・

設備の貧困・格差の問題はいうにおよばず,本教科に

たいする一般的認識の不足,過大な生徒数・ 過大な持

ち時間数,そ こえもってきて,従来,農業や商業を専

攻し,それらの科目を担当していた先生がたが,工的内

容の指導を行なうことになったため,新たに教師の指

導能力の問題が,きわめて大きな問題となっている。

いうまでもなく,農業や商業専攻の教師は,こ の教

科内容にういては素人に近いわけである。それに加え

て,上記したような,要条件のなかで実践を強制され

ている現状では,指導に必要なことがらの系統的学習

は不可能に近い。現状では,技術科の学習内容を指導

するために必要な基本的用語およびその用語の意味内

容を手取 りばやく知ることのできるような本の必要性

もある。

ただ本書をみて,ち ょっと気になることは,た とえ

ば,「 アース」(earth)の 項につぎのような叙述がみ

らオtる 。

「ラジオ受信機などのアースとして使用する銅棒や

銅板は,つ ぎのような大きさのものであればよい。」

として,「銅棒一―径 10mm, 長さ300mm以 上, C同

板-300× 300mm2以上」.

これでは,銅棒や銅板をアースとして使 うばあい,

なぜこの大きさ以上のものでなければならないのか,

またこれ以下ではなぜ不適当なのかがわからない。こ

れでは,へたすると,生徒に機械的にその大きさを覚

えさせるような結果になりはしないか。教師は,本書

の利用にあたって,こ の点,十分の配慮が必要であろ

うc

とにかく本書の編集・執筆者は,一流の教育学者や

すぐれた現場教師であり,これらの人たちの手によっ

て生れたものである以上,教育研究や教育実践とは直

接関係のない,各領域の専門学者や技術者の手によっ

てなったも,の とは,ちがった (ただ文章がやさしく,

わか りやすいといったことでなく)ユ ニークさがなけ

ればならないと思う。そうでなければ,わざわざ教育

学者や現場教師がこのようなものをつくっても,その

価値は半減してしまうのではなかろうか。

しかし,こ のような小さな 1冊の本に, 5領域にわ、

たる基本的用語をもりこみ,簡潔にまとめられている

ので,常時,手軽に利用できるので便利である。現場 i

の実状からいって,現段階での利用価値は大きいと思

われる。ハンドブックとしての活用をおすす め した

い。 (S)

(新書判,函入,226ページ,定価460円 ,国土社刊)

Ｊ風懇韓轟一』一̈ザ一一，
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■文献ダイジェス ト■

最 近 の教 育誌 か ら

最近教材構造に関する論文が教育誌に多くみられる

ようになった。なるほどわたくしたちの毎日の授業研

究には教材に関することが直接的に取 りあげられ考え

られてくる問題なので等閑視できない。むしろおそす

ぎるくらいの研究態勢である。

学習心理 11月 号は学習における発見方式を特集し

ている。発見学習は単なる教育方法上の指導技術だけ

ではないそうである。そこには発見を要請する教材の

構造が教師によって構成されていなければならないと

思う。同誌で広岡亮蔵氏は「発見学習における学習構

造」の中で「PSSC物 理」も発見学習の原理を手ご

ろな程度において巧みに取 り入れているといい, ソビ

エトや東独の教授学文献では最近「自主活動」という

ことばと思想がかなり顕著である。「自主活動」は発見

学習よりも広い概念であるが両 者 は親近な関係をも

つ。自主活動を限定して発見学習に近づけている例は

現にダニロフ「教授過程」などにみられる。

今日の提示教授=系統学習は 1つには教育内容の現

代科学化の主張をかかげて,老朽化しつつある現行教

育内容の古さを克服し,も っとも進んだ線上にある科

学の成果を学習の正座にすえようとする。 2つには科

学の成果を教授の出発′点とする結果主義に立ち,科学

の既成成果をその直線的な論理体系に従って教えよう

とする。言いかえると,発見学習は科学の成果を学習

の到達点とする過程主義に立ち,多かれ少なかれ再発

見・再生成・再構成の認識過程を子どもたちの積極活

動によってたどらせる学習方式であるこだから発見学

習する子どもはいわば小さな研究者であり,幼い科学

者である。(p.13)

発見学習においては何を発見させるか,そ していか

に発見させるか,の内容と方法が問題となる。この節

では,前者の「何」を言いかえると発見学習の教育内

容を問題としたい。「何を」なおざりにするならば発

見学習もいわば野放し発見法になる。野放し発見法で

は的確な学習活動をも十分に期待す る こ とができな

い。

すぐれた教育内容の設定という課題はこれを巨視的

に考えるならば教育内容の現代化という大きな問題に

5θ

当面する。現行の教育内容は時代的なズレをもってい

る。単元の学習内容にそくして微視的に取 り扱おうと

するなれば,教材構造の問題が登場してくる。この考

えは近年,教育現場が学習内容について問題としてき

た教育実践を組織だてて考えたものにすぎない。学習

内容の精選,枝葉を取 り去って根幹を明らかにするこ

と, ミニマムを構造的に取 り出すこと,こ れが教材構

造の考え方の先駆である。

教材構造と|ま単元の学習内容の原型であり本質構造

であり,枝葉を取 り払った根幹がもつ構造である。原

型であり,本質である教材構造を学習者が習得するな

れば,その学力は広い適用力,豊かな転移力,創意あ

る発展力となって現実fヒ し開花する こ とカミできる。

(教材構造は学習内容の原型,本質であるが,教材で

あるからには,子 どもの学年発達の水準における原型

・本質であるにすぎない)

単元の教材構造を取 り出すには 2段の手続きを弩て

なされるc第 1段はその教材の中心観念を明らかにす

ることである。できるだけ教育内容の現代科学化の視

点からその教材がもつす ぐれた中心観念を取 り出すよ

うにしたい。第 2段は基本諸要素を析出することであ

るG中′い観念のサーチライトの光亡下に浮かび上がる

学習内容のうちで基本的事項にあたるものを析出する

ことである3

発見的な学習過程では,発見学 習 に お ける「いか

に」の問題を考えたいc教材構造のできあがった結果

を要素から出発して複合への論理系統に従って教えて

いくのが提示教授=系統学習である。これに対して発

見学習は教材構造を多かれ少なかれその成立過程に組

みなおし,こ の過程を子ども自身の足で歩かせること

を通 じて,子 ども自身をして教材構造を再発見させる

指導である。発見学習の現寒過程は教材や発達のちが

いに応じてさまざまであり簡単に定式化することは困

難である,が ,と して氏は比較実験研究の試みから次

のような形式を提示されている。(p.16)

発見学習の展開の初段階は全体把握の学習計画であ

る.全体把握とは,学習内容の全体について経験を出

し合いつつ直観的な把握をすることである。このばく

然たる感性的全体をどう解きはぐし,ど こから着手し

て学習を進めていったらよいかの見込みをたてること

が,学習計画である。だから学習計画は全体像をいく

つの柱に分けるかの内部分け,そ してどの柱からどの

柱へと学習を進めるかの順序づけの, 2つの仕事を含

んでいる。こうして初段階で,学習することの全体像

と内部区分と着手順序とが,子 どもの手によって明ら

かにされる。

R
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本段階はそれぞれの柱の順次的なつきつめである3

発見学習の本段階での学習問題の順序づけは,粗なる

やさしいものから精なる困難なものへの心理的配列を

原則とする点で要素から複合への論理的配列を原則と

する提示教授=系統学習の順序づけとは原則上の相違

をもっている。しかし現実には提示教授の論理的順 |ト

に乗っからなければ発見学習の′心理的順 |シ づけがなめ

らかに進行しない場合も少なくない。

ところで発見学習における各学習問題の つ きつ め

は,仮説の想定一一事実と仮説との相互作用一一 阪説

を洞察に高めて知識の再発見的な組織をする,の学習

手続きを原則とする。こうして発見学習は直観的思考

を先行させ,そ の固めとして分析的思考を後行させる

点で,分析的思考を主 とする提示学習とは趣きを異に

す る。

終段階は教材構造の獲得とその発展的な適用である

前者の教材構造の獲得とは,さ きの展開の本段階で再

発見された諸知識をここで整然とまとめあ|ザ て,こ れ

を構造化された本質的知識にまで純化す る こ とであ

る。

後者の発展的な適用とは構造 fヒ された本質的知識を

関係する具体場面のなかへ適用して,生 きた力,転移

力をもつ力,発展的な力に変化させる こ とで あるc

(p. 16)

その他同誌で東洋氏の「発見学習における思考の心

理」佐藤三郎氏の「発見 の 学 習 とその動機づけ」麦

島文夫氏の「発見のための教具の機能」が掲げられて

いるが,発見学習方式の基本文献 とも言えるブルーナ

ーの本書を内容的に紹介し,こ の考えを現場実践の間

題 として,それぞれの立場から検討を加えようとする

ブルーナー「教育過程」(J・
S Bruner,The Process

Of Education)の 紹介はぜひ一読をおすすめいたし

ます。

なお発見学習の実践の具体的な展開として「教材構

造と再発見学習」を水越敏行氏が,ま た教育の「全体

的把握」に関しては「教育J1963 NO.152に 吉田昇

氏が論文を出しています。これは主として大槻氏と上

田氏との論争を中心にその考え方を出されていますっ

また学習′心理12月 号では特に読む べ き ものとして

は,ゲ ッッェルス・ ジャクソンの 確1造 1生 と知能」の

抄訳が広岡売蔵・赤木愛知両氏によって紹介されてい

ますっ本書の章構成は,1.問題提起一―子どもの才

能のさまざま,2.知能の高い子どもと,創造性の高

い子ども一一知的才能の研究,3.倉」造的思考につい

て一一調査結果の理論的・教育的意味,4.道徳性の

高い子どもと適応性の高い子ども一一対人的才能の研

究,5.事例研究,付章,1員 1定 に用いたテスト類と測

定の手続き,等を紹介しています。なかなか面白いっ

わかり易く読まれました.(p.46)

また「倉1造的思考とその開発」を柴田義松氏が独特

の麗筆でスミルノフ・ポノマレフ・ ダニロフなどの例

をあげて述べていますが,特に最後の文で気にかかっ

た文がありました。「・……わが国では教育の問題を考

えるとき,いつも方法に重きをおく傾向が強いために

倉1造的思考をどう育てるか」という問題がたてられれ

ば,す ぐにそれにはこれこれの学習が必要であるとい

ろいろの方法が並べたてられる。こ うして「……学

習」「……方式」などのコトバがたちまちにして流行

するようになるのだが,現実の援業はほとんど変って

はいかないのである。現実の大部分の授業,そ して生

徒の思考活動の動きに,も っとも強引に作用している

のは,教科書であり,教授の内容の系統であると言え

よう。

この点で教授=学習過程の論理を問題にしながら,

教授の内容,科学的知識の系統こそが教授=学習の運

動の基本線を示すものであり,子 どもの発達を左右す

る決定的条件であることを明らかにしているダニロフ

の論述に私たちは多くを学ばなければならないと思う

と結んでおられる。このコトバはかなり私たちにとっ

て吟味し考えねばならないことで耳のいたい人たちは

いませんでしょうか。

(水越記)
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活動方針を決めるに当って

1963年は,技術・家庭科が一つの曲り角に立った年

であった。職業・家庭科からの完全移行が終り,文部

省主催の研究会でも,技術的思考がうんぬんされた。

本連盟研究部でも栽培から電気まで一応の検討が終

わり,今後は教授法や,運動の拡め方が問題とされる必

要が感ぜられるようになった。ただ女子向教材の再検

討については数年前から問題にされつつも,未だ一般

的な結論には達していない。一昨年度 '62年 度の活動

方針の討議に当っては,主に技術論が中心になったが

63年度は,実践的に証明することに研究がしぼられて,

思考過程の分析などはあいまいであったし,研究活動

の進め方についても,さ まざまな論′点から討議された

にもかかわらず,それぞれ論旨が徹底しないきらいが

あって,今 日までのびのびになってしまった。本連盟

の活動方針は8月 の大会後に決定される習わしであっ

たが,63年度はそのようなわけで遅れたので,64年度

のものと考えて,実質的には '62年 ,'63年の活動をふ

まえた上での方針を決定することになった。そこで,

今まで決定できなかった主な理由に簡単にふれると,

まず第 1に本連盟の主張が部分的にとらえられる危険

がでてきたので,も っと本質論に帰って,全員が共通の

理解の下に活動できるようにしなければならないので

はないか,と いう問題に逢着せざるを得なくなったの

である。第 2には,工的分野の研究に主力が置かれ,

女子の家庭科教材の統合整理を,男 女共通の内容に編

成しなおす努力がたりない,こ の点をどう克服するの

か,その克服のし方はどのような視点に立つのか,な
ど,家庭科教材の再編成論の基盤が不確実のまま,今

日に至っている点からくる問題がある。もちろえ,技

術教育の内容と家庭科教育の内容とを同質に考えるこ

とはできないが,男 女共通を常に原則として運動を進

める上から,後者の問題も当然,真貪1に取り組まねば

ならない問題である。しかし研究活動方針はこれらを

個個の問題として採 り上げるのではなく,こ れらの問
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題にたちむかう態度を明らかにする方向づけを行なう

ためのものであるはずであるから,一般的な現情分析

や本連盟の本質討議に時間がさかれたことは,ゃむを

得ない事情もあることをお汲み取りねがいたい。そし

て,そ の結果は平凡なものであり,こ の平凡さをお互い

の共通理解にしたというのが研究活動方針を公にする

ことの意義ではないかと思う。以下,技術教育の現状

分析,民 間教育団体としての産教連盟の性格,今 までの｀

成果と今後の課題の三章にわけて述べるが,成文化し

た責任者によって,やや重複したリニュアンスの違い

もあろうが,大体首尾一貫したのではないかと思う.

1.最近の技術教育の動向とわれわれの態度

中学校の技術・家庭科の教育を考えた場合私たちは

ともすると教科のことだけしか考えないことが多い。

その考え方も教養科目としてか,職業訓練的な意味が

強かった。しかし最近は文部省から「技術的思考を伸

ばす」とか,「創造的能力を養 うJための題材はいか

に,と いったものが出され,本教科の教育内容が常識と

か職業訓練の範囲にとどまらず,「融通の効く」「技術

的適応能力を持つ」子どもを目指したものであること

が明きらかにされてきた。このような意図が出されて

きた背景として,本連盟の研究方針などもある程度関

係があったことも考えられなくもないが,現在の産業

界の要求I~応 えるということが主な理由であろう。技

術革新の進展と共に,中級技能工の不足は全国で,100'

万人を越えるといわれ,各企業,特に大企業では中学

卒就業者の再教育が盛んになってきている。「生産性

の向上」を旗印に中学校における技術教育も再検討せ

ぎるを得なくなってきたのである。技術的適応能力を

拡大すること自体に是否をとなえることはないが,間

題は教育の内容である。単に「技術」といってもさまざ

まな受け取り方があるが,子 もどや親や私たち教師を

とりまく外側の要求を,そのまま公教育の中に持ち込

むことが誤 りであることを確認する必要があろう。し

かし「そのままJと いっても無意識のうちにとり入れて

・
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ヽヽることもあろう。

技術・家庭科の各単元内容を,技術学(工学)化 して

ヽヽけば,それが正しい技術教育や家庭科教育につなが

るという考えも,徳 目教育的な生活主義や,作業主義に

:較べれば長所はあっても,それが子どもたちを全面的

に発達させる教育につながるという保証はどこにもな

い。又,技術・家庭科だけの教育だけをいくら改善し

てみたところで,現在の教育体制の中でのことでしか

ない。だから私たちは技術教育の問題を考えるに当っ

ては,いつも二つの視点に立っていなけれ ば ならな

い。一つは,公教育における技術教育の意義とはなに

|かを実践の中で,理論の中で追求していくこと,他の

一つは,その追求された技術教育を阻むものは何かを,

明らかにして,その障害をとり除いていくことである。

:技術教育のあり方については,こ こで改めて述べるま

でもない。本誌紙上でもたびたび論争されている技術

力ヽ技術学か労働と技術などの中で明きらかにされてい

るように,単に主要生産部門に対応した工学を中′らに

:系統化された教材を,子 どもの認識の発達段階に応じ

て配列するという内容ではなく,技術や自然科学は社

会や歴史の発展 (換言すれば生産手段の所有関係)形

1態 と,実在的に密着した関係にあることを忘れて,技

術の問題を論ずることはできないという視点に立って

いる。そうは言っても私たちを取 りまく悪条件は,こ

うした主張を生かした教育を非常に困難なものにして

いる。

私たちが,子 ども一人一人の個性をのばし,調和の

とれた,全面的な発達を考えれば考えるほど,い ろい

ろな壁につきあたるし,「完全Jな教育とは,子 ども

の一人一人を考えるよりも,形式的な指導案と,見せ

るための施設づくりのこ とだ という,不思議な「常

i識」がひろがっているのが現状である。

こうした中で民間教育研究団体としての私たち産教

:連に課せられた問題は何かを明きらかにしておくこと

は,今後の運動をひろめてゆく上にも必要であろう。

2.民間教育研究団体 としての産教連の性格

民間教育団体は,政府の「権力」に一 切 干渉 され

ず,全 く自主的な研究を促進する ものです。たしか

に,自 主的研究の保障は,教員組合はじめ,地域の国

_民大衆との共闘なしには考えられないのですが,研究

の中味をたえず提供し,検討する場を保障する組織が

なければ民主教育を守り通すことはできません。その

意味で,産教連は中学校の技術教師を中心とする全国

t的組織をもつ唯一の民間教育団体です。それは,すべ

て の良心的な教師の研究の成果に門戸を開放し自由な

討論の場を提供すべきものです。それ に もかかわら

ず,民間教育団体とは何かという点で,意見の一致し

ないところがありました.

戦後の民間教育団体は,戦前からの伝統を受けつい

だのも,あたらしく生まれたものもありましたが,は

じめは戦前からの非民主主義的な意識の残りかすもあ

って,地域の教育行政当局や学校の幹部クラスの教師

が推進し,上から一般教師を強制し,啓蒙するという

教育研究形態が長い間なくなりませんでした。したが

って反官僚主義の旗 印は強く,六 0三制初期の実績

は,こ れでたたかいとられたのですが,へい害として

ペーパープランの流行,見せるための教育計画,施設

や, うつすための形式カリキュラムを生み出したので

す。したがって,いわゆる底辺教師の労働過重のこと

など,あ まりかえりみられず「実践をあげるために」

民間教育団体に学ぶ風潮が出て,今 日でもそのような

考え方の残っているところがあります。私たちは,そ
のような弱点を急速に克服しなければなりませんが,

産教連を「民官教育団体」とする批判は肯定できない

ものです。

量産教連の主張がかつて,第一次建議に と り入 れら

れ,「技術・家庭」科の成立に,あ る一定の役割を果

したり,交部省「研究の手びき」 (機械・電気)の出

版などに影響をあたえたことは事実かも知れません。

しかし,こ のことから「研究活動」に対立関係という

ものは,も ともと存在しないという歪曲や,「アベッ

ク研究闘争」をしているというひぼうは正 し くあ り

ません。もしも,私たちの「技術学」理論,「思考過

程」理論などが,そのまま現場教師へのしめつけ,お

どかしに使われたならば,結果として文部省の理論を

強化したことになりますが,も ともと一部だけ切 りは

なせるものではないのです。

ま教育実践には,その理論的裏づけが必要であり,連

盟研究部が提案してゆく方法論,教育理論は,「優秀

な生徒」にだけ理解できるというものではないはずで

す。産教連の「民主的に して平 和的な教育に寄与す

る」という目的は,現在,お ざなりの言葉ではなく,

中味をもっています。教師の技能がすぐれていても,

それを理論も科学的な教授法もなしに,子 どもに押し

つけていては,民主的な教育というこ とは できませ

ん。たとえば「技術学を教える」ということだけをぬ

きだせば,「民主的も平和的も関係ない」と受けとら

れるかも知れません。教育の機能だけを問題にする考

え方は,意図的に,教育の目的を考えることから目を

そらさせ,「人的能力の開発」のための教育を知らず

知らずのうちにやらされていることになります。子ど



もの考え方がどう変り,学級集団が ど う成 長したか

(も ちろん,技術科の授業だけ切りはなして考えられ

るものではありませんが)を考える中で,理解力,学

力の向上ということが考えられるのが当然です。こう

いう目で見ないで教師を中心に考え,あ る官制教育団

体の目標のように「教師の使命観に立ち,日 本教育の

再建を志向し」うんぬんというような,一一権力機構

に組みこまれた教師一―考えかたが,一部には残って

い る し,現 在権力によって促進させられていますc

「生徒はどう理解したか」「どう評価 す るか」に集

中した教育観は,子 ども一人一人をバラバ ラに孤 立

させ,競争をあおり,子 どもに対して,教師はますま

すよそよそしい存在にさせられていきます。これがい

やだといいきれる教師,人間らしく生きたいと願 う教

師は,教育の中味について,自 分の,真に国民の要求

にもとづいた実力をつけたいとう要 求 を持 っていま

すc

産教連は,こ の要求にこたえる義務があります。翼

在,日 本の労働者階級は,教育問題にも自己の要求を

明確に持ちはじめていますc高校全入運動は,こ のよ

うな要求から出発しています.技術教育は,その中で

重要な地位を占めます。高校の普通課程における技術

教育の内容は,中学校の技術教育の内容の,真に社会

科学に立脚した検討,整備なしには考えられませんc

産教連が全国的に組織的に,要求にこたえてつみあ|ザ

てゆく教育実践の一つ一つが,国民的課題と結合して

います。もちろん,現在の情勢は多くの困難を伴って

いますc産教連の研究が,そのまま文部省に吸いあげ

られるということは起りえないし,そのような部分的

な改革は,決して根本的な問題の解決に近づくもので

はありません。今 では全国の技術教師の数からみれ

ば,産教連の下に集ってきている教師は少数でしかあ

りません。しかし,無限の発展の可能性を持ったもの

です。

私たちの研究活動は,以上のような分析に基いてお

こなわなければなりません。勤務評定,学 カ テス ト

と,大 きな嵐が吹きぬけ,文部教研の網が投げられ,

過大学級と過重労働に苦しめられている教師が,互に

連絡をとり,日 だたない研究を積みあげてゆくことは

大へんなことです。

連盟会員は,季刊ニュース,雑誌「技術教育」の拡

大運動を積極的に押しすすめ,技術教育の研究サーク

ルを無数に作り出す必要があります。文部教研では,

その民主的な運営を要求したりするだけでなく,理論

的に,正しい意見が正しいと言いきれるように,学習

を進める必要があります。

5`

'63年における研究の成果と

今後の研究活動

〔11 研究活動の成果

昨年度研究部が打ち出した研究活動方針の中核は,

技術教育の内容や指導を規定するものとして,技術科一

における技術学の位置づけと子どもの認識のかかわり

合いの中で「物を作る学習」と技術の法則性の理解と

を如何に調和させて教科構造を組み立てるかというこ

とが中心であった。

このような中心テーマのもとに東京 本部 の研究部 |

は,月 一回の定例研究会の他に数回の特別研究会を開

いてこの問題について解明してきたら具体的に取 りあ

げた問題は,技術教育の本質にかかわる基本問題,教

育計画に関する問題,機械学習・金属加工を中′いとし

た学習指導,技術教育における思考の問題,女子の技

術教育に関する問題,入試問題の検討など多方面にわ

たっていたが,こ れらについての一応の成果は得られ

たものと考えている。

一方37年～38年度における実践研究の全国的な動き

は,かなりの深まりと広がりをみせ,従来のように製

図,木工だけでなく,金属加工,機械,電気において

も実践研究がかなりあらわれてきている。

特に目だつことは,今まで教科書や指導要領にでて

きている教材についての実践が深まり,こ れらについ

ての久点を明らかにして,正しい意味での位置づけが

行なわれてきていることである。この結果,教科書は

書き換えられ,指導要領は改められる必要のあること

が全国的に理解されはじめている。さらにこれらのこ

とから発展して新しい意味での教材観と自作教材が現

われ,技術教育全体の組み替えの必要から自主編成が

具体的に行なわれてきていることは,よ ろこばしいこ

である。これらのことを運動論としてとらえ てみ る

と, 東京サークルで は 37年度が本部研究員 4～ 5人

の集まりであったものが,公開研究会を定期的に開い

たのと,仲間へのいもづる式の呼びかけによって毎回

20～25人が集まるようになり,全体では50人余という

サークルの拡充ができたことは大きな成果であった。

一方組織部を中′いとした全国的な組織作りも着々と

進み,全国各地の実践家や学校との連絡,サ ークル作

りなどかなりの成果をあげている。しかしながら全国

の仲間との実践の交換,思考や労働の問題など今後解

決しなければならない問題は無数にある。今後もつぎ

のような方針にしたがってなお一層の努力をしてゆき

たい。



研究活動方針案を検討するにあたって,産教連とし

ては,あ る一つの型にはまった形式や実践を仲間にお

しつけることなく,数多くの独創的な実践の中から,

それを「技術教育」誌上や研究会を通して交換し,お

互いの実践を深めることが現段階では必要であること

を認め,幅の広い研究態勢を組んで行きたいと考えて

いる。

〔2〕 1964年の研究問題

(1)過去におけるすぐれた実践の整理をし,指導要

領や教科書における教材の長所,短所をはっきり

させておく必要がある。

9)悪い教材を否定すると同時に新しい教材の倉1造

が必要である。自作教材,教具を全国的に交換し

批半1し 実践を広める必要がある。

(3)多 くの教材を新しい観′点から検討し直し,技術

科教育の全体を組み替える必要がある。

{4)あ る教材を中心として授業を展開する場合,わ

れわれのねらう目標や能力がどのように子どもた

ちに認識されてゆくかという学習過程が解明され

なくてはならない。

(5)授業過程の中で子どもたちが行なう学習活動の

記録,教師と子ども,子 どもと子ども,教材と子

ども,な どの関係を明らかにし,どのような場面

において子どもが生き生きとしかもしっかりした

技術の学習をするかを明らかにする必要がある。

(6)技術教育における学習形態は製作実習,実験実

習の形をとることが多いが, この中でグループや

学級集団がどのように学習を展開するか,ま た授

業を高める方法は…などを研究する必要がある。

同時に一人の子どもが技術の学力を形成してゆ

く過程を糸区続して研究する必要がある。

(7)教材,子 どもの認識,教科構造などの研究を通

して,技術科がねらう人間像はどんなものか,中

学校教育全体の中ではたす役害1を 常に明らかにし

てゆく必要がある。

さて以上の観点は,家庭科教育の研究を推進する上

にも共通していえることであるが,最初に指摘したよ

うに,家庭科の教科構造論が,技術科論争のように具

体的に進展していないことが前提にあるので,やや研

究の傾向に相違点があることは忘れてはならないと思

われるc「具体的になっていない」と言ったが,ある

特定の研究会やいくつかのサークルの中では相当に研

究が進え′でいるが,それが一般的な形で共通の理解に

なっていない,と いう意味である。教材や教授法の研

究に重点をおく方向と,運動論的な方策から教科構造

を論ずる傾向とが対立している点が克服され なけれ

ば,本連盟の家庭科研究も発展しにくいであろう。被

服製作を含めて工的な学習を男女共通にしてゆこうと

いうことは,技術教育としては成立するが,家庭科を

男女共通にしてゆく試みと混同されてはならない。そ

うした意味では,家庭科教育の本質討議が更に活液に

行なわれなければならないことを付言しておきたい。

(家庭科教育の問題点や研究方法については別途, 2

月号で特集される予定になっているので, ここでは間

題の指摘にとどめる)

あ と が き

この研究活動方針は昨年の8月 以来,何回かにわた

って常任委員会で討議された内容を完全に示している

ものではありませんЭ方針を立てるに当ってはまず現

状分析をする基本的態度,民間教育研究団体の役割 ,

特に産教連が中学校技術・家庭科の教育研究に果たし

ているそれ,そ して最も鮮明に打ち出されるべき活動

方針。この三′点を順を追って,論理的に討論しなけれ

ばならなかったのですが,それが委員の都合などで十

分でなかったと思えます。そこで便法として, 1章ま

でが佐藤, 2章は池上, 3章は向山がまとめたものを

更に佐藤が今までの討論の結果を勘案し成文化したも

のですc

本方針について,特徴に乏しいといったご意見やご

批判も出てこようかと思いますが,それは連盟の活動

内容からくる結果ではなく,現在の日本の技術教育の

進め方の混乱にどう対処するかを明確に出し得ない状

況があったと理解していただければ幸です。

(佐藤禎一)

×

"



技術科教育研究の現状と問題点
―一第13次教研集会のために一一

は じめ に

現時点での,日 教組教研は,真に国民のため

の技術教育を思考する場として,重要である。

私たち民間教育運動にたずさわっている教師

にとっても同様で,毎年この教研に集まる多く

の報告書を読み合 うのをたのしみ に待 ってい

る。この意味で今年行なわれる岡山大会が中味

のある有意義な討論を重ね,全国の仲間の実践

的エネルギーになるよう期待し,私の思いつい

た二,三の問題についてのべてみたい。

1 技術科は何を教える教科か

技術・家庭科は現在中学校における一個の独

立 した教科として教育課題の中に位置づ |ナ られ

ている。しかし,数学や理科などの他の教科に

比較して技術科は何を教える教科であるか非常

にあいまいな点が多い。むしろ教科として,内
容を規定するもとになっている理論がまだ全く

確立されていないともいえる。

先 日私の学校で父兄会があった時,技術科の

授業参観があり,私はその時, 1年生の本材加

工を見てもらった。この時10人程度の母親が見

ていたが,その中で特に教育熱′いな母親が, こ

の授業についてつぎのような感想文を書いてよ

こした。

「先生は男の子だけ50人 以上も集めて,一人

一人の子供の出来ばえを気にしながら授業をし

なければならないので大変ですね。しかしみて

いてたのもしく思まいした。この子供たちがあ

と15年 もすると良いパノくとなって子供と共に日

曜大工ができますね……」

%

この文はまだ続 くが, この母親は本材加工の

授業をみて将来の日曜大工をたのしむパノくを連

想している。

またある母親は,子どもがよろこんで製作し

ているのをみて,「たのしそうですね ! こんな

時間もあって良いのですね」と私にもらしてい

た。これは技術科の時間は子どもが喜ぶ,何かを

作る解放の時間だとうけとっているのである。

これは父兄が技術の授業をみる一つの側面で

あるが,われわれの同僚や,われわれ自身はど

うだろうか「科学や技術が発達して……技術革

新の時代で……近代技術は……」というような

言葉はよく使われるが,よ く考えてみると中味

がない,言葉だけの一人あるきでしかない。技

術科はどんな教科であるか,一 口でずばり説明

することはできないのではないだろうか ?

理科は自然科学を教える教科だ とい い 切れ

る。父兄が授業を見ていても,今教えている知

識は自分の子どもをかしこくし,将来役に立つ

ものとして大切であるとわかるらしい。数学や

国語はましてよく理解できるだろう。体育や音

楽などは少し性質が違 うがそれでも技術科ほど

理解が困難ではない。

一体母親や父親がみて日曜大工を連想するよ

うな教育内容を一般普通教育の中で教える必要

があるのであろうか,私は非常に疑間を持つ。

逆にいうと科学や技術の時代ということは一般

に知られているのに,その中心となるべき技術

科教育がこんなあいまいな教科理論で良いのか

どうか疑間を持つ。

理科の教育が自然科学を教える教科であるの

向 山 玉 雄



に対 して,技術科は技術学という,技術を作っ

ている理論的知識を中′とヽにして教える教科であ

るという主張が最近特に盛んである。私も技術

科教育の内容は技術学をかなり内容に取 り入れ

るべきだと考えているが,技術学 (工学,農学)

をそのままやさしくして教えれば良いとは思っ

ていない。

技術科は技術学を教えるとい う こ とに対 し

て,私は中学校での技術教育は「技術」を教え

るべきだと常に主張している。しかしここで技

術科の内容を「技術だ」「技術学だ」と議論する

ことはわれわれ現場教師のすることではない。

技術科の内容を工学や農学を中′心とする技術

学を中′とヽとして構成した場合と,も っと本質的

な技術そのもの (材料,工具・機械,労働)の
認識を主に内容を構成した場合と, どちらが,

伸び伸びと, しかもきびしく技術をみつめてゆ

く子どもができるかを具体的実践の中でたしか

めることの方が重要である。

最近は文部教研においても技術科の内容は技

術学を中′きにすべきだといわれ,研究の手びき

三訂版が技術学の断片的知識でぬりつぶされて

いる時,不用意に技術 と技術学とを混同して討

論することは十分注意した上でかからなければ

ならない。

全国教研でこの問題が直接話し合われるかど

うかは不明であるが,具体的な実践討論の中か

らわれわれの考えてゆく技術科教育の本質的理

論が,おぼろげながらつかめるような方向を考

えてもらいたい。

2 各分野の検討は全体の教科構造の中で考

えよう。

(1)教育内容の組み換えの必要

第12次全国教研のま とめ で ある「 日本の教

育」の生産技術の項を読むと,昨年度の技術科

の内容討論の結果が,1.製 図学習,2 金属

加工学習,3.機 械学習,4 電気学習,5
本材加工学習、というように分野別にまとめられ

ている。                ・

このことは技術科の現行の指導要領からみれ

ば当然のことであり,各分野についてこまかな

実践にもとづく深い掘 り下げが必要なことはい

うまでもないが, これらの分野別の討論が終局

において一つ一つの分野の学習指導法の研究に

おわってしまったのでは意味がないのではない

だろうか。

われわれが行なっている教育課程の自主編成

ということ|ま,指導要領にある各分野をどのよ

うに教えるかということではなく, これら各分

野の討論をもとにして,新 しい 教 科理論を打

ち立て,それにもとづいて,内容編成してゆく

ことにあるからである。その意味において,本
工,金工……などの討論が,技術科全体を改変

してゆくような方向に位置づけてもらいたい。

この夏御岳で開かれた日教組の教科別夏季研

究会の際に,岩手の技術教育を語る会から提案

された「技術科の教授計画案」はこのような意

味において高く評価されなければならないし,

この計画の問題点について卒直に意見の交換を

することもわすれてはならないことであろう。

12)教材の整理と教材の細分化

今までの12回 にわたる教研の中で各分野の中

に出てくる教材,題材は具体的にかなりの批判

が行なわれた。たとえば金属加工におけるチ リ

トリ作 りは教育的意義がないとか, 自転車の分

解や組立をして機械学習とするなどはその一例

であろう。

しかし現実に現在の技術科教育の実践でチ リ

トリの製作がなくなり,自 転車の分解組立がな

くなっているかどうか考えてみると,ま だ大多

数の学校は教科書に書かれてあるこれらの題材

を中′とヽに実習を行なっている場合が多いように

みうけられる。このことは,チ リトリやブンチ

ンが技術科の題材として良くないと思いながら

も,それにかわるべき教材がほとんど出ていな

いことと, 日教組教研の方法を,教育運動とし

て考えた時,ま だ日本の技術教育を改変してゆ

く力になっていないのではないだろうか。

教研集会が一部の人の有志の集 ま りはでな

く,全国の各支部からの積み上げが代表となっ

て集まっている集会であることからすれば,や
はり研究の成果が全国に広まり, 日本の技術教

育の中味を少しずつ変えてゆくよう努力するこ

とが必要であろう。その意味では,技術科の中

に出てくる多くの教材例を思いきって整理する

と同時にそれにかわるべき教材の発見につとめ

“う
す
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る所から運動をや りなおす必要がある。

技術教育研究における教材の検討 |よ大切であ

るがこのことは,チ リトリが角型容器にかわっ

た り, ブンチンが,補強金具にかわったからと

いって解決されるものではない。われわれが考

える教材の発見と普及は,技術科の中味を同時

にかえてゆくものでなければならない。去る 8

月に行なわれた産業教育研究連盟の夏季全国大

会において岡崎 グループから提案された機構模

型の製作などは,ただ単に作る題材がかわった

ばか りでなく,技術教育の教授内容をも大幅に

変えてゆく可能性を持っているものとして貴重

なものであった。

また技術教育の授業形態が多くは物を作 りな

がら,その中で関連する知識を教えてゆくとい

う形態をとっている所が多いが,同 じ物を作 り

ながらの学習にしても,木材加工の45時間をた

だ一つの製品を完成することに合わせて,授業

を進めるようなことはどうであろうか。機1成 の

分野でも同様であって, 自転車の分解や組立の

中で全部の関連する機械要素,機構,整備など

を教えるのではなく,機械学習の中に自転車が

出てきても,それは学習過程の 一 剖
`分

｀
であっ

て,機械学習の中にせんばんが出てきたり, 自

動カンナ盤が出てきた り,機構模型がでてきて

も,い っこうにさしつかえないのである。

このように考えてくると技術科でとりあげる

題材は一つのものにしばられるのではなく,授
業の場の違いによって各種の実験や観察のため

の補助教材が数多く出てくる必要があるので|ま

ないだろうか。

12次 教研の報告書をみると栽培学習について

は全く書かれていない。これは問題にするよう

な適当なレポー トがなかったからかと思われる

が,栽培をのぞいた各分野が具体的に話し合わ

れているに,栽培だけがのぞかれているという

のはどうであろうか,た とえ適当な幸R告者がな

かったとしても全国教研であるからには, どこ

かで話し合う配慮をする必要があるの で は な

いだろうか。

3 安全管理について討議してほしい。

技術科教育で使用する各種機械の中で木工機

械,特に丸のこ盤が非常に危険であり,それを

"

利用する教室の条件が,一人の教師で50人 の生

徒を指導するなど,労働基準法にきめられた条

件より,比較 |こ ならないほどの悪条件で現実に

行なわれているということが最近現場で認識さ

れ問題 |■ されてきている。

本工機械の使用が労働基準法 :こ どのように規

定され,技術科教育に関連しているかは,本誌 .

でも昨年の10月 号,本年の 8月 号と12月 号に,

佐々木,原氏などがくわしく述べているのでぜ

ひ一読してほしい。

安全教育について|ま,い ろいろな問題がある

が教育条件の改善と関係づけて運動できるとい

う点が最も重要であるcす なわち丸のこ盤は生

徒にとって危険だから,安全教育を如何に徹底

させるかという ことでは解決されない。

このことに関して佐々木氏は,「安全教育」

と「 安全管理」 とは混同してはならないとし,

主 として使用者が守る事項が安全管理であり労

働者に対 して安全につい て 必 要 な事項を要求

し,教授するのが「安全教育」であると説明し

ている。技術科教育について考えてみると,わ
れわれが丸のこ盤を子どもに実際使わせる場合

には子どもを災害から守るためにそれに関連す

る注意を与え,条件をととのえるための指導を

しなければならないが,こ れは安全教育といえ

るcし かしわれわれ教師が生徒に安全について

指導する以前の状態はどうであろうか。

一人の教師が一週間に24時間も持っているよ

うな状態で,50人 の男子を対象に最も危険性の

ある機械を使って授業しなければならないとい

う問題である。これは明らかに教育委員会・文

部省の責任であるc

全国教研でこの問題を取 りあげる場合にはぜ

ひ「安全管理」の問題を中′とヽに討論をしてほし

tヽ 。

運動の方向としてはいろいろあろうが,ま ず

安全に授業ができるような学級定数,教師の増

員,機 IItの改良がなされるまで,生徒には丸の

こ盤は使用させないことである。その上で少な

くとも技術科の授業に限って,学級単位の25人

以下で指導ができるよう,全国的な斗争を展開

してゆく必要があるのではないだろうか。

゛
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海 外 資 料

‖
イ ギ リス の 中 等 教 育 改 革

-11か 年 の 義 務 教 育 制 ―

現在の社会の進展に対応して,世界各国とも中等教  中等学校)を もうけて,小学校卒業生全部をここに収

育をめぐって教育競争の時代にはいっているが,新し  容し,そ こで,進路コースをきめていくという方法を

い改革には保守的といわれるイギリスにおいてもその   とっているc

例外ではない。すでに,1959年には,丈部省の中央教    しかし,こ ′インどだされたニューザム報告では,現状

育審議会は,1965～ 68年度までに,現行の義務教育年   のモダーンスクールを一応みとめて,そ の年限を 5学

限を 1か年延長して11か年とする案が勧告された。こ  年として,そ の内容をどう改善するかを提 案 して い

の勧告案は,周知のように,と きの審議会長の名をと   る3いいかえると,中等教育制度を根本的に改革する

って,ク ラウザー報告とよばれるものである。      案ではなくて,モ ダーンスクールの教育を 1か年延長

この勧告案を受けつぎ,それをさらに具体化するも  することによって,教育の機会均等を漸進させようと

のとして,1963年 10月 に,ふたたび,中央教育審議会  する方向をとっている。そうした意味において,遠か

の答申がなされ,それは,会長の J・ ニューザムの名  らず中等教育制度が将来どうあるべきかの根本的改革

をとって,ニ ューザム報告とよばれている。       が,さ きのコンプレヘンシブハイスクールの進展とと

この報告書は,1965年度の中等学校入学者から,義   もに日程にのばらぎるをえないだろうc

務教育年限を 1か年引きあげて16才 までとすることを   とはいえ,社会の進展に対応して,1965年度 (9月 )

1      
勧告し,それにともなって,主 として平均および平均   入学者から,義務教育年限を16才 に引きあげたことは,

以下の能力の生徒約75%を収容するモダーン・ スクー  大きな改革であり,それにともなって,具体案が提示

ルの教育を改善するための具体案を政府に提案してい  されていることは,ク ラウザ報告の発展といえよう。

,      る。その改革の内容を理解するためには,現行のイギ  その具体案のいくつかをつぎにあげよう。

 ヽ     リスの学校制度を知っておく必要があるc         環境などによって能力の発揮のおくれている生徒の

ノ       現行のイギリスの中等教育制度は,1944年の教育法  教育技術を研究する組織をつくること。
で      にもとづいている。この教育法によって,すべての子   第 4学年・第 5学年では,生徒の職業的発達に応じ

どもに中等教育という理想が実現し,小学校 (5～11  て科目を選択できるようにすること。

才の 6か年)の うえに,すべての子どもが中等教育の   生徒を能力別にあまりはっきりと細分したグループ
｀´

   機会を義務としてあたえられることになった。そして  にわけないことc

地方の各自治体は,こ れまでの中等学校 (グ ラマース   第 5学年では,主 として生徒の選択科目の種類など

クールーー大学進学コースとしての中等学校)の ほか  で学級編成をすることc

に,12～ 15才 までの生徒を収容するモダーン・ スクー   14～ 16才 の生徒については,特別教育活動をふくむ

ルおよび12～ 16才 の生徒を収容するテクニカルスクー  学習活動の時間教を延長すること,と いうのは,学習

ルを設けることになった。したがって,小学校 6か年  活動の時間数と社会にでてからの労働時間数との間に

の終了者は,グ ラマースクール・ モダーンスクール・   あまリギャップがないほうがよいからであるc

テクニカルスクールの 3種のいずれかに進むことにな    5学 年または 4学年生徒の全寮制度について,文部

り,そ のために大多数の地方教育行政機関は試験によ   省 0地方行政機関は共同研究をおこなうことc

って,生徒を 3種の学校にふりわけることになった。    年少者を対象とした職業紹介事業,継続 教 育事業

この点については,潜在的可能性をもつ生徒の進路を   (義務教育終了者の各種の職業機関がイギリスには存

11才 のときにふりわける制度であり,教育の機会均等  在する)な どの知識を生徒に与えること。

を保証するものでないとして,教育関係者や労働党か   美術・工作,技術など教育を再検討し実習設備を拡

らの批判が強い。そして,ロ ンドンを中心にいくつか   充することc

の地域では,コ ンプレヘンシブハイスクール (総合制   テレビを教育的に活用すること。



技 術 教 育 誌 (1963年 1～ 12月 号)主 要 目

1月 号 特集 :技術・家庭科における家庭科教育

家庭科の根底にからむもの…………………池田 種生

家庭科教育の問題点……………………・……研 究 部

技術教育と家庭科教育の研究・実践を

前進させるために (12～ 1月 )・・・技術教育を語る会

―<実践的研究 >―

被服製作学習をめぐって…………焼津家庭科グループ

裁縫 ミシンの指導法とその問題′点…・………高 橋  勇

女子向き家庭工作の実践……………………千田 カツ

2年家庭電気の単元を指導してみて………木原 弘子

女子の電気学習(屋内配線)の 実践…………池田 紀子

女子の木工学習をどうとらえるか…………江成 幸江

さ 座談会>―
―

1編思習をどう指導したか
1  小林美代子,植村千枝,佐藤禎一,ほ か

<海外資料>
教師のための機械学 (4～ 11月 ) 森  勉

2月 号 特集 :技術教育とプログラム学習

技術科学習方式の諸問題……・………………水越 庸夫

技術科プログラム学習の実践・……………
製癬若聯魂肇

プログラム方式による金工学習の実践……平田 徳男

:機械学習 (石油エンジンの整備)に、おける
.プ ログラム学習の実践的研究……………野守 勇蔵

一<実践的研究>      ―

家庭機械 (電気)の学習をどう展開したか…徳山 年子

螢光灯の学習にあたり……………・………・。中島 咲子

電気学習の指導と問題点……………………河内 洋二

く海外資料>
工業生産の主要部門の分析と

機械学の学習指導法の特徴。…・…………・杉 森  勉

<教材・教具解説>ペ ンホルダーの製作…佐藤 禎一

3月 号 特集 :技術・家庭科の新

国民のための技術教育とはどういう

技術・家庭科の新しい構想…………

基礎的技術の追求と学習指導………

技術科教育の編成と計画を

どのようにすすめるか……………

「 金属の構造」の技術的せまりかた…
|

<海外資料>

学校の製図課程はいかにあるべきか………杉 森  勉

6θ

<教材・教具解説>
アラゴの円板実験装置の製作………………牧島 高夫

4月 号 特集 :技術・家庭科施設・設備の運営管理

学習効果を高めるための施設・設備の管理・運営

……・…中村 泰雄

施設・設備と運営・管理上の問題点………真篠 邦雄

技・家科じD施設・設備と管理運営の実際…吉田久次郎

設備の充実計画と教具の自作研究…………渡辺 一敏

―<実践的研究>一―
        一―一一一

設計製図の入門期の指導について…………工藤喜久夫

栽培学習のゆくえ (4～ 6月 )…………・葛飾サークル

<海外資料>
機械学の知識の習得の効果について………///森  勉

技術科の性格・ 目的 (4～ 5月 )…………。り|1瀬 寿夫

<教材・教具解説>本立のいろいろ………佐藤 禎一

5月 号 特集 :技術教育と思考

技術教育と考案設計‐・………………………・岡 邦 雄

技術学習と思考過程…………………………池上 正道

技術の意義と技術教育…・……………………馬場 信雄

技術・家庭科における思考学習……………稲 田 茂

技術性の教育と生産的思考について………松原 郁二

<実践的研究>一――――一―一―一― ―――一
電動機の学習…・………………………………牧島 高夫
一―自作教具 アヽラゴの円板 をヽ使っての指導の実際一二

ラジオ学習の問題点…………………………出十 郁郎

でんぶんの糊化実験と炊飯の実験…………小林きみよ

<海外資料>生徒の技術的思考の発達……r//森  勉

6月 号 特集 :

適応ダイナ ミック

年少労働者の実態

職業適応と進路指

これからの進路指

女子の進路指導と

技術教育と進路指

一<実践的研究>

正しい進路指導のありかた

ス…………………………桐原 藻見

と進路指導………・・́……後藤 豊治

導…………………………片山 光治

導はいかにあるべきか…安田 正夫

女子労働者………………橋本 宏子

導の結合 (6～ 7月 )。・・池上 正道

木材加工学習を実践して教て………………小林美代子

金属加工学習の実際…………………………太 田 守
――プンチンの製作―一

<海外資料>生徒の職業オリエンテーション

と職業相談(6～ 12月 )。 …………………・・K//森  勉

<教材・教具解説>ブザーの製作…………向山 玉雄
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7月 号 特集 :技術学習教材・方法の吟味(1)

技術教育の方法原理………・………………・・細谷 俊夫

戦後中学校における技術教育の展開(7～ 8月 )

…………後藤 豊治

技術教育研究の基本問題 (7,10月 )

…………岩手・技術教育を語る会

案要項> ・

思考 (7～ 8月 )… ……・村田 昭治

生徒の認識と問題′点・……岡  喜 三

調理実習についての私見……・…………・…。河野
一一加工食品の学習への導入について一―

<教材・教具解説>ウ クレレの製作………望月

8月 号 特集 :技術学習教材・方法の吟味(2)

技術教育と生活指導……………………。…・。本山 政雄

<夏季研究大会提案要項>

10月 号 特集 :実践的研究の成果と課題

機械工学の基礎………………………………真保 吾一

・実践的研究の成果と課題 ――一一………………‐

0全体会議 ・加工学習分科会 0機械学習分科 |

会 ・電気学習分科会 0栽培学習分科会 ・ 女 |

子の技術学習分科会             |

螢光灯の指導について………………………小 山 和

栽培学習の脱皮………・……………………・・斎藤 正美

<教材・教具解説>
エレキットによる電子回路の基礎実験……向山 玉雄

11月 号 特集 :

企業内における技

技術高校と “連け

職業訓練内容のい

後期中等教育と青

― <実践的研究>
製作学習と技術的適応能力…………………島津 喜文

学習指導における系統性の諸問題…………福井 栄一
――原動機学習の場合について一―

電気学習(女子向き)の 指導 (11～ 12月
)。 “深尾 望子

<教材・教具解説>
子どもの夢を育てるエレキット…・………・・東山 太郎

回路計の製作と指導…。………………………河内 洋二

12月 号 特集 :金属加工学習の実践的現状

技術科教育をめぐる労働観 0人間形成の問題

…………佐藤 興文

機械学習につながる加工学習の試み………研 究 部

薄板金加工学習における考案設計指導の一考察
― 一 ち り と り の 製 作 を 中 ′し

ヽこ ― 一      。¨ ..・
・

¨ ¨ ・
力 師 藤 友一

俊明板金加工学習の実践について………………武田

― <実践的研究>
電気分野における力動的思考学習…………吉本 彰三

技術教育における

「技能に関する教育評価のありかた」 ・̈宮 田 敬

丸のこ盤・手押しかえな盤の使用をめぐって

… … … 原 正 彼

<教材 0教具解説>
エレキット3球ラジオの製作………………東山 太貞陰

<夏季研究大会提

加工学習における

電気学習における

一<実践的研究>

一　
　
一

全

　

延

職業訓練の現状と問題点

能者養成の問題′点………後藤 豊治

い"の諸問題……………宮地 誠哉

くつかの問題点…………水越 庸夫

年学級……………………有 田 稔
電気学習の指導計

機械学習の実践的

原動機学習をどの

女子の技術教育を

一 <実践的研究>
私たちの手でたしかめた

設計 0製図の実践…・・:・ …………………・・加藤慶一郎

中学校家庭科と被服学習のありかた………伊藤冨美代

技術教育的立場からみた家庭科教材。………諸岡 市郎

技術科教育と生徒の安全…………・…………佐々木 享
―一ふたたび木工機械をめぐって一一

9月 号 特集 :高校入試問題の実践的検討

昭和38年度技術・家庭科全国入試問題の

性格とその問題点………佐藤 禎一

技術 0家庭科教育と入学試験………・………加藤 良明

全国公立高校入試問題 (女子向き)について

…………小林美代子

公立高校入学者選抜学力検査の問題・………松谷 文武

― <実践的研究>

画…………………………向山 玉雄

吟味…。…………………・・池上 正道

ように展開させるか……横山忠太郎

考える視点………………植村 千枝

年

、

、
、

／

／

７

・

木工の題材をめぐっての問題点と考察……志村

ぶんちんの製作における授業研究記録……吉 岡

機械工作学習の実践 (9～ 10月 )¨ ……・…北村

最近の牛乳加工食品………………・…………河野

<教材・教具解説>
はんだこておき台の製作と測定実習………向山

嘉信

茂

勝郎

全 一

玉雄
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|   <教
材・教具解説>

|      
エレキット方式による螢光燈展開模型

1          東山太郎

| :軍:製[]i3il:[]:F::[「 ][λ繁曇藝軍看修莫蔭][「菖繋鷺L巽鷲iキ |::][[[言

材料加工から組立,配線まで,木工や金工と同じように作ることにかなりの時間がかけられていますc

そのため,い ろいろなメーカーから技術科用として螢光灯のスタンドご)キ ットが市販されています。しか

し,製作を中心にすると,作ることに時間をとられすぎ,電気分野として大切な「1路 のしくみや,点灯の原

理を説明することがほとんどできないという反省の声も非常に多くきかれるようになっていますcそ こで螢

光灯は材料から加工してゆかなくても,あらかじめできあがった部品を使用し,それを配線図にしたがって

配線し,あ とは測定や原理の学習に重点をおくような授業が多くなってきています。

電気学習として螢光灯をllFxり あげるには,C 螢光灯の部品構成とその働き  ② 螢光灯の回路と点灯

のしくみ  ③ 螢光灯の回路の測定と点検修理の 3つ ぐらいが学習のポイントになると思います。

この 3つの授業内容を満足すればどのような螢光灯でも授業ができることになります。     ・

ここに紹介するエレキット螢光灯展開模型は,こ のような要求を満足してくれる便利なキットで,価格も

1350円 と安価なので,グループに一台準備すれば,お もしろい授業展開が工夫できます。

2 エレキット螢光灯の特徴

このキットにはつぎのような特徴がありますc

(1)部品はハードボードの上にさし込み式で取 りつけられるので部品配置は短時間で自由にできる。

(2)配線は部品台につけられたターミナルピンに導線の先端につけられたクリップを接続すればよいの

で,配線や取 りはずしが自由にできる。

部品は点灯管式と,押 しボタン式の両方が準備されているので,どちらの回路でも学習できかつ比

較することもできる。

放電管の両極の附近には螢光物質のない場所があり,外から中にあるフィラメントや放電の状態が

直接みられるので,放電の理解が容易であるc

(5)各部品の両端子は,ピ ンにはんだづけされているのでテスト棒が使いやすく,測定が非常にかんた

んにできる。

部品は一つ一つ独立した部品台に取 りつけられ配線がグリップ方式で結線,と りはずしが自由なの

で各種回路を作 り,実験学習が容易であるc

3 このキットの利用法

上にあげたようなキットの特徴を生かすと各種の授業形態が工夫できますcその中からいくつかぬき出し

てみます。

(1)部品の点検と構造 部品は一つ一つ台に取 りつけられ,丈夫にできているので,生徒は部品を直接

観察し,沢1定することができます。

(2)回路の学習 螢光灯の回路は押しボタン式,点灯管式などにより多少ちがっていますが,こ のキッ

トを利用すると,教科書がどのように書かれていても,任意の場所に部品配置をし,配線実習をさせること

ができます。

また,で きあがった実体をみながら,これを記号におきかえて1可 路図を作図させることができ,し かも実

物→回路図,回路図→実物へとくり返しができます。

(3)点灯実験 各部品が平面的になっているので,一 日で全体の部品をみながらスイッチを操作するこ

暉 T拝
■

.1.:'鱚
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とによって,点灯の原

理の説明が非常にやさ

しくできます「

(41 測定実習

実物のスタン ドなどで

は各部の,貝 1定をする端

子がケース」)中に入っ

たりして,i貝 1定 が困難

であるが,キ ットを利

用すると全部外からで

きるので接触不良をお

こすことがなく,導通

テス ト,電圧測定,電

流測定が容易にできま

す。

(5)実験回路が自由に作

れます

螢光灯は ,

各部品の働き

点灯スイ ァチ

1吉 りITス ィ

電 源

安定器
A C100 V

(2)図  押 しボタン式螢光灯の回路図

入れると理解が容易になります「研究の手びき三訂

版_|の家庭電気の頁にはこの実験法がくわしくでて

いますが,こ のキットを利用するとかんたんにでき

ます。また, コンデンサーの働きなども,ハ ンダづ

けをしてあると取 りはずすのが困難ですが,こ のキ

ットを利用するとかんたんに取 りはずしができるの

で,ラ ジオと組み合わせて実験すれば,ラ ジオから

ガーガーという雑音がでるので,コ ンデンサーが雑

音防止の役割をもっていることが容易に理解できま

すc
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特集 :技術・家庭科における家庭科教育の検討

中学校家庭科の実践的課題は何か……後藤豊治  ミシンの教材考案……。…………………高梨美代子
家庭科教育の問題点……………………和田典子  ―カム,リ ンクの模型―

家庭科教育の問題状況………… 技術教育を語る会  女子向きの問題点…・……………………岡 喜 三

鰈 1ミ豪 裏 西
丁 T蝙 話 至巫 曇ξ

は何か…・
I三二

…佐藤
下丁

被服教材をとりあげる視点…・………・・植 村 千枝  | 
r`_縣ハ/

河野 全一
たん白質の調理学習について…………小林きみよ   食物教材をどうとりあげるか  伊藤冨美代
設計・製図指導の実際と反省…………森下智慧子                       他 |

男女共学で電気学習を指導して。……ご。小林美代子  電気学習における
電気学習にとりくむ家庭科教師の現状       ゃさしぃ測定と計算(1)………………向 山玉雄
一学習指導の実践とその考察など―……村野 け ヽヽ  <教 材・教具解説>

電気学習の指導計画と問題点…………岩越 友子  ミシン縫合原理説明具の製作…………牧 島高 夫

編

◆本号は,技術・家庭科における学習指導の問題をと

りあげてみました。わたくしたちが,実際現場で子ど

もの幸せにつながる教育をしたいと願って,毎 日の実

践活動を行なうばあい,その教授によって,子 どもた

ちにどんな失n識ゃ能力,態度を身につけさせる必要が

あるのか,そ のためには,い ったいどんな内容を教材

として選び,それをどのような方法で指導するのが,

もっとも効果的であるのか,と いったことがらを,た

えず頭におくことが必要です.い うまでもないことで

すが,教育実践においては,日 標・内容・方法を切り

はなして考えることはできませんcしたがって,教育

内容の現代化とか再編成とかいうばあい,そ こにはす

でに,従来のものとはちがった目標がおかれているわ

けですし,学習指導の方法もこれに対応するものがで

てこなければならないわけですc

学習内容を問題としないで,既定の内容を効果的に

指導するためには,ど うしたらよいかを追求すること

は,教育における技術主義であり,過去の経験にもあ

ったようにきわめて危険ですらあるといえましよう。

技術科の教育においても,最近いろいろな学習指導

方式が考え出され,実践も行なわれてきております。

(プ ログラム学習,技術検定方式,学習カード方式な

ど)。  しかし,こ れらを目新しいということで,た だ

ちにその型だけをまねるというのでは,実践的だとは

いえないと思います。実践の場では,i花 ぞれちがっ

た条件が存在しているわけだし,こ の条、 切りはな

しての学習指導は考えられないわ け です。
｀
ノたがつ

で,そ こから出てくる実践は多種多様であ るはず で

すcこ ういう具体的条件を捨象して構成されス'理論や

型を無批判にとり入れることはできません。実上は創

造的な営みであるはずです。このような実践が積ム重

ねられ一般化されていくことによって,さ らに高次の

理論が生れでてくるものだと信じます。

本特集は,あ まりほめられたできばえではありませ

′たが,こ れを契機に,具体的条件をふまえての学習指

導の実践的研究が全国各地で,い まよりも,も っもっ

と盛んになり,す ぐれた成果のあらわれてくることを

期待しますc

l本誌では,常時,現場のみなさまからの「実践的研

究」や,「自作教材・教具」に関する原稿を求めてお

ります。気軽にご投稿ください。掲載さしていただき

ましたものには,掲載誌と薄謝を差しあげます。

昭和38年
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